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の
は
、
あ
え
て
 ス
ピ
ノ
 

 
 

か
 。
汎
神
論
が
神
の
超
越
 

 
 

、
 円
が
四
角
形
の
本
性
 

（
 
0
0
 

）
 

 
 

立
場
か
ら
懐
疑
し
て
い
る
 

 
 

こ
そ
、
こ
こ
に
種
々
の
 

 
 

な
 ア
プ
ロ
ー
チ
を
必
要
な
 

自
身
に
問
題
の
起
源
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
 う
 。
 

 
 
 
 
 
 
 
 

神
 論
と
い
う
評
言
で
あ
ろ
う
。
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スピノザに     

（ （ （ 
10  9  8 
） ） ） 

p@ @@ @ 

ェチカ ココ ェチ カ ロ 
コ 畦ナ 旺 キ 

。 、 第第 

已 げ郡部 五二 

  
コ ．二 四 

  
（ 
の ・ 
づト 

  
  

ドコ 

  

  
0 Ⅰ 

のロ c 
  
  
  
      

所 
収   
  
  

㏄ ｜       

    

の 

研 
究 

ⅡⅠ ま 

    

年 ㏄ 
当 
時 
の 

も 
の 

ナ ・ Ⅰ - 
卜ヰ カ Ⅰ 

17  (159) 

咄
 色
ふ
 

W
 
 
（
 
6
 ）
二
丁
ロ
 

（
 
7
 ）
Ⅰ
 
ヴ
 
レ
ハ
 

坤
 

る 神の属性 

スピ ） 註 （ 5 ） （ 4 ） （ 3 ） （ 2 （ ） 1 
  

  

  

ゴ牛   
    
ま，レ がさ Ⅱの   

    " づ 
    

ロロの コ ゴ亡 ㌧ ・ 

我
々
は
ス
ピ
ノ
ザ
に
 、
 神
の
 

を
神
に
帰
属
す
る
課
題
が
あ
る
 

創
造
Ⅱ
啓
示
と
し
て
、
ス
ピ
 

程
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
 

体
 の
問
題
（
存
在
Ⅰ
自
由
）
の
 

自
己
の
概
念
の
中
に
問
題
化
し
   

 
 

宗
教
的
な
理
想
を
客
観
と
す
る
、
自
然
Ⅱ
認
識
 

 
 

関
係
す
る
概
念
を
用
い
て
、
神
の
創
造
の
一
過
 

 
 

察
の
主
題
に
掲
げ
る
。
啓
示
が
 、
 神
に
始
ま
る
 主
 

 
 

に
ま
で
造
り
上
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
啓
示
を
 

 
 

哲
学
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 



 
 

 
 

お
 
で
も
新
た
 

8
 
 
 

 
 

る
 。
 

 
 
 
  
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
ヨ
ぽ
 

 
 
 
 

（
は
）
 
ぎ
乙
 

（
 穏
 ）
 
ぃ
ヴ
ぃ
年
 

 
 

 
 

る
 
「
 一
 属
性
」
を
考
え
 

 
 

 
 

 
 

（
 巧
 ）
「
神
学
政
治
論
 b
 っ
 ・
 こ
 

（
 托
 ）
 
ヨ
日
 

（
 W
U
 

）
～
 

ヴ
い
 
Q
.
 
 

づ
 ・
 の
 

 
 

の
す
が
 
つ
 ・
 の
 

（
 的
 ）
コ
チ
 ヵヒ
 第
一
部
定
理
十
 セ
注
 

（
㏄
）
日
 ェ
 チ
カ
 目
 第
一
部
公
理
 四
 

（
四
）
コ
チ
カ
 目
 第
一
部
定
理
十
八
 

（
 花
 ）
 

円
 エ
チ
カ
ヒ
第
一
部
定
義
太
 

（
 為
 ）
注
 2
 既
述
 

（
 左
 ）
注
 1
 既
述
 

（
 恭
 ）
日
ヱ
チ
カ
 日
 第
一
部
定
義
一
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

w
 
の
 ，
ト
の
 
Ⅱ
 ト
 ・
の
・
 ト
 ㏄
 1
1
.
 

ヘ
 ㏄
 

（
 あ
 ）
ヱ
チ
 ヵ
目
 第
五
部
定
理
二
十
四
 

（
四
）
コ
チ
 ヵ
ヒ
 第
一
部
定
理
十
 セ
注
 

 
 

 
 

神
 即
ち
の
 T
0
 神
の
全
 

 
 

 
 

、
ど
の
観
点
か
 



スピノザにおける 神の属性 

 
 

 
 

の
 理
解
か
ら
 同
 

一
 視
が
可
能
に
な
る
根
拠
を
考
え
よ
う
と
し
た
。
 

 
 

 
 

"
 の
 Ⅱ
が
日
の
 

ド
 二
の
 
で
 ト
目
。
 

 
 

M
 、
ヴ
ァ
ル
タ
 一
ロ
 ま
 %
s
.
 
 

ト
め
｜
 
笘
の
 

 
 

簡
は
 続
け
て
い
る
。
 

（
㌍
）
「
書
簡
 ロ
セ
 十
三
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こ
の
結
果
、
ガ
ウ
タ
 マ
 

（
 
1
 ）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
 、
た
だ
一
個
所
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

神
 論
を
展
開
し
て
い
っ
 

 
 

 
 

を
も
っ
人
間
主
義
的
 

 
 

 
 

仁
 色
色
 
ま
 ）
に
関
し
て
 

 
 

 
 

ア
 イ
ョ
 ー
タ
カ
ラ
に
 

 
 

 
 

完
成
で
あ
る
。
ウ
ッ
 

 
 

 
 

し
た
。
こ
の
主
宰
 神
 

 
 

 
 

単
 に
基
づ
く
理
論
的
 

 
 

の
 主
宰
 神
 観
も
展
開
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

カ
ル
テ
 

宰
 
主
 
 
 

  一 

ヤ
 ー
ヤ
派
の
主
宰
 神
論
 

｜
 存在
論
証
を
中
心
と
し
て
 ｜
 

五
戒
道
子
 



 
 

 
 

の
 試
み
が
な
さ
れ
て
 ぃ
 

（
 
り
 
十
）
 

（
 
3
 ）
 

 
 

め
て
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
定
説
は
な
い
。
 

 
 

 
 

て
い
る
。
ヴ
ァ
ー
 ツ
 

 
 

 
 

シ
ュ
ラ
（
 せ
ゆ
 
0
p
 

の
で
が
 

曲
 ・
 

 
 

が
ら
、
独
自
の
説
を
説
い
て
い
る
。
 

 
 

 
 

守
 ）
が
主
宰
神
を
信
 

 
 

 
 

わ
れ
る
。
特
に
、
プ
ラ
 

 
 

 
 

っ
 た
こ
と
が
知
ら
れ
て
 

 
 

 
 

て
こ
と
言
わ
れ
る
な
 

 
 

 
 

 
 

ぅ
 し
て
、
主
宰
 神
論
 

は
 急
速
に
発
展
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

己
の
体
系
内
に
主
宰
 

 
 

 
 

ぅ
の
 存
在
論
証
を
中
心
 

に
 検
討
し
ょ
う
。
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（
 ハ
コ
 
）
 

 
 

 
 

 
 

神
を
世
界
原
因
と
す
る
 

ヤ 一ヤ派の主宰 神論 

 
 

 
 

て
い
る
が
、
こ
の
 ょ
 

（
 
二
リ
 

）
 

 
 

 
 

張
 で
は
な
く
他
の
人
々
 

（
 
ム
 
Ⅰ
）
 

 
 

の
 結
果
の
享
受
に
つ
い
て
、
何
も
の
に
も
依
ら
な
い
、
 つ
ま
り
自
己
の
業
は
自
 

（
Ⅰ
 

7
 ）
 

 
 

 
 

す
る
反
論
者
の
説
で
あ
 

 
 

と
し
な
い
（
 田
 q
p
 
ち
の
文
名
）
神
が
世
界
の
原
因
で
あ
る
 と
 主
張
す
る
と
理
解
し
、
 

（
 
0
0
 
）
 

 
 

 
 

な
ろ
 う
 」
と
考
え
て
、
 

(165) 

「
主
宰
 神
が
 
（
世
界
の
）
原
因
で
あ
る
。
 

「
（
反
論
）
そ
う
で
は
な
い
。
人
間
の
業
 

「
（
答
え
て
言
 
う
 。
）
こ
の
（
反
論
）
は
 、
 

れ
る
か
ら
。
」
（
 
廿
 Ⅱ
 ぎ
 ）
 

 
 

さ
れ
る
か
ら
。
」
（
 ケ
ト
 
・
 
こ
 ）
 

 
 

口
口
）
 

 
 

主
宰
 神
 ）
に
よ
っ
て
行
為
せ
し
め
ら
 

（
 
ノ
丹
 

）
 

 
 

 
 

な
 検
討
は
紙
面
の
都
 

 
 

釈
 に
従
っ
て
訳
出
し
て
み
よ
う
。
 

  

ニ
ヤ
ー
ヤ
派
に
お
け
る
主
宰
神
の
性
格
 



ニ
ャ
一
ヤ
派
の
主
張
が
説
か
れ
る
。
 

 
 

 
 

個
我
の
法
と
非
法
 

 
 

、
 （
個
我
）
自
ら
が
為
し
た
行
為
の
果
報
を
妨
げ
な
い
 よ
う
に
（
行
っ
た
）
 
、
主
 

 
 

 
 

と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

べ
て
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
か
と
い
う
問
題
を
再
 

 
 

 
 

作
る
時
、
手
段
と
な
る
 

 
 

 
 

ら
に
、
太
初
（
 ゅ
 
4
 円
）
に
 

 
 

 
 

ぜ
な
ら
、
輪
廻
は
無
始
 

 
 

 
 

手
 
（
即
ち
主
宰
 
神
 ）
 が
 

 
 

 
 

」
と
述
べ
る
。
こ
れ
（
 

っ
 
2
 
1
 

）
 

 
 

れ
る
。
 

 
 

 
 

性
質
に
つ
い
て
独
自
 

の
 見
解
を
説
い
て
い
る
。
 

 
 

 
 

も
な
う
こ
と
に
よ
っ
 

 
 

 
 

を
 展
開
し
て
い
た
 ョ
｜
 

 
 

 
 

、
果
報
、
残
存
余
力
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ニ ヤーヤ派の主宰 神論 

 
 

 
 

特
殊
な
ア
ー
ト
マ
 
ソ
 

（
 
H
 ）
 

 
 

 
 

質
料
因
と
し
て
い
る
 

（
 
M
 ）
 

 
 

 
 

も
の
で
あ
る
」
（
㏄
 

 
 

 
 

、
三
昧
を
伴
 う
 」
と
 

 
 

 
 

に
 等
し
く
」
「
父
の
 

（
 
リ
 
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

と
す
る
。
即
ち
 コ
私
 

 
 

 
 

考
え
ら
れ
る
。
 
又
 、
 

 
 

「
こ
の
（
主
宰
神
の
）
中
に
は
、
こ
の
上
な
い
一
切
 
知
 者
の
種
子
が
あ
る
」
（
 

お
 ）
に
よ
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

と
ほ
 無
関
係
と
思
 

 
 

 
 

築
 こ
と
し
て
、
（
 主
 

（
㎎
 
-
 
）
 

 
 

 
 

属
性
と
し
て
 知
 

 
 

 
 

る
つ
ム
 ー
 乙
 ）
 と
す
 

 
 

 
 

は
、
 何
ら
不
思
議
は
 

 
 

 
 

こ
と
は
既
に
述
べ
て
 

 
 

 
 

カ
 ス
ー
ト
ラ
で
あ
る
 

 
 

 
 

の
証
 因
 
（
二
ゴ
 
抽
曲
 

  
。 い な る 識 宰 わ 甲 主 は こ よ 説 ） か 」 

25 (167) 



 
 

 
 

げ
る
行
為
の
成
立
 

 
 

㏄
 ）
 

 
 

 
 

知
の
所
産
で
あ
る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
 
釦
 ）
 

 
 

性
格
を
も
ち
、
人
間
主
義
的
で
あ
る
。
こ
の
派
で
は
、
 宇
宙
論
的
な
観
点
 

（
 
飢
 ）
 

 
 

 
 

は
人
間
中
心
の
素
 

 
 

フ
 解
釈
で
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
 

 
 

 
 

派
の
哲
学
体
系
を
 

に
 主
宰
神
の
観
念
の
建
て
直
し
を
は
か
っ
て
い
る
。
 

（
 
授
 ）
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
他
の
実
 

 
 

 
 

こ
れ
故
、
彼
は
 、
 

 
 

 
 

点
ア
ト
 
つ
い
十
し
、
 
靭
仙
 

（
 
ぬ
 ）
 

 
 

 
 

接
 的
に
説
か
れ
 

 
 

 
 

神
は
常
に
解
脱
し
 

（
 
抑
 ）
 

（
 
お
 ）
 

 
 

 
 

い
 。
主
宰
 神
 自
ら
 

（
㏄
）
 

質
か
ら
活
動
す
る
の
で
あ
る
。
 

基 ホト で、 
め 木 てる完調 い 。 ） 根 サ l 鉢 と役 礎 こなは ョ 

， ヲ ， 

と 解 と こ が は 

( Ⅰ 68) 26 



ニ ヤーヤ派の主宰 神論 

 
 

（
 紐
 ）
 

 
 

 
 

 
 

タ
ッ
ト
 ヴ
ア
 サ
 
ソ
グ
 

(169) 

た に ら べ を あ 「 力 げ 
い ど 以 か る そ り こ タ 因 た ゥ 
。 の 上 で の た 一 の ッ と 理 ッ 

よ の あ で え 坊 ぅ ト し 念 デ 

  

反 に じ ）る で あ サ 宰 神 Ⅰ 

映   
さ そ 
れ れ   

て ぞ 
い れ 
る 主 
の 宰 
だ 神 
ろ の   
ぅ 観 
か 念 ち 。 l 
  を 
次 概 
に 観 

し 宙 宰 
主 た 
宰 が 神 

） ゴ 
宰 」・ 

の こ ラ 神 
存 の 解 観 

釈 を 
に 脱 

証 ウ 従 却 
つ し 
て   
  人 

し 、 々 ョ 
ら 的 

今 l か な 
      も か 

し ぅ 
た の 
宝 主 
辛 辛 り ら 

そ に 一   と 哲 

念   
と 彼 一 穂 ， 、 

此 の 切 の 
較 存 を 帝Ⅱ 

作 約 
る を   動 受 

  
ァ ウ   
、 ツ ー ア 。 

ヤ ィ 

l ヨ 
  
  

ヤ @ 

チ タ 
の カ 

主 

  宰 

  
し の 珊証 

  ホ 
Ⅱ 曲 笘 Ⅱ 

ヤ く 
  つ 型 

一 ア ； " 
イ 述 
l べ 

力 て 
l い 

（ る 

㌧が ゴ 、 徳 用 せ 
甲 の 

（東ゅ 他に 
） も 
を 存 
著 在 
わ 論 
し 証 
た な 
と 行 な 
わ っ 
ね た 
る 人 
ア 物 
ヴ が 

  い 

ッ る   



原
因
（
 ヴ
 二
ロ
山
田
 

ヨ
注
 井
村
「
吉
が
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
 

 
 

限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
。
 

A （ 
l ア 

1 ヴ     
  

「 ツ   
  

  ダ 分 

違す 

る 

問題 

お 

を 
か   
か 
，え 

る、   
感 ッ 基 型 り 

覚 
デ づ 種 内 

器 ィ い 熟 客 
官 ョ て 意 的 
化ァ "@ l 検 は に 
よ タ 計 見 未 
  力 し ら 完 
て ぅ て れ 成 

把 
の い ず で 

捉 
さ 
れ 

型 
  

る 
も の よ方 う " 

の 論証 な ゥ 
と 形 ツ 
さ を 

考 
を デ 

れ と 
な 察   
  し て l 
も よ い タ 
の 以ノ 6  カ 
と に ぅ 

ま、 ゼ 

す は 

知 
ぎ 
た こ 

あ い れ 
る ら 

 
 

 
 

の
 論
証
が
論
証
形
式
の
 

 
 

 
 

て
お
り
ほ
と
ん
ど
難
が
 

 
 

 
 

知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
 

 
 

 
 

）
の
相
違
に
基
づ
い
て
 

 
 

 
 

こ
の
 ウ
 ソ
デ
ィ
 ョ
 ー
 タ
 

カ ヴ     
ル イ ア ハ 
ナ ッ プ （ 
の ダ イ づ 
前 カ ッ 笘 
に ル ダ 才 
位 ナ ヵ ネ 

  
究 ョ デ の 
者 l ィ 中 
も タ ョ に 
い ヵ Ⅰ 

る父 。 ） ラタ 以力つ ニ 
私 前 う の 

  
のも イソ 見る 的に 

ダ ょ 先 の 
カ ラ 立 と 
ル で つ し 
ナ あ の て 
ほ る か 保 
ゥ が ど 存 
        ぅ さ 

デ そ か れ 
ィ の は て 
ョ 反 っ い 

l 対 き る 
タ に り の 
ヵ ゥ し み 
ラ ッ た で 

の デ こ あ と 一則 は に 々ョ ゑぁ ） 

既 l わ 
に タ か 

与 力 も 
在 う な 

をァ 論証 

を ヴ 一 

応、 行なイソ 

っ ダ ア 
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ニ ヤーヤ派の主宰 

Ⅰ七ナ ニ 

ま よ 同 

  
張 秋 果 
合 し 論 
題 て が 
の ぃ あ 
主 る り   
つ   で、 

ガ   あ 
    る 

ケこ 

個 
  

つ の 
  
て 

事 
    

物 
を 

つ 対 
の 象 
論証 と 

す 
を る 

考 場 
察 合 
し 
て 

ま、 サ 

み     
よ の 

あノ 

A 
草 「 
等 

  
」 

Ⅰ l Ⅰ の 

の 代 
「 @ 

見 サ ブ し 

解 そ 
の れ 
相 を 
違 主 
す 五   
る と 

問 し 
題 て 
を 言綺 口 

か 証 

か す 
ク仁 れ 

29 (171) 

    神論 

U 
  
Ⅰ Ⅰ l 

 
 
 
 

（
実
例
）
 
斧
 等
の
如
く
に
。
」
 

 
 

 
 

い
る
 0
 こ
の
理
論
に
 
 
 

う
 に
な
ろ
 う
 。
 

（
㏄
）
 

 
 

と
し
て
、
論
証
す
べ
き
で
あ
る
。
」
 

U （ 
1  ッ 

デ   （ 実 
１ 夜 ） 

つ 
0 ま   の 

て さ は 論 女 
異 { 

Ⅴ ノ 甲 

相 
違 
す 
る 

（ 楡   ，え 
で （   
あ と か と 

し るい （ 5 々 、 て 

ま、 や 

原 
子   が 
  
あ 
げ   ら 

全 9 時 れ 
る徒 o ） 
  
」   

（ に 器 

レコせゅせ笘 ）と、 同 、どのようなも右目（ 隼笘ゐ 白い 
じ の と 

日で 斧あ 触覚 



 
 

 
 

官
 
（
 
ぎ
目
モ
 し
、
世
界
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

ュ
ラ
 の
論
証
に
も
採
用
 

 
 

 
 

し
い
も
の
の
三
種
に
分
 

 
 

な
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

視
覚
器
官
（
 &
p
 
「
・
 

ぎ
コ
 じ
と
触
覚
器
官
（
る
が
抜
の
 
コ
 が
）
の
二
つ
を
さ
し
、
 

 
 

で
、
地
、
水
、
火
、
風
 

 
 

 
 

感
覚
器
官
に
よ
っ
て
 把
 

捷
 さ
れ
る
」
と
い
う
部
分
を
理
由
に
用
い
て
い
る
。
 

 
 

 
 

し
て
説
か
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

ナ
が
、
知
 （
 
ヴ
 目
口
Ⅰ
 
ま
 ）
 

（
 
穏
 ）
 

 
 

 
 

キ
ヤ
 派
の
プ
ル
シ
ャ
を
 

 
 

 
 

二
元
論
を
説
く
。
世
界
 

 
 

 
 

と
 三
口
わ
れ
、
一
方
根
本
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

因
 に
基
づ
く
か
ど
う
か
 

 
 

 
 

こ
れ
を
主
語
と
す
れ
ば
 

靭く めか ゆり、 
ら ど 
れ ぅ 
て か 
い 問 
6 題 
の と 
で， な 
    

こ て 

ね い 
な る 
生 も 
詰 め 
と と 

す い 
れ ぅ 

ば 意 

  
みの 0 ぇ さ 、 。 
も 

の つ 等 を再 ぼ 

  
る い 

あノ 

知あ 公田 

目 る 
臣 ア 
倒 隼 l 

トマ 曲目 す 
が ） ン 
」 サ， ヒ 

と 基 
い つ 

う く 

誤 こ 
り と 

に が 
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派
 で
説
く
「
視
覚
器
 3
 

 
 

 
 

 
 

置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ト
 

主
宰
神
の
存
在
論
証
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ぅ
 考
え
が
成
立
す
る
の
で
、
 

倫
 

宰
 

 
 

る
わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

あ
っ
て
、
こ
の
た
め
 
プ
 

 
 

々
 の
 

 
 

ま
り
、
 

 
 

界
の
 

 
 

つ
、
し
 

 
 

ン
 し
は
「
色
合
 

4
 
ロ
た
 
し
 

 
 

あ
る
こ
と
を
 表
 

 
 

ン
 キ
ヤ
派
の
解
釈
 

 
 

特
殊
な
配
分
の
 

（
ハ
イ
）
 

 
 

 
 

得
の
表
現
で
あ
る
。
 
二
 

 
 

（
 
ふ
痒
 凹
ま
）
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
 0
 こ
こ
で
「
 知
 あ
る
原
因
」
の
代
り
に
 

 
 

 
 

げ
る
た
め
、
 
ヴ
 二
ロ
 
口
巨
 

 
 

 
 

ら
 開
展
し
た
開
展
物
で
 

 
 

 
 

証
 で
あ
る
こ
と
を
示
し
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

あ
る
。
「
自
ら
の
 溝
 

 
 

 
 

の
 構
成
部
分
（
の
 せ
ゆ
母
 



 
 

 
 

｜
ヤ
 派
の
因
由
 無
果
 

（
 ウ
 ソ
デ
ィ
 ョ
一
 タ
カ
ラ
の
論
証
）
 

U
 １
 2
 

 
 

 
 

て
 、
苦
楽
の
 

発
生
国
と
な
る
。
 

（
理
由
）
白
箸
を
も
つ
か
ら
。
 

  

（
実
例
）
 

糸
 等
の
女
く
に
」
 

口
 。
（
 

6
 
4
 
）
 

 
 

山
 っ
て
Ⅱ
 
リ
る
 
。
 

（
ア
ヴ
ィ
ッ
 ダ
 カ
ル
ナ
の
論
証
）
 

A
 １
 2
  

 

 
 

」
と
が
経
験
 

さ
れ
て
い
る
。
 

（
理
由
）
 
色
等
 を
も
っ
か
ら
。
 

莱 草 官 
す 受 と 
6 者 触 
の と 覚 
で い 器 
あ ぅ 官 
る 概 の   
こ ほ で 

れ な あ 
は く る 
後 、 か 

  
記 者 と 
し と い 
よ い う 

  
念 を 
を 採 
主 用 
幸 し 

神に て、 
年 表 
ぇ 面 
て 的 
い に 

る @, ま 
こ サ 

と I 

で、 ソ 

あ キ 
る ヤ 
  の 

こ 影 
の 響 
概 な 
念 m は 

  
サ っ 

l て   
キ る 
ヤ こ 

l@ 二 相 @  田 ロ " @ と " 

又、に由 
          32 



    

 
 
 
 

 
 

 
 

も
 主
張
命
題
を
証
明
で
 

ヤ 一ヤ派の主宰 神論 

    で， 

と ゥ あ ゥ 
を ッ る ッ 
論 デ 」 デ 

証 ィ こ 々 

す き と ョ 
る l と Ⅰ 

が タ 同 タ 
" 力 義 カ 
そ う で ぅ   
曲 ヤ 解 は 
と 1 し 、 
し ゃ ラ ア 
て ス る ヴ   o イ 
  
楽 L 止 め 
の ム 証 ナ 
発 0 す め   
で す ぅ 上 
あ る 一 の 
る 注 つ 不 
か 釈 ㊥の 備     
で， 

色 「 
等   を も つ (3) 「 元 素 」 

外 か     

官 ら と 

に 形 
よ 成 

ま ャ ） 

っ さ 「 
て れ 
才巴 る 結果 
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ft  い よ う う 張 こ ら 素 行 賞 集 論 

 
 

 
 

果
 に
対
し
、
原
因
の
 

 
 

 
 

（
 
セ
せ
 
p
F
 

（
が
）
は
 

、
感
 

 
 

 
 

対
象
、
（
そ
れ
ら
に
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
 共
通
し
て
い
る
か
 

（
 
伯
 ）
 

 
 

 
 

秋
 さ
れ
て
ぎ
た
が
、
 

 
 

 
 

ナ
の
 論
証
で
は
、
 主
 

 
 

 
 

口
 ぽ
い
Ⅰ
 
ョ
笘
 リ
レ
」
と
 
ぃ
 

 
 

 
 

矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
 

 
 

 
 

せ
な
さ
な
い
。
こ
の
 

う
 な
欠
陥
を
正
す
た
め
、
ウ
ソ
デ
ィ
 ョ
一
タ
ヵ
ラ
 は
 、
 

 
 

脇
靱
 （
 
セ
せ
曲
ヰ
 

神
曲
）
」
と
 

 
 

 
 

一
 語
を
付
加
す
る
の
 

 
 

 
 

 
 



 
 

れ
る
。
 

 
 

 
 

か
れ
て
い
る
。
右
の
 

 
 

 
 

て
 、
主
宰
 神
 が
介
在
す
 

 
 

 
 

自
動
的
、
機
械
的
に
形
 

 
 

 
 

に
す
ぎ
な
い
。
 ァ
 ヴ
ィ
 

 
 

。
質
料
因
が
 、
 自
ら
の
結
果
を
作
る
と
述
べ
て
お
り
、
 主
宰
 神
 が
作
る
と
は
舌
口
 

 
 

 
 

勒
 す
る
積
極
的
な
動
力
 

因
 と
し
て
は
説
か
れ
な
い
。
 

 
 

 
 

る
が
、
 A
 １
 2
 で
は
 

 
 

シ
ャ
を
想
起
さ
せ
る
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
 主
宰
神
の
論
証
で
は
な
 

 
 

 
 

、
こ
の
論
証
が
ニ
ヤ
 一
 

 
 

 
 

に
 ち
 、
ウ
ソ
デ
ィ
 ョ
一
 

（
 
印
 
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

さ
れ
る
彼
の
論
証
で
は
 

 
 

 
 

１
タ
 ヵ
ラ
 を
別
に
し
て
 

 
 

 
 

口
女
王
 

下
 
と
し
て
用
Ⅰ
り
ら
れ
て
 

（
 
乾
 ）
 

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

質
料
因
の
支
配
者
で
 

 
 

 
 

あ
る
。
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オ
卸
 
Ⅰ
せ
が
型
の
論
証
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。
 

 
 

 
 

か
ら
」
と
い
う
理
由
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

て
 説
い
て
い
る
 0
 こ
 

 
 

 
 

で
あ
る
結
論
の
演
 縄
 

 
 

を
 示
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
 

 
 

 
 

索
 し
て
い
る
様
子
が
 

か
が
え
る
。
 

 
 

 
 

る
と
は
舌
口
え
な
Ⅰ
 

り
 
。
 

 
 

こ
の
た
め
さ
ら
に
 p
n
 

の
（
が
 

コ
 が
型
の
論
証
を
行
う
の
で
 あ
る
。
 

 
 

 
 

一
タ
ヵ
ラ
 が
説
い
た
 

 
 

 
 

」
と
い
う
部
分
に
関
 

 
 

 
 

つ
い
て
は
、
あ
い
ま
 

（
 
品
 ）
 

（
 
訊
 ）
 

 
 

 
 

て
い
る
。
 ヤ
コ
 Ⅱ
 ヒ
 

 
 

 
 

証
に
 、
関
係
す
る
も
 

 
 

 
 

な
神
 観
念
を
伝
え
る
 

 
 

 
 

、
 逆
に
片
 ゅ
 Ⅱ
せ
曲
 
型
 

 
 

 
 

。
そ
の
理
由
は
既
に
 

 
 

 
 

シ
ュ
ラ
の
論
証
に
 影
 

検 か も の は い し U ウ 乙ノ （ の の 
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相
違
点
を
あ
げ
る
 

 
 

 
 

く
 原
因
で
あ
る
質
料
因
 

 
 

 
 

、
主
宰
神
は
こ
れ
を
 
依
 

 
 

 
 

 
 

か
ろ
う
。
ウ
ソ
デ
ィ
 

 
 

 
 

る
 。
原
子
、
業
、
知
 
あ
 

 
 

 
 

に
 由
来
す
る
の
で
あ
 

る
 。
 

 
 

 
 

留
す
ゆ
コ
 

の
）
の
故
に
」
 

 
 

 
 

シ
ャ
に
支
配
さ
れ
て
 
活
 

 
 

 
 

主
張
命
題
の
基
礎
に
 
置
 

 
 

 
 

ン
キ
ヤ
 派
の
説
く
第
一
 

 
 

に
 依
拠
す
る
が
故
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

し
 、
経
験
的
主
体
と
 

U
 １
 4
  

 

人
間
に
苦
楽
の
享
受
を
な
す
の
で
あ
る
。
 

（
理
由
）
器
官
で
あ
る
（
 ガ
が
へ
 
り
 巾
帥
 （
 
4
 曲
）
か
ら
。
 

（
 
辞
 ）
 

（
実
例
）
斧
の
如
く
に
。
」
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体
 と
い
う
概
念
は
相
容
 

 
 

 
 

地
楡
的
に
支
配
と
述
べ
 

（
 
餌
 ）
 

 
 

 
 

何
 と
し
て
「
何
の
作
用
 

 
 

 
 

が
 近
く
に
あ
る
だ
け
で
 

 
 

 
 

あ
る
こ
と
も
言
わ
れ
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

姦
通
り
に
解
釈
す
る
 立
 

 
 

 
 

る
よ
う
に
プ
ル
シ
ャ
 
は
 

一
ン
キ
ヤ
 派
に
由
来
す
る
こ
と
ほ
明
ら
か
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

で
あ
る
か
ら
。
 

 
 

 
 

 
 

貝 『 

ち 
 
 

 
 

。
た
だ
一
つ
の
例
外
が
 

 
 

 
 

り
で
し
か
こ
の
語
を
説
 

 
 

 
 

に
よ
る
の
で
は
な
く
 
サ
 

さ
れ
 

的
な
 

ヵ
ラ
 

は
 い
 

な
も
 

 
 

的
で
あ
る
か
ら
」
を
あ
げ
て
い
 

 
 

木
原
質
を
非
精
神
的
な
も
の
と
す
 

 
 

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
何
で
 

 
 

支
配
さ
れ
て
い
る
 

あ
る
い
は
（
 

9
 
）
・
 

コ
 
ピ
 

 
 

 
 

（
 
8
 ）
 

る
 。
サ
ー
ン
キ
ヤ
派
で
プ
ル
シ
ャ
を
精
神
 

る
 の
ほ
既
に
述
べ
た
。
ウ
ソ
デ
ィ
 ョ
 ー
 タ
 

あ
れ
、
非
精
神
的
な
も
の
が
活
動
す
る
時
 

又
 「
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
非
精
神
的
 

ぅ
 。
彼
は
主
宰
 神
 論
の
中
で
ほ
一
貫
し
て
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と
が
、
支
配
を
意
味
し
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

表
現
か
ら
、
非
行
為
 

 
 

 
 

念
 を
抱
い
て
い
た
の
で
 

 
 

 
 

な
る
内
容
も
盛
り
込
ま
 

（
 
抑
 ）
 

 
 

 
 

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
 

る
 。
 

 
 

関
し
て
形
式
面
か
ら
少
し
考
察
し
て
み
た
い
。
 

 
 

 
 

な
く
、
神
が
動
力
因
 

 
 

 
 

で
あ
る
こ
と
を
成
り
立
 

 
 

 
 

し
な
い
も
の
は
決
し
て
 

 
 

 
 

在
 論
証
を
五
分
作
法
の
 

形
式
に
の
せ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

念
を
含
め
て
い
る
。
 

 
 

 
 

能
 に
し
て
い
る
。
非
 情
 

 
 

 
 

側
 ま
で
も
可
能
に
し
て
 

 
 

 
 

，
 
え
ば
斧
の
よ
う
な
も
の
 

 
 

含
ま
れ
る
こ
と
が
な
く
、
実
例
と
し
て
適
当
で
あ
る
。
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ヴ
ァ
ー
 ッ
ヤ
 ー
ヤ
ナ
 

性
格
を
有
す
る
神
を
説
 

っ
た
。
従
っ
て
ヴ
ァ
ー
 

主
宰
神
は
個
我
の
為
し
 

る
。
彼
に
お
い
て
は
、
 

矛
盾
な
く
確
立
す
る
こ
 

宰
 神
の
存
在
を
確
立
し
 

の
 繍
 「
せ
が
型
の
論
証
 か
 

て
 主
宰
神
の
存
在
を
確
 

こ
れ
に
 よ
 り
、
主
宰
 神
 

 
 

ガ
 

 
 

え
 て
 

 
 

沫
，
 

Ⅰ
 

 
 

り
と
 

 
 

ヤ
派
 

 
 

ウ
 

 
 

ル
ナ
 

 
 

ま
、
 

レ
 

 
 

｜
ン
 

 
 

な
 の

 実
践
論
か
ら
生
れ
た
 ョ
一
ガ
の
師
 と
い
う
人
格
的
 

お
り
、
宇
宙
論
的
な
考
察
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
な
か
 

ら
な
い
。
彼
は
、
ニ
ヤ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
に
従
っ
て
 、
 

ぬ
 等
の
元
素
等
を
活
動
さ
せ
る
と
説
く
の
み
で
あ
 

の
 立
場
か
ら
す
れ
ば
、
自
己
の
体
系
内
に
主
宰
神
を
 

ソ
デ
ィ
 ョ
 ー
タ
カ
ラ
は
、
宇
宙
論
的
、
理
論
的
に
主
 

の
 説
い
た
二
つ
の
論
証
 は
 、
ウ
ソ
デ
ィ
 ョ
一
 タ
カ
ラ
 

こ
れ
ら
に
満
足
せ
ず
ぶ
痒
 い
コ
曲
 
型
の
論
証
を
説
い
 

千
ヤ
 思
想
に
全
面
的
に
依
存
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
 

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
主
宰
神
は
精
神
的
な
 

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ソ
デ
ィ
 ョ
 ー
タ
カ
ラ
 

は
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
論
証
 

あ
る
。
即
ち
 、
 斧
が
 知
 あ
る
ア
ー
ト
マ
 
ソ
 

（
㏄
）
 

だ
 け
ネ
 Ⅰは
な
い
か
と
舌
口
 う
ち
か
り
 
で
あ
る
。
 

・
ミ
シ
ュ
ラ
の
論
証
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
 

四
 

結
び
 

 
 

考
慮
し
、
五
分
作
法
の
形
式
に
当
 

 
 

で
き
る
。
実
例
は
適
当
か
ど
う
か
 

 
 

る
 ア
ー
ト
マ
 ソ
 の
存
在
を
証
明
す
 

 
 

た
め
に
は
、
ヴ
ァ
 一
 チ
ャ
 ス
 パ
テ
 

 
 
 
 

ィ る で て 
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1 . カントにおける 物自体概念 

  八 
キ得越わ 根体 その一体 に論 
l る論 れそ 拠 概し 統義と ヵ 俊文 

  

物       
  

仕 学し合成 巡事 てわ 批備目 し 
め てを立 っ 実 おれ 判 字体 て の形 超越ため 確立 排除 する て、 とし り 、 め外 期 力 であ 概念 
に すしと 超てカ に ン りを 而 

論的   「 るよ 同越双 ンあ ト 取 上 
親 人と う 時論 堤 ト っ の 超 り 学 
食 間い と に的 しの て哲越 上 で 

  
  

約 定の う を 識超批感 こ は本的 

  

説 9 点訳い し的 と級別威容 説 

  

形 
而   

  
  

  

金 当時 ぃ 概 入言念いは 物 

  

47 (189) 

I 

  

カ
ン
ト
に
お
け
る
物
自
体
概
念
 

形
而
上
学
の
構
想
と
超
越
へ
の
視
座
 



 
 

 
 

」
（
卜
せ
二
）
と
呼
ぶ
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

た
 理
性
の
「
超
越
論
 

 
 

 
 

市
上
半
は
ま
ず
、
そ
の
 

 
 

 
 

を
 旨
と
す
る
「
理
性
能
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
思
弁
に
 

 
 

 
 

逼
塞
的
状
況
が
自
覚
 
さ
 

 
 

 
 

を
 吟
味
す
る
こ
と
に
 ょ
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
進
ん
で
行
く
 

 
 

 
 

」
（
Ⅹ
Ⅹ
・
㏄
 

き
 ）
 と
し
 

し の 不 
他 で 可 1 
方 あ 避   
ま る 的 カ 
ナ - し   @, こ 、 :,,, 

、 理 直 ト   
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ン 批 す 哲 
ト 判 る 学 
の と 限 は 
居 、 は 界   
索 そ を 人 
が ぅ 明 闇 
絶 し ら 理   
そ み す 根 
こ で る 源 

へ とりと あ こ的 有 
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飲 そ 、 性 
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る 成 ン 承 
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一 念 の 一 
貫 論 問 っ 
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ていに重 、 ぅ関要 
学 新 し な 
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能 な こ 人 
佳 い う 間 
を 。 と 理 
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約
 的
に
表
現
し
て
、
 次
 

 
 

 
 

そ
れ
に
対
し
て
知
性
的
 

 
 

 
 

「
感
官
の
内
に
入
り
 

 
 

 
 

た
 、
す
な
わ
ち
人
間
 精
 

 
 

 
 

し
て
 カ
ソ
ト
 は
こ
う
し
 

 
 

 
 

く
こ
れ
は
、
「
純
粋
 理
 

 
 

に
関
す
る
所
説
と
、
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

相
違
が
存
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

関
係
の
内
に
あ
り
、
 そ
 

 
 

 
 

宙
 
。
Ⅱ
）
と
い
う
問
題
に
定
 

 
 

 
 

る
 」
（
Ⅰ
・
 

A
o
 

の
）
 

と
結
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の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
 

 
 

 
 

に
 保
持
さ
れ
る
限
り
に
 

 
 

 
 

て
い
る
の
は
叡
知
界
の
 

 
 

 
 

な
っ
て
Ⅱ
 リ
 
る
と
舌
口
っ
て
 

よ
い
。
（
 

5
 ）
 

 
 

 
 

さ
れ
、
人
間
も
ま
た
 

 
 

 
 

な
 経
験
世
界
と
し
て
 現
 

 
 

 
 

と
そ
の
認
識
対
象
と
 

 
 

 
 

用
の
結
合
根
拠
は
神
に
 

（
 
0
 
ト
 ）
 

 
 

に
お
け
る
物
自
体
説
の
概
要
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

そ
の
源
泉
を
有
し
 

 
 

 
 

に
、
 神
に
よ
っ
て
結
合
 

 
 

 
 

造
物
）
は
す
べ
て
そ
の
 

 
 

 
 

コ
が
コ
 
文
の
・
Ⅱ
 
お
 ）
）
 
か
 Ⅰ
 

 
 

 
 

る
 神
に
帰
着
す
る
。
 
更
 

 
 

 
 

継
起
の
原
理
」
（
 笘
ぎ
 ・
 

 
 

 
 

さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
 

 
 

 
 

㌔
・
）
と
を
導
出
し
て
、
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  ・カントにおける 物自体概念 

カ
ソ
ト
 は
 

知
 ）
に
対
し
 

問
 い
 直
さ
れ
 

的
 使
用
つ
ま
 

 
 

己
の
見
解
を
再
検
討
 

 
 

口
 
す
る
な
ら
ば
知
性
の
 

 
 

理
性
批
判
 ヒ
 に
お
い
て
 

（
 
9
 ）
 

 
 

っ
た
 。
こ
こ
に
お
い
て
 

（
 
7
 ）
 

し
 始
め
る
。
す
な
 ね
 ち
、
人
間
の
知
性
（
 叡
 

（
 
つ
 
0
 
）
 

「
実
在
的
」
（
Ⅰ
の
が
 
ヱ
 の
）
 な
 使
用
の
可
能
性
が
 

辿
り
着
い
た
結
論
は
、
か
か
る
知
性
の
実
在
 

今
や
、
物
自
体
に
対
す
る
悟
性
の
独
断
的
 且
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な
く
、
 G
.
W
.
 
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
予
定
 

 
 

統
一
的
世
界
観
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
 

 
 

観
の
独
断
的
主
張
を
排
し
、
人
間
と
 ぃ
 

 
 

に
 存
す
る
と
言
え
よ
う
。
世
界
の
二
面
的
 

 
 

だ
が
、
人
間
に
と
っ
て
は
二
つ
の
在
り
 

 
 

捉
え
得
る
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
こ
こ
に
 

 
 

れ
は
批
判
的
意
識
の
深
ま
り
の
成
果
で
あ
 

 
 

界
 観
、
そ
れ
ゆ
え
ま
た
物
自
体
理
解
は
 

ら
れ
る
。
 

  
調
和
説
の
批
判
的
克
服
を
目
指
し
た
も
 

ぅ
 特
殊
な
認
識
主
体
を
際
立
た
せ
る
こ
 

な
 在
り
方
は
 、
 専
ら
人
間
の
認
識
能
力
 

方
が
可
能
と
な
る
。
換
言
す
る
な
ら
 

至
っ
て
、
世
界
観
の
中
心
に
人
間
と
い
 

る
 。
そ
し
て
批
判
の
究
極
的
立
場
で
あ
 

、
基
本
的
に
保
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
 

 
 

 
 

存
在
証
明
の
唯
一
可
能
 

 
 

 
 

総
括
的
表
現
を
与
え
 も
 



 
 

 
 

た
 。
そ
し
て
 ヵ
ン
ト
 

 
 

 
 

間
 と
い
う
感
性
形
式
と
 

 
 

 
 

も
は
や
別
種
の
対
象
を
 

 
 

 
 

印
象
の
受
容
性
）
に
 よ
 

 
 

 
 

て
 思
考
さ
れ
る
。
直
観
 

 
 

 
 

倉
も
、
概
念
を
欠
い
た
 

 
 

 
 

な
る
感
性
的
直
観
の
形
 

 
 

 
 

い
 た
悟
性
概
念
は
空
虚
 

 
 

 
 

だ
物
が
感
性
的
直
観
の
 
 
 

 
 

を
 得
な
い
。
人
間
理
性
 
 
 

 
 

し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

認
識
不
可
能
性
を
確
 

 
 

 
 

こ
こ
に
至
っ
て
物
自
体
 

 
 

 
 

し
 認
識
の
圏
内
か
ら
 排
 

 
 

 
 

わ
ち
先
に
示
唆
し
て
お
 

 
 

 
 

カ
ソ
ト
 は
必
然
的
 

 
 

 
 

わ
る
が
、
直
観
は
「
 対
 

 
 

 
 

、
わ
れ
わ
れ
人
間
に
と
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  ・カントにおける 物自体概念  
 

 
 

P
 ）
に
よ
っ
て
初
め
て
 

 
 
 
 

主
観
的
実
在
性
を
前
提
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

、
か
か
る
物
自
体
の
超
 

ぎ
 し
が
感
性
に
ほ
か
な
 

と
い
う
認
識
主
観
の
有
 

れ
の
感
性
を
触
発
し
、
 

て
い
る
と
同
時
に
 、
触
 

」
（
 し
蕊
 ）
し
て
い
る
 

（
 
照
 ）
 

 
 

 
 

的
 内
容
を
考
察
し
て
 
 
 

 
 

て
そ
れ
ら
を
各
々
別
個
 
 
 

 
 

て
 、
現
象
と
の
間
に
 或
 

 
 

 
 

 
 

「
ま
さ
に
こ
の
同
じ
 対
 

 
 
 
 

 
 

 
 

は
 述
べ
て
い
る
。
も
し
 

ン
ト
 に
と
っ
て
自
明
の
 

 
 

 
 

パ
 パ
せ
目
 ）
と
い
う
 本
 

 
 

 
 

す
る
か
物
自
体
と
し
て
 

 
 

 
 

し
 、
人
間
の
有
限
な
 認
 

 
 

 
 

）
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
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自
体
で
存
在
す
る
 諸
実
 
 
 

 
 

で
あ
る
。
現
象
の
概
念
 

 
 

 
 

て
い
る
。
「
現
象
に
は
、
 

 
 

 
 

一
般
の
概
念
か
ら
 自
ず
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

コ
抽
 
）
で
あ
る
と
言
え
る
 

 
 

立
し
得
な
い
と
さ
え
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

世
界
観
を
も
勘
案
す
 

 
 

何
を
理
解
し
て
い
た
か
も
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
 物
 

 
 

 
 

点
 に
関
し
て
は
 H
.
 

 
 

 
 

の
の
定
式
化
の
大
部
分
 

 
 

 
 

体
 に
関
係
 付
 げ
ら
れ
て
 

い
る
。
  

 

 
 

斗
ま
 
り
ゴ
 
Ⅱ
 
-
 

（
 
而
レ
比
 

）
 

 
 

 
 

。
か
か
る
問
題
意
識
に
 

 
 

 
 

「
感
性
の
真
の
相
関
 

 
 

 
 

目
コ
 （
の
の
安
安
 
お
 ）
に
 よ
 

 
 

 
 

の
 関
係
の
中
で
捉
え
 も
 

 
 

 
 

界
 観
に
照
ら
し
、
実
体
 

 
 

 
 

諸
物
自
体
が
わ
れ
わ
れ
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  ・カントにおける 物自体概念 

 
 

 
 

の
 
内
に
入
り
込
む
と
い
 

 
 

 
 

 
 

ト
の
 

物
自
体
概
念
及
び
 

 
 

な
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

わ
れ
の
外
に
あ
る
も
 

 
 

 
 

現
象
と
解
さ
れ
る
と
 

同
 

点
 
時
 
観
 

在
 
そ
 

と
 
ぅ
 
な
 

て
 
で
 
め
 
ト
 

（
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お
い
て
ほ
首
肯
さ
れ
よ
 う
 。
 

 
 

 
 

内
に
は
本
来
そ
の
 存
 

 
 

 
 

物
自
体
と
の
間
に
或
る
 

 
 

 
 

な
 原
因
」
（
下
の
 の
 も
）
 
、
 

 
 

 
 

な
い
物
自
体
に
原
因
性
 

（
 
巧
 ）
 

 
 

 
 

れ
は
、
直
観
の
対
象
を
 

 
 

 
 

何
な
る
状
態
に
あ
る
か
 

 
 

る
 」
（
 卜
 A
N
 
へ
 い
 9
 ）
と
す
る
超
越
論
的
観
念
論
の
基
 本
 的
立
場
に
抵
触
す
る
。
 

 
 

 
 

く
 矛
盾
す
る
」
（
 

7
 
I
 
 

）
 の
で
あ
 
 
 

 
 

容
 と
を
根
幹
と
す
る
 本
 
 
 

 
 

な
い
。
む
し
ろ
物
自
体
 

 
 

結
実
す
る
カ
ン
ト
の
思
想
的
営
為
の
前
提
で
あ
っ
た
。
 と
こ
ろ
が
こ
の
不
可
欠
 

 
 

 
 

来
し
て
し
ま
う
。
幼
目
 

 
 

 
 

、
 自
ら
の
存
立
墓
 盤
を
 

喪
失
し
か
れ
な
い
 際
 ど
さ
に
付
き
纏
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

試
み
が
、
さ
ま
ざ
ま
 

 
 

「
私
の
体
系
は
 ヵ
ン
ト
 の
体
系
以
外
の
何
も
の
で
も
な
 

 
 

 
 

 
 

な
い
限
り
、
…
…
私
は
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  ・カントにおける 物自体概念  
 

 
 

｜
 ゲ
ル
は
カ
ン
ト
哲
学
 

（
 
お
 ）
 

 
 

 
 

に
 対
し
、
 へ
一
 ゲ
ル
は
 

 
 

 
 

方
向
を
異
に
し
て
い
る
 

と
言
，
え
 
よ
 う
 。
 

 
 

 
 

ぅ
 理
論
の
内
に
認
 

 
 

 
 

考
え
ら
れ
得
る
」
（
 

，
 
2
 
 

）
 と
 述
 

 
 

 
 

と
い
う
観
点
か
ら
、
 触
 
61 (203) 

 
 

 
 

す
る
。
し
か
し
 ヵ
ン
ト
 

（
 
舛
 ）
 

 
 

 
 

そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
 

 
 

ノ
ト
 
は
主
客
対
立
の
構
造
を
基
盤
と
し
て
 

 
 

過
ぎ
な
し
」
。
、
 

（
 
2
 
2
 
 

）
 O
 そ
れ
は
や
は
り
「
わ
れ
わ
れ
 

 
 

 
 

 
 

の
で
き
な
い
ま
っ
た
く
の
抽
象
 

物
 （
 
&
p
 
の
 

い
る
が
、
そ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
 

の
思
想
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
物
自
体
 

ン
ト
哲
学
に
お
い
て
物
自
体
は
 、
 

づ
 里
居
 0
 戸
 ヴ
降
 
日
下
口
 目
 ）
、
ま
っ
 

 
 

 
 

カ
ン
ト
哲
学
の
在
り
方
 

あ
の
解
釈
者
達
が
 ヵ
 ン
ト
 

判
 哲
学
の
正
統
な
発
展
と
 

的
な
も
の
と
し
て
、
ま
た
 

そ
し
て
こ
の
哲
学
が
こ
の
 

（
㎎
）
 

 
 

し
て
フ
ィ
ヒ
テ
は
自
ら
の
知
識
学
を
 、
ヵ
ン
ト
 
の
 批
 

 
 

 
 

 
 

な
い
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
る
と
い
う
点
に
存
す
る
。
 

 
 

 
 



 
 

 
 

お
 こ
つ
ま
り
「
消
極
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
 W
,
 

ヴ
ィ
ン
デ
ル
 

バ
ソ
ト
 は
 、
 物
自
体
と
い
う
仮
定
は
 

 
 

独
立
し
て
存
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
所
に
成
立
す
る
」
（
 
9
 
2
 

）
 の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
 

 
 

 
 

概
念
は
、
「
悟
性
が
自
 

 
 

 
 

ロ
ぶ
 
，
 
の
（
～
 

・
（
 

0
 コ
 
1
 
3
 
 

）
」
 

）
 
に
過
ぎ
 

（
㌍
）
 

 
 

 
 

は
 本
来
、
物
自
体
と
は
 

 
 

 
 

な
い
。
し
か
し
 コ
 ー
 へ
 

 
 

 
 

め
る
余
り
、
カ
ン
ト
の
 

 
 

看
過
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

前
提
し
て
触
発
と
受
 

 
 

 
 

 
 

い
る
こ
と
も
、
認
め
ざ
 

 
 

 
 

 
 

概
念
は
、
ま
さ
に
 ヵ
ソ
 

 
 

 
 

同
時
に
、
崩
壊
し
始
め
 

 
 

自
体
を
論
じ
続
け
た
カ
ン
ト
の
真
意
の
所
在
で
あ
る
。
 そ
し
て
そ
の
こ
と
を
 考
 

 
 

 
 

し
て
限
界
を
超
え
る
も
 

 
 

 
 

、
有
意
味
と
な
る
。
 
批
 

 
 

 
 

る
 。
超
越
論
的
観
念
論
 

 
 

 
 

う
 に
、
純
粋
に
「
認
識
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  ・ ヵント における物自体概念 

官 物 的 
件 目 両 も 
を 休 講 ぅ 

定 概 佳 一 
立 食 に 
す は 付 

度、 
四   

と 論 わ を   
越 在 る し て お 論的 論 の 得 を 
実 そ な こ 
在   れ い う レ し 諦 

（． ぱ し 受 
そ 厳 か 容 

れ 密 し 性 
は に 人 を 
取 区 間 立 
り 別 と 論 
も さ い の 
直 れ ぅ 起 
さ て 特 ， 点 、 
ず い 殊 と 
埋 る な す 

論 的 超識構 。 認る 
Ⅱ 越 玉 造 
教 " 一 臼 - " ム Ⅱ g 休 め 
説 的 を ゆ 

，え 約諾 形 諦 視座 

両 生 と   
上 体 定 超 
学 と め 越 

  
実 を に 念 
で 君 ょ 論 

あ 過 っ は 

りして " て " 物 自 
力 " 実 体 
ン 独 は 概 
ト 断 力 金 
の 的 ン の 

根源 極上 尽 物 に の ト 
 
 

コ
の
コ
 
（
）
 
な
 立
場
か
ら
物
自
体
概
念
に
向
げ
ら
れ
る
 諸
 四
 」
（
 

%
%
 

3
 
 

4
 ）
 は
、
カ
ン
ト
 

 
 

 
 

趣
 こ
さ
れ
る
の
 

 
 

（
 
篆
 ）
 

 
 

 
 

土
日
 

心
 
札
片
 

外
 
し
な
い
。
 

 
 

 
 

こ
そ
が
、
 ヵ
ン
 

 
 

 
 

心
 」
そ
の
も
の
 

 
 

 
 

た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

な
も
の
で
は
な
 

ス
 が
い
み
じ
く
 

 
 

 
 

ぅ
 特
殊
な
認
識
 

（
 
針
 ）
 

 
 

 
 

ぃ
が
 、
挫
折
し
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

の
 体
系
 

だ
と
い
 

む
し
ろ
 

ト
 哲
学
 

を
問
題
 

「
外
官
 

い
 。
 そ
 

主
体
の
 

も
指
摘
 

な
が
ら
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ほ
 そ
こ
か
ら
は
懸
け
離
れ
て
い
る
。
そ
し
 

が
 超
越
論
的
に
は
観
念
的
で
、
経
験
的
に
 

な
 関
係
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。
「
 そ
 

数
学
・
自
然
科
学
と
の
類
比
に
お
い
て
 

る
 」
（
 巾
 Ⅹ
 く
 Ⅱ
Ⅰ
Ⅰ
）
 

ノ
 
@
 し
い
 
ハ
 
ン
 ン
 「
日
出
世
 

孝
 法
 の
 

学
の
方
途
は
断
た
れ
て
い
る
。
理
論
理
性
 

は
 、
 N
 
.
 

ハ
ル
ト
マ
ン
も
言
う
よ
う
に
、
 

（
 
日
ル
コ
め
 
の
Ⅰ
二
ロ
 

0
 
 

を
有
し
 

要
 な
の
は
、
そ
う
し
た
消
極
的
評
価
が
 カ
 

下
 に
制
約
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
 

関
係
を
示
す
た
め
の
「
方
法
的
概
念
」
（
 

ら
ゆ
る
直
観
の
単
な
る
主
観
的
条
件
で
あ
 

と
 述
べ
て
い
る
。
更
に
 、
 「
わ
れ
わ
れ
の
 

象
 」
 
官
ぺ
 ・
・
 
N
 の
 
べ
 
）
な
の
で
あ
る
か
ら
、
 

（
ハ
 

%
 
）
 

関
係
に
基
づ
く
も
の
の
総
体
」
で
あ
る
と
 

概
念
を
排
除
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
 

し
 、
超
越
論
的
観
念
論
そ
の
も
の
の
限
界
 

い
ず
れ
に
せ
 よ
 、
物
自
体
に
関
す
る
 ヵ
 

 
 

懸
隔
を
も
意
味
す
る
。
同
一
の
対
象
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
」
（
 
卸
 ㏄
㍉
 
-
9
 

い
 
3
 
）
。
 

）
 

 
 

の
の
み
を
 ア
 ・
プ
リ
 オ
リ
 に
認
識
す
 

 
 

も
の
へ
の
理
論
的
 超
 出
を
図
る
形
而
上
 

 
 

感
性
的
な
も
の
に
つ
い
て
理
論
理
性
 

 
 

の
 
）
と
し
て
の
、
「
欠
如
し
た
認
識
」
 

 
 

的
 評
価
を
与
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、
 重
 

 
 

越
論
的
 観
念
論
の
方
法
論
的
前
提
の
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

整
合
性
の
た
め
に
物
自
体
概
念
を
保
持
 

体
 の
わ
れ
わ
れ
へ
の
現
わ
れ
方
の
表
 

身
も
 「
空
間
・
時
間
は
わ
れ
わ
れ
の
あ
 

論
の
理
論
的
整
合
性
の
た
め
に
物
自
体
 

間
の
認
識
能
力
と
物
自
体
と
の
特
殊
な
 

な
る
現
象
で
あ
る
」
（
 卜
卑
モ
 め
き
）
 

と
は
「
受
容
性
に
対
す
る
物
自
体
の
 

を
見
 究
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

限
界
確
定
の
根
拠
た
り
続
け
て
い
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と
い
う
新
た
な
知
の
地
平
を
決
定
付
け
る
も
の
 

げ
 
お
る
。
 

 
 

 
 

 
 

い
て
し
か
問
題
と
な
ら
な
い
と
い
う
見
通
し
を
 

 
 

空
虚
な
空
間
」
と
い
う
消
極
的
評
価
に
制
限
し
 

 
 

 
 

し
た
消
極
的
評
価
を
「
実
践
理
性
の
側
か
 

  
ま
さ
に
こ
の
存
在
者
自
体
が
存
在
者
 

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
物
自
体
理
解
は
 

で
あ
る
こ
と
を
、
明
確
に
把
捉
し
て
 

カ
ン
ト
は
決
し
て
失
う
こ
と
が
 

て
、
理
論
的
Ⅱ
 教
説
 的
形
而
上
学
の
 

（
 
毬
 ）
 

ら
 拡
張
す
る
こ
と
し
を
意
図
し
て
い
 た 可 な い 概 と 
 
 

 
 

誠
 に
お
 け
 

 
 

 
 

ゴ
せ
 
の
が
の
 
す
 

（
 
悠
 ）
 

 
 

 
 

眠
性
を
通
 

 
 

 
 

ハ
イ
デ
 

（
 
何
 ）
 

 
 

 
 

「
有
限
な
 

（
 
巧
 ）
 

 
 

 
 

も
の
と
し
 

 
 

 
 

し
て
は
、
 

 
 

。
そ
れ
ゆ
え
有
限
な
認
識
が
明
ら
か
に
し
得
る
の
は
、
 
「
自
ら
を
 二
 

 
 

 
 

が
あ
り
 得
 

 
 

 
 

往
者
そ
れ
 

 
 

 
 

「
六
親
 る

こ
の
消
極
 

㌧
 0
 絡
 （
 
i
v
 

の
（
の
 

し
て
の
み
 問
 

ッ
ガ
 ー
に
 よ
 

認
識
は
非
 創
 

て
 与
え
ら
れ
 

「
認
識
さ
れ
 

小
す
存
在
者
 

一
る
の
だ
が
、
 

自
身
で
あ
 

一
集
に
お
 け
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よ
っ
て
の
み
、
「
 神
 ・
 

 
 

 
 

な
 知
へ
の
移
行
が
生
じ
 

 
 

 
 

に
 際
し
て
、
既
に
口
実
 

 
 

 
 

物
自
体
と
い
う
超
感
性
 

 
 

 
 

対
象
（
 三
 理
念
）
た
る
 

 
 

 
 

可
能
性
を
ま
ず
確
立
す
 

 
 

 
 

あ
る
。
そ
れ
は
確
固
た
る
「
人
間
の
立
場
」
（
口
の
Ⅰ
 

 
 

論
的
 観
念
論
が
物
自
体
 

の
 斥
が
 
コ
隼
つ
 
二
目
ガ
（
 
9
 口
の
の
 

 
 

 
 

ト
 哲
学
の
最
も
必
須
な
 

 
 

 
 

で
 把
握
し
直
さ
れ
な
 げ
 

 
 

 
 

い
 う
 体
系
的
困
難
を
自
 

 
 

価
さ
れ
得
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
 

 
 

 
 

内
在
と
の
間
を
峻
 巡
 

 
 

 
 

と
し
て
評
価
さ
れ
ね
ば
 

 
 

 
 

の
眼
差
し
が
可
能
と
な
 

 
 

 
 

た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
 

 
 

 
 

形
而
上
学
の
成
否
を
決
 

 
 

 
 

課
題
は
差
し
当
た
り
ま
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諭 さ 極 官 
め れ め 由 
帰 る て の 
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を と 離 合 
見 に な と 
届 な も を 
げ る の 女 口 
る か と 何 
こ ら な に 
と で も 結   
他 。 を げ 
日 「 得 る 
を 超 な か   
ね 的 超 ぃ 
ば な 越 ぅ 
な も 論 ， 点 、 
ら の 的 に 
な へ 観 凝 
い の 念 縮 
。 超 諭 さ 
出 の れ 
」 基 て 
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キェルケゴール 

八キ 

  
  
  
ド 

V 

実 
存、 

自 

由、 

罪、 

不安、 

可 
能 
性 
と 

現 
実 
性 

 
 

 
 

受
け
取
り
直
し
と
い
 

論
 
由
 

 
 

 
 

て
解
明
し
た
、
 
と
言
 

自
 

ぅ
 こ
と
が
で
き
る
。
 

の
 

佐
藤
幸
治
 

 
 

 
 

ヱ
ル
ケ
 ゴ
ー
ル
は
 、
実
 

 
 

 
 

訳
 す
る
、
行
為
と
し
 

 
 

 
 

性
 」
へ
の
自
由
で
あ
 

 
 

 
 

存
生
成
は
「
自
由
の
 

 
 

 
 

な
い
状
態
と
し
て
は
 

 
 

は
 、
行
為
と
し
て
の
自
由
に
 
よ
 る
無
垢
の
喪
失
と
し
て
責
め
 
で
あ
り
、
罪
で
あ
 

 
 

 
 

不
安
は
自
由
の
可
能
 

キ
 エ 

ル
ケ
 ゴ
ー
ル
の
自
由
論
 

1
.
 コ
 不
安
の
概
念
 
ヒ
の
 一
考
察
 
｜
｜
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の
 運
動
と
一
つ
に
 考
 

 
 

 
 

性
か
ら
現
実
性
へ
と
 移
 

 
 

 
 

察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
 

ヰ
ハ
、
レ
こ
 

）
。
 

 
 

 
 

択
し
 、
現
実
化
す
る
 

 
 

 
 

も
た
ら
さ
な
い
で
あ
ろ
 
 
 

 
 

は
 自
由
の
意
味
が
な
 げ
 

 
 

 
 

 
 

え
ば
、
自
由
は
必
然
性
 

 
 

 
 

そ
の
も
の
が
持
っ
内
的
 

 
 

 
 

と
な
っ
て
し
ま
い
、
 
自
 

 
 

 
 

ば
 、
そ
の
場
所
は
 、
実
 

 
 

 
 

 
 

自
由
で
あ
る
、
と
言
わ
 

 
 

 
 

 
 

ば
 、
自
己
自
身
へ
の
 自
 

由
 、
自
己
自
身
を
決
断
的
に
選
択
す
る
自
由
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

に
な
る
と
い
う
課
題
 

 
 



キェルケゴールの 自由論  
 

 
 

、
と
い
う
こ
と
も
同
時
 

 
 

 
 

 
 

る
、
と
 舌
ロ
 
ぅ
ナ
こ
 
と
が
で
 

 
 

 
 

能
 性
と
し
て
付
与
さ
れ
 

 
 

 
 

性
 」
か
ら
「
自
由
の
現
 

 
 

 
 

自
由
に
よ
っ
て
起
こ
る
 

 
 

 
 

表
し
て
い
る
。
そ
こ
で
 

（
 
0
0
 

）
 

 
 

 
 

語
 化
し
て
言
 う
 こ
と
に
 

 
 

 
 

縛
を
意
味
す
る
の
で
は
 

 
 

 
 

て
 人
間
的
自
由
の
弁
証
 

 
 

 
 

は
 、
非
自
由
の
自
覚
の
 

 
 

 
 

存
生
成
の
運
動
に
お
い
 

 
 

 
 

 
 

能
性
 」
が
へ
の
自
由
と
 

 
 

 
 

し
て
の
自
由
で
あ
り
、
 

 
 

し
 と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

分
節
し
、
こ
の
両
面
 

 
 

し
か
し
、
こ
の
行
為
と
状
態
の
二
側
面
は
ど
ち
ら
か
 一
 方
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
 

 
 

 
 

自
由
に
他
な
ら
な
い
こ
 

 
 

 
 

な
ら
な
い
。
自
由
が
現
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れ 所 ケ 証 ょ 他 体 ゆ 約 6 る る 動 て 実 
た な ゴ 浅 う そ 者 的 え 経   う 以 で し い 的 
時 離 l 的 に れ （ 自 に 験 そ 。 上 あ か る に 

 
 

 
 

終
結
を
意
味
し
 

わ
 げ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

実
存
生
成
の
運
 

 
 

 
 

 
 

 
 

動
を
問
題
に
す
 

 
 

 
 

て
い
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

ぬ
 方
法
を
採
 

 
 

 
 

が
 自
ら
の
宗
教
 

 
 

 
 

逆
説
で
あ
る
が
 

 
 

 
 

を
 、
実
存
の
主
 

 
 

 
 

、
 伝
知
 さ
れ
る
 

 
 

て
の
間
接
 仁
 知
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

お
い
て
、
次
の
 

 
 

 
 

定
 に
お
け
る
 弁
 

（
 
0
 
ハ
 ）
 

 
 

 
 

に
又
、
キ
エ
 
ル
 

（
 
つ
 
7
 ）
 

 
 

 
 

自
身
と
い
う
 場
 

 
 

 
 

と
し
て
自
覚
 さ
 

 
 

 
 

る
 。
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キェルケゴールの 自由論 
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は 曲 言 前 て の 動 

    
る た 間 人 ゴ か 

  「 存 問 l ら 
責 状 由 ケ ろ は ば 」 由 で 自 在 に ル 硯 
め 態 の ゴ 。 言 な へ の あ 由 の と に 実 
を （ 現 l 

うらと 。 な差能 呵 るの 。 河堤てし 煎 っ 即性 へ 
白 い 釜し 性 能 で 状 て の 
由 Ⅰ u 向 」 性 あ 態 追 突 
は 6 げ が 
人 の ら 不 
間 で れ 安   

い ） 自 現 
の で 9 案     
る 。 く 、 為を と 「 
責 非 し 責 
め 自 て め 

  

と お が ケ   し い     
に （ よ 」 て て キ l 

  そ 

性 に 言 安   

ら e 
あ と で 」 

であ る 。 なっ ある 

た 。 る 
が 行 と 

ゆ 為 言     
え ャこし とう 。 」 

、 て 責   へ 
人 の め そ る行は る（   の 
間 白 と の し） 自 」 已 て し 由 運 

  
  



 
 

 
 

に
お
け
る
自
由
で
あ
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
 

 
 

 
 

契
機
な
の
で
あ
る
。
 
超
 

（
は
）
 

 
 

 
 

、
と
 言
 う
 。
そ
の
よ
 う
 

 
 

 
 

。
そ
し
て
 キ
ヱ
ル
ケ
 。
 
コ
 

 
 

 
 

安
の
無
に
お
い
て
、
 
自
 

（
Ⅱ
 

M
 
）
 

 
 

 
 

」
と
い
う
仕
方
で
示
す
 

 
 

に
お
い
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
実
存
は
 、
 
一
方
で
、
「
自
由
の
可
 

（
 
リ
ハ
 

）
 

 
 

 
 

身
を
 、
 無
を
対
象
と
す
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

的
 飛
躍
で
あ
り
、
 
飛
 

 
 

 
 

そ
の
限
り
、
心
理
学
が
 

（
№
）
 

 
 

 
 

ケ
 ゴ
ー
ル
の
位
置
づ
 
け
 

 
 

理
学
的
著
作
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

か
 は
無
垢
（
 C
 の
方
 
せ
 ・
 

 
 

 
 

な
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
 

 
 

 
 

点
で
あ
る
。
原
罪
と
し
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
 キ
エ
 ル
 ケ
ゴ
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キェルケゴールの 自由論 

罪 量 い 罪 の 歴 の も 合 理 で と る行人 キ l 
に 罪 的 異 性 可 史 堕 の 全 人 山 あ 人 ㌔）で ヱ ル 

あ か は 

  

か 存 「 

っ の い な る な 。 

お 

る さ あ く と 史 可 の す 
状 れ     罪 非 値 遇 の 土 キ 
無 の 
垢 で 

  

で は   

あ な 
る い   

が   に の 善 人   ラ ル 
  そ   

キ れ 対で しあ 異 がはれこ 聞そ 。 は 、 
ェ で、 て り あ そ は の 堕 
か は   、 る れ ァ 罪 罪   火 罪 と だ ダ 性 が 
ゴ 人 

l は   

/ レ     

は か 在よば層 に っ " " 隆一い の 大う 
そ @, こ お て そ 堕 人 の 質 
の し 
無 て   
77 (219) 



  が
 罪
人
な
の
で
あ
る
。
罪
の
自
覚
以
前
 

従
っ
て
 、
 我
々
が
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
こ
と
 

明
に
他
な
ら
な
い
。
無
垢
の
喪
失
と
と
も
に
 

か
ら
無
垢
が
反
省
的
に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
 

無
垢
と
は
無
知
で
あ
る
。
自
ら
が
無
知
で
 

未
だ
精
神
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
「
自
ら
の
 

る
こ
と
な
く
、
無
垢
の
中
で
夢
を
見
て
い
る
 

 
 

お
 げ
る
不
安
も
 、
 我
々
が
キ
 ェ
 ル
ケ
ゴ
ー
ル
 

成
 に
お
け
る
そ
れ
で
は
な
く
、
実
存
生
成
へ
 

「
可
能
性
に
と
っ
て
の
可
能
性
と
し
て
の
 
自
 

見
 つ
つ
、
自
己
自
身
の
現
実
性
を
無
と
い
う
 

不
安
を
リ
ア
ル
に
経
験
す
る
こ
と
は
で
き
た
 

  
 
 

囲
 
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
 

「
非
自
由
の
現
実
性
」
の
定
立
の
説
 

 
 

 
 

 
 

ケ
 
ゴ
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ル
は
、
無
垢
の
不
安
を
 

（
 
り
り
 

@
 

 
 

神
に
お
け
る
不
安
は
、
精
神
が
夢
を
 

 
 

不
安
な
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
 

 
 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
無
垢
の
不
安
 

 
 

 
 

、
そ
れ
 

 
 

 
 

コ
ー
ル
 

 
 

 
 

存
は
無
 

 
 

 
 

そ
の
 ょ
 

 
 

 
 

実
存
 目
 は

人
間
存
在
に
 

の
考
え
で
は
、
 

垢
を
喪
失
し
て
 

う
 な
事
態
も
生
 

体
、
人
間
自
体
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る
 当
処
に
お
い
て
、
 
自
 

ら
を
反
省
す
る
こ
と
で
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ハ
の
 
現
前
は
人
間
存
在
 

 
 

 
 

い
 う
 両
義
的
な
仕
方
で
 

（
 
舛
 ）
 

 
 

 
 

愛
し
、
不
安
の
内
に
沈
 

 
 

 
 

お
れ
（
 ぉ
沖
 二
の
）
に
 
よ
 

 
 

あ
る
。
 

（
 
叩
り
 

）
 

 
 

 
 

深
淵
、
即
ち
 、
 無
を
 

 
 

 
 

時
に
、
行
為
と
し
て
の
 

 
 

 
 

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
 

 
 

 
 

に
 精
神
の
定
立
な
の
で
 

 
 

 
 

ら
な
い
。
無
垢
は
責
め
 

 
 

 
 

ら
の
状
態
に
お
い
て
 責
 

 
 

 
 

、
精
神
は
有
限
な
も
の
 

と
し
て
定
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

裂
の
自
覚
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

を
 総
合
へ
と
、
即
ち
 、
 

 
 

い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

79             



 
 

 
 

ぅ
か
 。
「
不
安
の
概
 

 
 

 
 

の
こ
と
の
総
合
で
あ
る
、
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

矛
盾
対
立
す
る
も
の
と
 

 
 

 
 

は
心
｜
身
 と
い
う
 二
契
 

 
 

 
 

ら
な
い
 0
 心
｜
 身
の
他
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
、
身
体
が
心
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
 感
 

 
 

 
 

即
ち
、
性
的
な
も
の
の
 

 
 

 
 

て
 、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
、
感
性
は
罪
 

 
 

 
 

と
は
起
こ
り
得
な
い
が
 

１
１
、
感
性
は
罪
性
で
は
な
い
。
 

 
 

 
 

る
も
の
と
な
る
。
 そ
 

 
 

 
 

心
｜
 身
の
総
合
と
い
う
 

 
 

 
 

「
軸
が
こ
と
す
る
こ
と
で
 

一
 
'
 一
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自
覚
で
も
あ
る
。
そ
し
 

 
 

 
 

 
 

れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

己
の
自
覚
で
あ
る
。
 そ
 

 
 

 
 

自
由
で
あ
る
 0
 こ
こ
に
 

 
 

 
 

由
 に
よ
っ
て
、
状
態
と
 

 
 

 
 

か
ら
、
実
存
生
成
と
 

 
 

 
 

自
由
の
行
為
に
よ
っ
て
 

 
 

 
 

っ
て
 、
キ
ヱ
ル
ケ
ゴ
｜
 

 
 

 
 

ム
 神
話
の
実
存
的
理
解
 

と
 言
 う
 こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

 
 

 
 

な
る
運
動
が
求
め
ら
 

 
 

 
 

を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
 0
 こ
の
人
間
 

 
 

 
 

現
実
性
」
へ
と
 頽
 落
し
 

 
 

 
 

へ
の
 頽
 落
は
単
な
る
 罪
 

 
 

 
 

。
そ
れ
は
悪
な
の
で
あ
 

 
 

 
 

ね
ば
な
ら
な
い
、
と
キ
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ヱ
ル
ケ
ゴ
 一
ル
 は
 言
 う
 の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

あ
る
不
安
を
持
っ
。
 

 
 

 
 

か
 は
そ
れ
を
「
主
体
的
 

 
 

 
 

に
お
い
て
な
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
 

 
 

 
 

実
存
生
成
の
歴
史
 

 
 

い
 

 
 

 
 

永
遠
の
範
 席
 に
属
す
 

 
 

 
 

び
る
の
で
あ
る
。
感
性
 

 
 

 
 

。
そ
し
て
、
異
性
と
し
 

 
 

 
 

の
も
の
の
中
に
は
、
 
現
 

 
 

 
 

え
ゆ
く
無
限
に
無
内
容
 

な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

す
る
も
の
で
は
な
 

 
 

 
 

て
い
る
の
で
は
な
い
か
 

（
 
縫
 ）
 

 
 

 
 

主
帥
精
神
で
あ
り
、
 
氷
 

 
 

 
 

も
の
と
し
て
、
 
む
｜
身
 

-
 
㏄
 -
 

 
 

い
る
の
で
あ
る
。
完
全
な
精
神
は
歴
史
を
持
た
な
い
。
 

そ
れ
は
永
遠
そ
の
も
の
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の
で
あ
る
。
瞬
間
に
お
 

（
 
篆
 
）
 

 
 

速
 め
 ア
ト
ム
 
旬
 せ
 い
 
け
の
 
隼
 
0
 
口
の
卜
（
 

0
 
日
 ）
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

的
な
も
の
は
、
同
時
 

 
 

 
 

で
き
な
い
、
過
去
、
現
 

 
 

 
 

念
は
 
、
 我
々
の
 
キ
ヱ
ル
 

 
 

 
 

。
は
、
自
覚
の
現
在
に
お
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

実
性
」
は
過
去
に
お
い
 

 
 

 
 

と
を
意
味
し
 
、
 更
に
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
 

論
 

 
 

 
 

史
を
持
た
な
い
に
も
拘
ら
ず
 

の
 
ノ
ン
 

 
 

 
 

る
 。
そ
こ
か
ら
、
 

キ
ェ
 

 
 

 
 

 
 

約
 不
可
能
な
（
 

ョ
 n
o
 

日
日
当
・
 

 
 

 
 

 
 

済
は
、
 
我
々
の
言
葉
と
し
て
 

ノ
ン
 

キ
 

 
 

 
 

か
も
「
将
に
来
た
ら
ん
 

一
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

は
 、
現
在
的
な
も
の
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あ 安 て 罪 内 と 存 

四 

  そ の 親 お っ 問 
し 現 実 れ れ 題   

心 の は あ に 不 「   

の の で そ て あ 的 

      
の 上 れ て あ の も 
打 込 て の る 罪 の 
為 の い 実 が の に 
と よ な 存 、 結 対 
し う い に そ 果 応 

の と し て の にの 、 で して 
白 河 あ 由 は て ぃ   

断 必 そ 性 た 内 し 
て
そ
の
不
安
は
 、
 罪
が
自
ら
 

（
。
 
，
 
）
 

に
定
立
さ
れ
る
不
安
」
で
あ
 

に
不
安
を
ひ
き
つ
ね
て
く
る
 

」
が
 前
 配
置
さ
れ
て
い
る
こ
 

の
 限
り
「
自
由
の
可
能
性
」
 

焦
性
と
が
総
合
さ
れ
ね
ば
な
 

に
 委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
 を

 定
立
 

る
 。
不
 

の
で
あ
 

と
を
意
 

と
し
て
 

ら
な
い
 

で
は
 従
 

（
㏄
）
 

と
す
る
将
来
に
お
い
て
１
１
受
け
取
り
直
す
こ
 

は
 、
イ
ェ
ス
Ⅱ
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
の
微
服
で
あ
 

は
 永
遠
に
向
か
っ
て
前
向
き
に
前
進
す
る
。
 永
 

の
事
態
を
 キ
エ
 
ル
 ケ
ゴ
 
一
ル
 は
 
「
受
け
取
り
直
 

が
こ
の
永
遠
の
微
服
と
し
て
の
未
来
的
な
も
の
 

る
 。
「
未
来
的
な
も
の
、
永
遠
な
も
の
の
自
由
 

未
来
的
な
も
の
と
対
応
し
、
個
人
の
上
に
お
 い
 

 
  
 

と
そ
れ
が
復
活
と
再
臨
で
あ
ろ
う
 

る
と
同
時
に
、
未
来
が
永
遠
の
微
服
で
あ
る
 

遠
 に
対
す
る
関
係
 は
 、
前
向
き
に
、
未
来
的
 

（
 
冊
 ）
 

し
 
（
ハ
 

ツ
ロ
 
の
 コ
 （
が
㏄
の
方
の
）
」
と
Ⅱ
い
う
 

術
 ま
田
示
ヒ
き
ロ
 

い
 

に
 関
わ
る
時
、
そ
れ
が
ま
さ
に
「
自
由
の
可
 

の
 可
能
性
が
個
人
に
お
い
て
不
安
と
し
て
 自
 

て
 、
そ
こ
に
不
安
が
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
 

な
の
で
あ
る
。
 従
 

こ
と
を
も
意
味
し
 

に
信
仰
の
飛
躍
に
 

表
そ
う
と
し
た
の
 

能
性
 」
で
あ
る
が
 

（
 
ハ
 
Ⅱ
）
 

ら
を
表
現
す
る
」
。
 

こ
の
不
安
が
「
 主
 

っ
て
、
微
服
と
い
う
表
現
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
実
存
 

よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
。
こ
 

で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
存
 

、
そ
こ
に
不
安
が
現
れ
 

「
自
由
の
可
能
性
」
が
 

体
的
不
安
」
に
 他
 な
ら
な
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自
由
の
現
実
性
」
へ
と
 

 
 

 
 

。
 頽
落
的
 

移
行
に
よ
る
 

 
 

 
 

た
な
い
生
き
方
、
即
 

 
 

美
的
実
存
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
悪
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ら
 「
自
由
の
現
実
 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

」
と
「
非
自
由
の
現
実
 

 
 

 
 

実
存
生
成
の
運
動
に
お
 

 
 

 
 

入
る
。
そ
の
時
の
実
存
 

（
 
何
 
）
 

 
 

の
形
式
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

自
由
の
可
能
性
」
を
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
 0
 こ
の
悔
い
の
 

脆
弁
 
を
除
 

 
 

 
 

「
自
由
の
現
実
性
」
の
実
現
の
み
な
の
で
あ
る
。
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キ
ヱ
ル
ケ
 

そ
し
て
 

落
と
な
っ
 

れ
ど
も
、
 

実
性
」
が
 

に
お
い
て
 

コ
ー
ル
は
ミ
ロ
う
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

非
自
由
的
 堕
 

の
 実
存
生
成
 

 
 

 
 

白
 で
あ
る
 げ
 

 
 

 
 

非
自
由
の
現
 

 
 

に
 対
し
て
、
真
摯
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 そ
の
真
摯
は
 、
 

 
 

 
 

そ
の
 ょ
う
 な
 神
 関
係
を
 

 
 

 
 

屈
 な
も
の
に
な
る
、
 
と
 

 
 

 
 

っ
 不
安
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

」
へ
と
差
し
向
げ
ら
れ
 

 
 

 
 

｜
ル
は
 、
こ
の
「
差
目
 
に
 

 
 

 
 

の
 ）
」
 
刀
与
ロ
う
 
。
人
間
は
 

 
 

 
 

の
 自
己
自
身
の
内
に
閉
 

 
 

 
 

な
も
の
」
に
自
由
の
回
 

 
 

 
 

」
（
ル
カ
伝
 八
｜
 二
十
 

一
）
と
い
 互
 二
ロ
葉
を
不
安
の
内
に
発
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

太
さ
れ
る
こ
と
で
あ
 

 
 

 
 

教
 的
自
己
と
し
て
、
 人
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（
が
）
 

 
 

 
 

っ
 実
存
、
そ
れ
を
「
 不
 

 
 

 
 

ろ
の
根
源
性
な
の
で
あ
 

 
 

 
 

真
理
を
生
み
出
す
と
 ぃ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

。
そ
れ
は
人
間
を
信
 

（
 
鵠
 ）
 

 
 

 
 

の
そ
の
 ょ
う
 な
き
わ
ど
 

 
 

 
 

限
な
人
間
の
無
限
性
に
 

 
 

 
 

、
 責
め
意
識
を
持
っ
人
 

 
 

 
 

巨
 0
&
 
ぎ
が
ガ
 
（
）
は
同
じ
 

（
㏄
）
 

 
 

」
 

 
 

 
 

が
 、
絶
滅
さ
れ
る
と
 

 
 

 
 

る
こ
と
で
実
現
さ
れ
る
 

 
 

 
 

実
は
そ
う
で
は
な
い
の
 

論
 

 
 

 
 

性
 」
の
実
現
に
あ
っ
て
も
、
 

 
 

 
 

 
 

お
い
て
も
、
「
非
自
由
の
現
 

 
 

 
 

 
 

 
 

可
能
性
の
こ
と
を
「
非
自
由
 

あ
る
。
 キ
エ
 ル
 ケ
ゴ
｜
 

 
 

 
 

「
自
由
の
可
能
性
」
と
し
て
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ル
 に
お
け
る
自
由
の
問
 

 
 

ケ
 ゴ
ー
ル
の
実
存
生
成
の
 

 
 

々
が
用
い
た
術
語
に
 ょ
 

 
 

と
 浸
透
し
合
 う
 
「
自
由
 

と
旨
 う
 こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

状
態
は
 、
 神
の
前
で
、
 

 
 

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
 押
 へ
と
差
し
向
げ
ら
れ
て
い
る
場
所
に
お
い
て
 

こ
と
は
自
己
が
自
己
自
身
を
選
択
す
る
こ
と
と
 一
 で
あ
 

っ
で
 

の っ 図 題 
現 て 式 を 
実 示 に 考 
性 す 当 察 
」 ほ て し 
へ ら は て     
自 白 で 由 
自 由 理 そ 
に の 解 の 
よ 現 し も 
る 実 よ の   
で と 試 つ 
あ 浸 み 動 

る透た桂 " しの " 

自 と の 単   
  

  

あ 鱗 虫 

ェ い 性 
ザ 」 

ゴ 自 

  

的 げ と     

も め る 氷 河 絶 て ぅ 
題 獲 真 遠 能 村 の も 
的 得 摯 の 性 的 か の 
に な の 浄 」 で ね な   

ら あ が 瞬 て の ら あ   

の そ 明 闇 は で 。 そ 
で し 瞭 に あ は そ こ 
あ て に お る な れ で 
6% 、 な げ の か は 実 
。 ） こ る る で の 有 存 
の 。 自 あ で 限 は 

(230)@ 88 



キ ェ ルケゴールの 自由論 

89           

（ 受 組 ス l 的 の は あ 
  

ェ う と げ   
  

貫 振 お そ は   
し で い の 、 れ 対 人 " 支 で " と ス 
て も て 場 神 が す 間 真 配 あ 堕 言 ト 

生 っ 実 は の 
イ ェ るのにさる 神 側 目ね 。 弄 ひこのの う考   ス の か 己 た そ よ で 自 

る 神 れ て 将 Ⅱ 愛 ら 実 感 れ っ あ 由 
の へ れ 「 来 キ の 受 現 性 ほ て る な 
で と ば こ 的 リ 業 げ す と 感 罪 が の 
あ 差 な の た ス で 取 る 時 性 性 、 で 
る し ら せ 受 ト あ り こ 間 や と し あ 
。 向 な 約 げ 
げ い な 取   
らでもり れ あ の 直 

    

」） 自 。 蒔 か り 間 る ル て 神にこと 日 or 、     

ャこ 派 で ， と 
お 生 は っ 
い さ な て   

て ね い は 
、 た が 具 卑は厚 賎 " 事 しここ化れに てととにらも 
自 精 、 体 の そ 実 の な で ょ を 述 
己 神 ま 的 
否 と さ な 
定 し に 隣 
的 て 神 人 
に の の 愛 
愛 自 愛 の 
に 覚 が 場   

殉 の も へ 
じ 中 た と 蒔 性らの かへ イ 工 はを性 石質」で性 げ 感 

T 註   
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版 ゴ と ェ 

  304  な 

貢 Ⅹ。 いこ の 
同こ題 と命 
書 ろ で   
で " で " 言 
大 、 わ   

容人 れ   
氏 谷 る 
が 氏 自 自由と非 自巾轟黛屯 。 田   「が 由 由 轄     
ョ卜 l 「は 非 、 で、 と   キ い 

ヱ ラ 

」 由 の   ノ レ一 茜 - 

  ケ葉 
一や ゴ を 

白 し、 と 九ヵ @  , 司 

白 う し セ目 ル本 
が安 ての ネしは 術 五 % と 、 十） す セ左 。   

戸ョ 「 の概 な で 人 
い 表 間   0 %   

）規 約 修解 

と す 実 ヴの皿頁に 目 0 「   練色   
と タト 

  
言 る 存   ） さ 木瓜 の 
ぅ の 的 っ ヨ い で 滴下内 

ぅ は   哲 「 の に で   ヱ 口 一 一 ? ま 

の 同 で   葉 と 
引見も 

学的 用 る 日 
訃 じ あ 由一 を ん 

  用 ど 断 
曲事 が 態 勺 。   い使 ，十 

へ 

はよこ 全 うれ 
  て に か 

る っ   一 T 。 "  ll 
絶 対赤め をそ   持 て 結 ソ 刊あ 
無 し 自 あ び マ 下 れ 
限 て 由 はい 、 た ょ   
の か は る 。 学   
自 る 絶 邦 いい つ。 語概 （ 
由 と 対 訳、 8 日 問外 原念縛 
で、 思 、 的 
あ わ で ま、 @   れ   
る れ 無 と 的 な後 

大 の断 
集 Ⅹ キめ 卸 

ぅる限 。 （ な 谷 書       
そ 大 自 長 築 ニ か ケ③ か 
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7
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 口

下
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の
の
 

口
レ
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 ぎ
田
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｜
 （
の
二
ロ
・
 

b
,
o
 

Ⅱ
 

 
 

 
 

非
自
由
と
の
 弁
 

 
 

 
 

る
 。
大
谷
底
 は
 

 
 

 
 

関
係
の
構
造
の
 

分
析
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

」
は
理
念
に
留
 

め
る
。
 

 
 

 
 

る
 無
の
刻
印
を
 

罪
 と
見
な
す
教
義
学
的
伝
統
に
立
っ
て
い
る
。
 

 
 

側
面
か
ら
見
た
事
態
で
あ
る
。
 

 
 

る
 」
と
い
う
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
 

い
下
 ・
 ジ
 
㏄
 丼
 。
 

 
 

 
 

 
 

口
下
 -
 ダ
 
）
は
 
串
 

 
 

 
 

Ⅱ
Ⅱ
）
・
の
・
 

ト
 Ⅱ
 目
 

 
 

 
 

い
る
。
 キ
エ
 ル
 

 
 

 
 

c
 ゴ
ロ
の
 

オ
 の
）
 、
身
 

 
 

 
 

あ
る
。
「
 心
 」
 

 
 

 
 

無
垢
に
お
い
て
 

 
 

 
 

と
を
意
味
し
て
 

 
 

 
 

0
 課
題
と
な
る
 

 
 
 
 
 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 



（
 
3
 
9
 
 
）
 

（
 
4
 
0
 
 
）
 

（
㏄
 

勾
 ）
 

（
Ⅱ
 

紐
 ）
 

（
叶
の
）
 

（
Ⅰ
の
）
 

（
 
7
 
 
）
 

（
 
8
 ）
 

（
 
杓
 ）
 

（
 
3
 
0
 ）
 

（
 
0
0
 

1
 
 
）
 

（
 
2
 
 
）
 

（
 
3
 ）
 

（
Ⅲ
 

卸
 ）
 

（
 
鍋
 ）
 

（
 
3
 
6
 ）
 

（
 
3
 
7
 
 
）
 

（
 
3
 
8
 ）
 

 
 

 
 

げ
て
、
実
存
の
 

口
ト
 ・
 w
 
ま
 %
 

9
2
 

㏄
 卜
，
ぴ
田
 

 
 

い
レ
 ・
 免
 
）
 
け
 ㏄
 

2
3
4
 

 
 

い
ト
 ・
 s
.
 

）
㏄
 

べ
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

の
と
し
て
異
性
の
一
 
つ
 が
こ
の
感
性
で
あ
る
。
 

 
 

ち
、
 神
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

組
合
が
不
均
衡
 

で
あ
る
非
本
来
的
な
有
り
方
を
言
 
う
 。
 

 
 

 
 

指
し
て
い
る
 

（
 
せ
 ㏄
）
・
㌧
の
 

，
の
 ・
 ゆ
 N
.
 
）
。
 

口
く
円
 
・
㏄
 
ト
 
の
め
 

め
レ
 ・
 g
 
P
 
㍉
 O
 由
 

せ
性
・
戸
田
タ
 
臼
め
 。
 の
 

 
 

 
 

 
 

め
レ
 ・
 s
.
 
 

）
 
ト
 ㏄
 

Ⅰ
 
叫
下
 、
 伽
乙
 
Ⅰ
㍉
の
 

 
 

 
 

は
 、
永
遠
の
神
 

 
 

 
 

よ
 ）
を
表
示
す
 

 
 

 
 

る
 
（
 
せ
性
 ・
 卜
し
 

 
 

 
 

典
 叢
書
Ⅲ
・
 キ
 

 
 

っ
た
 。
 

 
 

 
 

に
し
た
。
 



キェルケゴールの 自 虫青侍 近 

（
 
駿
 ）
 

（
 な
山
 
）
 

（
 
5
 
4
 
 
）
 

  （ 6 （ 1455 （ 0 （ 9 （ 4 8 （ 4 7 4 
） ） ） ） ） ） 

45  44  43  42  41    
 

る
 。
 

し
 下
、
の
 ト
 
Ⅱ
 
の
 

口
レ
 
・
 g
 
H
 

母
の
 

 
 

口
ト
 ・
 "
.
 
 

め
 ）
 
べ
 ・
）
。
 

口
レ
 
・
 g
 
H
 

の
の
曲
 

 
 

 
 

、
キ
エ
 ル
 ケ
ゴ
 

 
 

 
 

て
 、
自
己
を
 、
 

 
 

四
）
根
拠
づ
け
る
」
（
の
 
豆
 
s
,
 
ま
 ・
 葵
 ・
）
。
 

口
中
・
の
り
日
け
 

せ
性
・
㌧
の
 

、
ダ
ベ
 

い
ト
 ・
の
め
は
 
む
 

 
 

 
 

Ⅱ
 
コ
の
侍
プ
リ
ム
 

の
む
 

め
レ
，
 
p
 
 
め
ト
 
。
 

Ⅱ
 
e
 
コ
パ
は
 Ⅱ
 
ガ
 0
 
拍
が
が
 

ロ
，
 （
 
下
ヒ
す
 

e
 「
・
 
ト
の
 
㏄
 
ゆ
 
）
・
の
・
ト
ト
㏄
 

目
 

せ
ゅ
㌃
）
の
 

、
兜
 Ⅱ
 
切
申
 

Ⅱ
の
，
 

s
.
 

㏄
 
黛
 レ
コ
Ⅱ
 

叫
フ
 

の
ロ
 
・
 ダ
 ）
 
0
 
の
 

93 (235) 



不二一元論学派における 解脱への道 

 
 

 
 

は
 衰
退
し
て
ゆ
き
、
 

八
 論
文
要
旨
 V
 
 本
稿
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ニ
 

の
 伝
統
に
最
も
忠
実
で
あ
っ
た
と
思
わ
 

し
て
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
か
ら
「
バ
ー
マ
 テ
 

な
か
に
「
バ
ー
マ
テ
ィ
ー
」
の
解
脱
へ
 

へ
の
階
梯
が
整
備
さ
れ
て
ゆ
 
き
 、
シ
ャ
 

さ
っ
て
い
っ
た
点
と
、
㈲
「
バ
ー
マ
 テ
 

１
ヒ
 の
 独
自
性
が
見
ら
れ
る
の
は
悟
り
 

ン
カ
ラ
、
ス
レ
ー
シ
ュ
 ヴ
ァ
ラ
、
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
 V
 
 不
二
一
元
論
学
派
、
 

は
じ
め
に
 

ズ
ム
 の
伝
統
の
な
か
で
重
視
さ
れ
た
祭
式
、
瞑
想
、
 

れ
る
不
二
一
元
論
学
派
の
説
く
解
脱
へ
の
道
の
な
か
 

イ
 ー
 ヒ
 ま
で
の
位
置
づ
げ
の
変
化
を
追
っ
て
行
く
こ
 

の
道
を
位
置
づ
 け
よ
う
 と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
 

ソ
カ
ラ
 が
知
識
と
は
対
立
す
る
も
の
と
し
て
基
本
的
 

イ
 ー
 ロ
 は
解
脱
へ
の
階
梯
と
し
て
一
五
の
段
階
を
考
 

が
 内
官
の
変
容
で
あ
る
と
い
う
点
だ
け
で
、
そ
の
他
 

マ
パ
ー
 ダ
 と
い
う
先
行
者
に
依
っ
て
い
る
点
を
明
ら
 

「
。
ハ
ー
マ
テ
ィ
ー
 

ヒ
 、
祭
式
、
瞑
想
、
知
識
 

知
識
と
い
う
三
種
の
救
済
手
段
が
 、
 ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
 

に
 ど
 う
 位
置
づ
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
関
 

と
に
よ
っ
て
、
不
二
一
元
論
学
派
内
の
思
想
的
展
開
の
 

て
 考
察
の
結
果
、
㈲
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
直
弟
子
以
降
解
脱
 

に
は
否
定
し
た
祭
式
、
瞑
想
な
ど
の
行
為
の
位
置
が
高
 

え
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
階
梯
の
う
ち
「
バ
ー
マ
テ
ィ
 

に
 関
し
て
は
基
本
的
に
は
マ
ン
ダ
ナ
 ミ
 シ
ュ
ラ
、
シ
ャ
 

か
に
し
た
。
 

不   
   

 
 
 

知
識
 

岩 

95 (237) 



そ
れ
は
 

そ
れ
ま
 

取
 し
そ
 

ン
ド
ヴ
 

し
て
こ
 

て
は
神
 

ワ
Ⅱ
 

-
 
Ⅰ
。
 
ハ
カ
 

マ
 五
 

あ
っ
た
 

五
 O
l
 

シ
ャ
ン
 

ッ
ド
 ）
 

こ
の
 

は
、
 祭
 

と
 小
字
 

じ
よ
 う
 

る
 救
済
 

フ
マ
ン
 

威
 を
認
 

 
 

 
 

盤
 と
し
て
い
た
 

 
 

 
 

民
間
信
仰
を
摂
 

 
 

 
 

ラ
モ
ン
 教
 
・
 ヒ
 

 
 

 
 

て
い
っ
た
。
（
 

1
 ）
 そ
 

 
 

 
 

プ
タ
 期
に
お
い
 

 
 

 
 

る
 動
き
で
あ
っ
 

 
 

 
 

れ
て
 ぎ
た
の
で
 

 
 

 
 

マ
ー
リ
ラ
（
 六
 

 
 

 
 

｜
 ン
タ
学
派
の
 

 
 

 
 

（
 ウ
 パ
ニ
シ
 ャ
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

見
れ
ば
、
そ
れ
 

 
 

 
 

フ
ラ
フ
マ
ン
）
 

 
 

 
 

が
 、
こ
れ
と
 同
 

 
 

 
 

説
く
祭
式
に
よ
 

 
 

 
 

ド
の
 説
く
ブ
ラ
 

 
 

 
 

ダ
の
 絶
対
的
 権
 

 
 

 
 

っ
て
は
、
ヴ
ェ
 

(238)@ 96 



 
 

 
 

フ
％
・
ス
ー
ト
ラ
」
（
 

四
 0
 

 
 

 
 

に
 必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
 

 
 

 
 

フ
％
・
ス
ー
ト
ラ
」
自
体
が
 

 
 

 
 

の
な
か
で
相
互
に
ど
の
 

よ
う
 

 
 
 
 

 
 

て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
（
 

3
 
）
 

 
 

 
 

も
 明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
 

祭
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
か
と
い
う
問
題
 

 
 

 
 

的
立
場
と
し
て
い
る
 以
 

 
 

 
 

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

づ
 け
 と
の
 違
 い
が
ま
ず
 

問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
 

 
 

る
 祭
式
、
念
 想
 、
知
識
 

 
 

 
 

解
脱
へ
の
道
の
な
か
に
 

 
 

 
 

い
っ
た
の
で
あ
る
。
 

97 (239) 



（
 
4
 ）
 

 
 
 
 

 
 

 
 

な
か
に
 づ
 げ
ら
れ
る
 よ
う
 に
な
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

い
 う
 真
理
を
知
れ
ば
 滅
 

ち
 こ
の
多
様
な
世
界
 

 
 

 
 

ア
ー
ト
マ
ン
と
い
う
 真
 

 
 

 
 

で
は
な
い
。
と
い
う
の
 

 
 

 
 

的
な
も
の
で
あ
る
の
 

 
 

 
 

二
 シ
ャ
ッ
 ド
卜
 
Ⅰ
 基
づ
 Ⅱ
Ⅵ
 

 
 

 
 

か
さ
な
っ
た
強
力
な
 潜
 

 
 

 
 

を
 滅
す
る
た
め
に
は
、
 
 
 

 
 

し
 続
け
る
と
と
も
に
、
 

 
 

（
 
E
b
w
 
の
 曲
コ
ぷ
 が
 す
け
せ
 
倒
の
い
修
習
、
 巨
ゴ
せ
ゆ
コ
ゆ
ヴ
ゴ
せ
 

倒
の
笘
 反
復
黙
想
１
１
こ
れ
は
 

（
 
二
リ
 

）
 

 
 

 
 

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

に
 、
そ
れ
ま
で
の
潜
在
 

 
 

 
 

6
%
 
せ
 ゆ
の
 
陣
 修
習
、
 隼
ゴ
せ
 
・
 

 
 

 
 

ッ
ド
 ・
ア
ー
 ラ
 ニ
 ャ
カ
 

 
 

 
 

聞
 、
思
惟
、
瞑
想
と
い
 

 
 

注
目
に
価
す
る
で
あ
ろ
う
。
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不二一元論学派における 解脱への道 

 
 

 
 

ョ
ソ
 が
認
め
ら
れ
る
 

 
 

 
 

考
え
ら
れ
て
い
た
。
 
こ
 

 
 

 
 

あ
る
が
、
こ
の
知
行
 併
 

 
 

を
説
い
た
の
が
、
シ
ャ
 ソ
ヵ
ラ
 な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

た
 。
そ
し
て
、
こ
の
 

 
 

 
 

の
み
滅
せ
ら
れ
て
、
 
解
 

 
 

 
 

。
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
 ぃ
ア
 

 
 

 
 

、
行
為
者
、
行
為
の
対
 

 
 

 
 

連
鎖
を
超
え
る
も
の
で
 

（
 
6
 ）
 

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ダ
ー
ソ
タ
史
上
は
じ
 

 
 

 
 

為
の
必
要
性
を
も
説
い
 

 
 

「
ギ
ー
タ
ー
註
解
目
の
序
で
、
果
報
を
望
ま
な
い
で
 
義
 務
 と
し
て
行
わ
れ
る
 祭
 

 
 

 
 

ラ
フ
マ
ン
Ⅱ
ア
ー
ト
マ
 

 
 

 
 

卸
コ
が
 
"
 臣
ド
由
ノ
隼
ゴ
せ
ゆ
 

の
が
 
コ
 が
 
99 (241) 

シ
ャ
ン
カ
ラ
に
お
け
る
祭
式
、
念
根
、
知
識
 



 
 

梯
の
最
も
低
 い
 段
階
に
位
置
づ
げ
ら
れ
 

 
 

㈲
ダ
ル
マ
の
生
起
、
㈹
罪
障
消
滅
、
 

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
直
弟
子
で
 

以
降
の
弟
子
た
ち
と
比
較
す
 

で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
 

あ
っ
て
、
知
識
の
み
が
解
脱
 

に
、
祭
式
行
為
は
心
の
浄
化
 

ャ
ソ
カ
ラ
と
 異
な
る
の
は
、
 

階
梯
に
占
め
る
位
置
と
い
う
 

 
 
 
 
 
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 

パ
 ド
マ
 パ
 

ラ
の
立
場
 

と
同
じ
よ
 

一
方
で
は
 

性
を
も
 示
 

て
解
脱
に
 

な
る
と
、
 一

ダ
 
（
七
二
 

を
よ
く
理
解
 

う
 に
、
行
為
 

、
こ
れ
も
ま
 

し
て
い
る
の
 

役
立
つ
 場
 ム
ロ
 

祭
式
（
も
ち
 

る
よ
う
 に
 な
 

㈲
心
の
浄
化
 0

1
 七
セ
 0
 頃
 ）
は
、
そ
れ
 

し
て
お
り
そ
の
立
場
に
忠
実
 

は
知
識
と
対
立
す
る
も
の
で
 

た
シ
ャ
ン
カ
ラ
と
同
じ
よ
う
 

（
 
2
 ）
 

で
あ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
 シ
 

の
 、
そ
の
祭
式
の
解
脱
へ
の
 

ろ
ん
義
務
と
し
て
行
わ
な
 げ
 

る
の
で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 

、
 ㈲
輪
廻
の
あ
り
の
ま
ま
の
 

 
 

ホ
式
、
念
 想
 、
知
識
 

 
 
 
 

 
 

 
 

と
い
う
こ
の
よ
う
な
㏄
 

 
 

 
 

現
在
様
々
な
説
が
た
て
 

（
 
膿
 ）
 

 
 

 
 

シ
ャ
ン
カ
ラ
以
降
の
不
 

 
 

残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

（
 
0
0
 

）
 

 
 

ン
 と
い
う
真
理
を
繰
り
返
し
聴
聞
、
 

 
 

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
 

9
 り
 

思
惟
、
 瞑
想
す
る
こ
と
で
、
無
明
が
滅
せ
ら
 
100 



 
 

 
 

ず
 ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
聖
典
 

 
 

 
 

ソ
 と
い
う
情
報
（
 
守
沫
臣
ダ
 

 
 

 
 

典
の
文
意
に
つ
い
て
 
師
 お
ょ
 101 (243) 

 
 

 
 

べ
き
で
あ
る
（
田
口
 ぎ
け
下
 ・
 

 
 

 
 

な
か
で
ど
 う
 理
解
す
る
か
と
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

、
思
惟
さ
れ
る
べ
き
で
あ
 

 
 

 
 

ド
 目
口
 
-
 
、
九
、
一
二
八
の
「
 

ア
 

姿
 に
目
覚
め
る
 

る
こ
と
、
㈲
あ
 

れ
な
り
」
等
の
 

置
 づ
 げ
ら
れ
る
 

そ
れ
と
も
そ
の
 

行
為
を
解
脱
へ
 

な
位
置
づ
 け
 と
 

こ
と
と
し
た
い
 

と
こ
ろ
で
、
 

れ
て
い
た
こ
と
 

 
 

 
 

し
 求
め
 

 
 

 
 

汝
 は
そ
 

 
 

 
 

形
で
 位
 

 
 

 
 

つ
め
か
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

に
 祭
式
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

義
 と
さ
 

 
 

 
 

5
 位
置
 



 
 

 
 

想
 と
い
 

 
 

 
 

と
し
、
 

 
 

 
 

の
の
 
コ
甫
 

価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

あ
り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
た
め
 

｜
 ト
マ
 

 
 

か
け
る
こ
と
（
 %
 ミ
 苫
 p
.
 聴
聞
）
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
Ⅱ
 
ア
ー
ト
 

 
 

 
 

せ
 が
の
 
笘
臣
が
 

 
 

 
 

証
 （
 悟
 ラ

 行
為
と
は
 異
 

そ
 う
 す
る
こ
と
 

を
肯
定
的
に
評
 

、
思
惟
さ
れ
る
 

ン
 と
い
う
情
報
 

っ
ソ
 と
い
う
 聖
 

）
と
い
う
階
梯
 

り
、
 年
の
（
 

ぬ
 曲
コ
 
曲
 ）
 

に
、
ウ
パ
ニ
シ
 

（
Ⅸ
）
 

 
 

 
 

ば
 、
シ
ャ
 ソ
カ
ラ
 が
 念
 

 
 

よ
う
な
行
為
で
は
な
く
知
識
 

 
 

悟
り
）
で
 
は
 な
く
、
ブ
ラ
フ
マ
 

 
 

あ
っ
て
、
こ
の
ブ
ラ
フ
マ
 ソ
 Ⅱ
 

 
 

意
を
理
解
し
た
あ
と
に
さ
ら
 ク

 ミ
コ
 卸
コ
 
じ
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
 

ソ
 Ⅱ
ア
一
ト
マ
 
ソ
 と
い
う
事
実
は
適
常
の
文
章
の
 

ァ
一
ト
マ
 ソ
 と
い
う
文
意
を
超
え
た
も
の
を
知
る
 

に
 無
知
を
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
の
 

ア に 
Ⅰ よ 

ト つ 
っ て   
と - フ   
う マ 
聖 ン 
典 Ⅱ 

の ア 

  
  マ 

ンと Ⅱ 曲 % １ 

  
を伝， が理 

解される る聖典の て 

文 （ 仝 日 
隼 ， 已 、 

  
目 し 
じ宮 

    
る 思、 

の， で） 准 
あ た 
る の ち そ 
し ブ 
て ぅ   
め て 

第 ン 
四 Ⅱ 
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（
 
ギ
 0
 ガ
の
と
い
う
方
法
）
 
2
 
 
 



不二一元論学派における 解脱への道  
 

 
 

の
楡
例
 や
口
世
界
の
口
 

 
 

 
 

ラ
フ
マ
ン
）
に
関
連
し
 

 
 

 
 

て
 熟
考
す
る
こ
と
」
で
 

 
 

 
 

な
し
 確
固
た
る
も
の
と
 

 
 

 
 

の
ち
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
 

（
 
M
 ）
 

 
 

 
 

よ
 う
 に
 パ
ド
マ
 パ
一
 ダ
 

 
 

 
 

、
見
証
と
い
う
形
で
、
 

 
 

 
 

式
 化
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

、
 聞
か
れ
る
べ
き
で
あ
 

 
 

 
 

用
 す
る
の
を
押
し
止
め
 

 
 

 
 

と
を
避
け
よ
う
と
し
っ
 

（
 
け
 
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

行
為
と
し
て
基
本
的
に
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
で
あ
っ
て
知
識
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
 

 
 

 
 

は
な
い
と
し
て
、
 
聴
 

 
 

 
 

は
 、
行
為
と
知
識
を
俊
 
103 (245) 



 
 

 
 

念
想
 
（
瞑
想
）
を
知
識
 

 
 

 
 

の
 二
面
性
は
、
祭
式
に
 

 
 

 
 

最
も
低
い
段
階
に
位
置
 

 
 

 
 

 
 

 
 

障
害
（
す
な
わ
ち
無
知
 

｜
シ
ユ
ダ
ァ
ラ
 が
瞑
想
 

 
 

 
 

脱
へ
の
階
梯
を
定
式
化
 

 
 

 
 

想
を
肯
定
的
に
評
価
す
 

 
 

 
 

な
わ
ち
ス
レ
ー
シ
ュ
 
ヴ
 

 
 

（
七
五
 
0
 １
人
 

0
0
 

頃
 ）
に
な
る
と
、
行
為
と
知
識
を
 俊
則
す
る
と
い
う
シ
ャ
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
 サ
 
 
 

 
 

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
 
瞑
 

 
 

 
 

て
 行
為
を
命
ず
る
儀
軌
 

 
 

 
 

聴
聞
、
思
惟
、
瞑
想
 と
 

 
 

 
 

て
 は
 
コ
疾
 （
Ⅱ
ア
ー
ト
 

（
 
憾
 ）
 

 
 

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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不二一元論学派におげ 

る 欲 が い さ   
が で 無   

一 輸口音 はで。 従浄 不 
廻 無 し っ で   
捨 と あ 罪 み 
て も る が で 
る 呼 と 止 あ 
手 ば な 減 る 
段 れ ん す 輪 
を る の る 廻     
め 生 な 接 で 
る ず く 知 清 
。 る 理 覚 浄 
そ 。 解 と で 
し そ す 論 楽 
て れ る 理 し 
探 か 。 の み 
し ら そ 道 で 
求 そ し が あ 
め れ て 開 る 

こ か と 
て ぃ （ 輪のれ す 

る る 
る廻 と）理の錯 何 に 鯉口きにを捨 誤 で、   
ア た ら 接 っ 
， ぃ そ 知 て 
ト と れ 覚   

と 心 マい シ ラ輪講 （ の 

と 欲 廻 連 中 
い 求 ） に の 
ぅ が に ょ 納 
真 め た っ 質 
理 ぐ い て を 
が ;  っ す 、 汚 

そ て る 輸 し 
の く 離 廻 て 
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い
る
。
 

解
 

 
 

ね
 ば
ダ
ル
マ
が
生
ず
る
。
そ
れ
か
ら
罪
が
止
滅
す
る
。
 そ
れ
（
 罪
 ）
は
 ま
 

 
 

  の道 

 
 

 
 

、
 次
に
、
後
世
ヴ
ィ
 

 
 

 
 

マ
テ
ィ
ー
派
の
も
と
と
 

 
 

 
 

る
 祭
式
、
瞑
想
、
知
識
 

 
 

 
 

史
的
展
開
の
な
か
に
 

 
 

た
い
と
考
え
る
。
 

Ⅱ
 
ヨ
 バ
ー
マ
テ
ィ
ー
 ヒ
 に
お
け
る
解
脱
へ
の
階
梯
 

 
 

 
 

へ
の
階
梯
の
な
か
で
 
 
 

 
 

の
 解
脱
へ
の
階
梯
に
 関
 

「
バ
ー
マ
テ
ィ
ー
 ヒ
 に
お
け
る
祭
式
と
瞑
想
と
知
 識
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  Ⅳ 碗軸娃佛ル Si ガ せ %i  1,52   

(1)  義務として行わ ほ げればならない 祭 
式の執行 (nityakarmanuSthana) 

(2)  ダルマの生起 (dharmotp 乙 da) 

）
）
）
 

つ
 
0
4
5
 

ヘ
 
リ
 

1
 ア
 

Ⅰ
（
 1 ノ
 

Ⅰ
 

罪 が止滅する (Papma  nivartate) 

心の純 質 (cittasattva)  の浄化 

輪廻の正しい 理解 

(6)  輪廻にたいする 離欲 (vair 乙 gya) 

(7)  輪廻を捨てたいという 欲求 (taj- 
jihas の 

(8)  輪廻を捨てる 手段を探し求める 
(h 乙 nop 互 yam  p Ⅰ ye 号 ati) 

(9)  アートマンという 真理を知りたいと 
望む (atmatattvaj 而 na 卯月面 sate) 

㈹ 聴聞等の順序に 従ってアートマンと 

いう真理を知る 

ス の か の の た い 

レ 最 ら よ 最 ス は 
l 0 (8) う 初 レ 認 
シ 低 の に の l め 

ュい段 ヴ 段階 『㈲ バかュれ シら 

階 ケこ l 々 ヴ る む 
に 関 っ (8) ァ も か 
位 す テ と う の 輪   る の 一 へ 容 て 
と 集 解 致 の 的 る 
ぃ 式 脱 す 一 に か 
う な へ る 四 は と 
点 解 の の の 、 い 
を 脱 脂 で 階 先 ぅ 

も へ 梯 あ 梯 に 方 

含 め階 のはるの " 。 ぅ 紹向 介の 
て 梯 (1)  こ ち し 違 

 
 

望
 

も
の
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
 

こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
バ
ー
マ
テ
ィ
ー
 

ヒ
 

(1)  義務として行わなければな 

らない祭式の 執行 

(2)  ダルマの生起 (dharmo- 

tpatti) 

(3)  罪障消滅 (Papah 乙 nD 

(4)  心の浄化 (cittaguddhi) 

(5)  輪廻のあ りのままの姿に 目 
覚めること 

(6) 輪廻にたいする 離欲 

(7) 解脱を望むこと 
(mumukStva) 

(8) 解脱の方法を 探し求めるこ 
と (tadup 乙 yaparye 守 a り a) 

  

0 位 は 

手
段
で
あ
る
と
聞
い
て
、
そ
れ
（
ア
ー
ト
マ
ン
 

と
い
 

ぅ
 真
理
）
を
知
り
た
い
と
望
む
。
そ
れ
か
ら
聴
聞
等
 

の
 順
序
に
従
っ
て
そ
れ
（
ア
ー
ト
マ
ン
と
い
う
 真
 

（
リ
り
）
 

理
 ）
を
知
る
の
で
あ
る
」
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不二一元論学派における 解脱への道 

（
 
四
 ）
 

ァ
ラ
 の
も
の
に
依
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

序
に
 従
っ
て
」
と
は
 

 
 

 
 

推
 さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
 

 
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

る
 領
域
を
覆
 う
 

 
 

人
 が
存
在
し
な
い
か
ら
、
儀
軌
で
ま
な
い
の
で
あ
る
」
 

ャ
 

（
 
l
 
2
 

）
 

 
 

 
 

こ
で
、
聖
典
 句
 中
の
瞑
 

 
 

 
 

者
は
同
義
で
あ
る
こ
と
 

 
 

 
 

ハ
 ー
 ダ
 に
よ
っ
て
定
式
 

化
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
 

 
 

よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
向
か
。
 ま
ず
聴
聞
に
つ
い
て
 

 
 

し
が
 

 
 

 
 

解
し
て
い
れ
ば
、
 

 
 

じ
て
く
る
の
で
あ
る
」
（
 

2
 
2
 

）
 

と
い
う
箇
所
や
 、
 

 
 

 
 

真
理
を
理
解
し
 

 
 

 
 

右
 の
み
が
口
で
始
 

 
 

 
 

（
 
る
 
2
3
 

」
）
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 問
い
、
 

 
 

 
 

に
 助
げ
ら
れ
て
、
 

 
 

 
 

｜
 ト
マ
ン
）
 

 
 

 
 

」
と
 卜
 
円
月
人
を
口
 

（
 
托
 ）
 

開
眼
さ
せ
る
の
で
あ
る
」
 

 
 

 
 

続
 し
て
ゆ
く
こ
と
が
 念
 

 
 

 
 

る
 0
 そ
し
て
こ
の
開
眼
 

（
 
打
 ）
 

 
 

 
 

」
れ
が
次
に
述
べ
ら
れ
 

る
 よ
 う
 に
人
間
の
最
高
の
目
的
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

陪
 す
べ
て
の
 苦
 

（
 
叩
旬
 

）
 

 
 

か
ら
で
あ
る
」
 

そ
し
て
さ
ら
に
開
眼
以
降
の
階
梯
に
関
し
て
は
、
 

（
 
乃
 ）
 

の
な
い
知
識
が
連
続
し
て
ゆ
く
こ
と
な
の
か
」
 

 
 

 
 

つ
く
疑
問
の
余
地
 

の る 
          
あ 興 言 

  
し な ろ 
て 矛 よ 
念 盾 ぅ 

恕 せ に 
に ず 思 
関 か わ 
し っ れ   
" （ 次 
聖 に 
典 居 、 
の 惟 
=, 口 一 一 と 

葉 は   
サブ し 

基 
つ 

@ 

論理 

帝 ・ ア く - 

よ 

る 

検 
討宛 」） 
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不二一元論学派における 解脱への道 

 
 

な
わ
ち
ブ
ラ
フ
マ
 

 
 

こ
の
者
の
場
ム
ロ
で
 

 
 

続
い
て
い
る
の
で
 

と
い
う
箇
所
や
 、
 

 
 

と
い
う
の
が
そ
の
 

（
 
釦
 ）
 

の
で
あ
る
」
 

 
 

悟
り
）
の
あ
と
に
さ
ら
 

梯
が
 考
え
ら
れ
て
い
る
 よ
う
 で
あ
る
。
 

 
 

と
い
う
真
理
を
知
り
 

 
 

フ
ラ
フ
マ
ン
と
ア
ー
ト
 

 
 

つ
く
論
理
に
よ
っ
て
よ
く
 

 
 

を
 連
続
し
て
ゆ
く
こ
と
 

 
 

、
 ㈹
そ
れ
に
よ
っ
て
 無
 

 
 

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

脱
へ
の
階
梯
は
 、
 ㈹
 

 
 

て
で
き
あ
が
っ
て
お
り
 

 
 

て
い
い
で
あ
ろ
う
。
 
で
 

 
 

に
 明
ら
か
に
す
る
た
め
に
 （

開
眼
と
い
う
）
認
識
根
拠
向
か
ら
生
ず
る
 口
 果
報
な
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
限
り
で
は
ロ
バ
ー
マ
テ
ィ
ー
」
 

 
 
 
 

 
 
 
 

（
 
杓
 ）
 

あ
る
」
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さ さ 

 
 

 
 

潜
在
印
象
が
必
要
と
 

れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

存
在
は
 U
 、
内
官
 

 
 

接
 に
体
験
（
開
眼
）
す
る
の
で
あ
る
」
（
 

3
 
2
 ）
 

 
 

を
 次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

な
い
 0
 と
い
う
の
 

 
 

 
 

れ
る
の
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

く
木
 、
 唇
気
楼
の
 

 
 
 
 

 
 

 
 

し
 い
 方
角
等
が
確
 

っ
て
の
み
 ハ
 
誤
認
 

 
 

 
 

と
い
う
語
の
意
味
 

 
 

 
 

て
の
日
常
的
経
験
 

"
 

（
 
皿
 ）
 

は
 継
続
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
」
 

 
 

と
 悟
り
 

 
 

 
 

関
し
て
次
の
よ
う
な
 

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
 

「
身
体
Ⅰ
そ
の
 し
 質
料
因
が
無
始
の
無
明
で
あ
る
 

 
 

す
る
疑
問
の
余
地
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不二一元論学派における 解脱への道 

 
 

 
 

れ
る
べ
き
な
の
で
 

 
 

 
 

巾
の
意
味
す
る
も
の
 

 
 

 
 

る
 。
そ
し
て
こ
の
 

（
Ⅱ
 
叩
 
）
 

 
 

ぅ
 認
識
根
拠
に
基
づ
く
結
果
な
の
で
あ
る
」
 

 
 

 
 

無
明
の
潜
在
印
象
か
 

 
 

 
 

直
接
的
な
も
の
と
し
て
 

 
 

 
 

箇
所
に
お
け
る
論
議
の
 

（
 
綴
 ）
 

 
 

 
 

で
な
く
、
無
明
の
潜
在
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

い
う
点
は
マ
ン
ダ
ナ
 ミ
 

 
 

 
 

Ⅱ
ア
ー
ト
マ
ン
の
知
識
 

 
 

る
た
め
に
 念
想
 
（
瞑
想
）
が
必
要
で
あ
る
」
と
す
る
 マ
ン
ダ
ナ
 ミ
 シ
ュ
ラ
 、
 

 
 

 
 

め
 が
ヴ
ロ
の
 

で
 が
Ⅱ
 
0
 オ
 の
が
つ
Ⅱ
 

リ
 ・
 

 
 

 
 

ブ
ラ
フ
マ
ン
Ⅱ
ア
ー
ト
 

 
 

 
 

そ
の
補
助
手
段
に
す
ぎ
 

 
 

 
 

派
の
立
場
は
、
伝
統
的
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

い
 う
 形
で
基
本
的
に
 

 
 

 
 

説
を
巧
み
に
取
り
入
れ
 
Ill           



 
 

 
 

フ
マ
ン
を
対
象
と
 

す
る
内
官
の
変
容
の
 一
種
 な
の
で
あ
る
」
。
（
 

9
 
3
 

）
 

 
 

 
 

悟
り
）
が
内
官
の
変
 

 
 

 
 

滅
し
て
お
ら
ず
、
ブ
ラ
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ぎ
で
も
、
す
べ
て
 

 
 

 
 

滅
び
っ
 っ
 あ
る
 状
 

 
 

 
 

フ
ラ
フ
マ
ン
）
の
 

 
 

 
 

と
は
あ
り
え
ず
、
 

従
っ
て
直
証
で
は
な
く
な
る
か
ら
で
あ
 」
（
 

魏
 
0
 ）
 

 
 

 
 

ラ
フ
マ
ン
の
知
識
は
 

 
 

る
 見
解
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
シ
ャ
 
ン
ヵ
ラ
 が
「
知
識
は
意
 

 
 

 
 

知
識
は
意
の
行
為
で
 

 
 

 
 

認
識
根
拠
に
基
づ
 

 
 

」
）
 

。 甘口 よ 内 、 ） リ ヵカ   
容 う 解 
の フ 脱 
  マ ヘ 
種 ン の 
で、 l@  @ 
あ ァ 梯 
る @  (1) 
と ト か 
す っ ら 
る ン (1% 
兄 な な 
解 対 案     
l 直 い 
マ 接 っ 
テ 知 た 
ィ 覚 の 
@ で で 

』 あ あ 
に る る 
独 、 が 
特 言   

の い 次 
も 換 。 こ 
の え 述 
で れ べ 

あ ば ら 

る 。 行、 -  ブる ね 
一 フ よ 

ブ ラ 

マな ン " 

1@  位 3) 

ア 開 
@ 眼 
ト （ 
マ 見 

  
す   
る ，悟 
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不二一元論学派における 解脱への道 

以
上
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
直
弟
子
以
降
「
。
 
ハ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
と
し
て
基
本
的
に
は
行
 

 
 

か
で
行
為
（
祭
式
と
瞑
想
 

 
 

復
古
主
義
と
い
う
形
で
 

 
 

に
な
っ
て
く
る
そ
の
 当
 

 
 

の
が
肯
定
さ
れ
て
ゆ
く
と
 

 
 

は
 解
脱
へ
の
一
五
の
階
 

 
 

）
を
内
官
の
変
容
と
す
 

 
 

ュ
ラ
 、
ス
レ
ー
シ
ュ
 ヴ
 

 
 

￥
派
が
総
合
化
の
時
代
に
 

 
 

で
あ
ろ
う
と
も
考
え
ら
れ
 

あ
る
」
 

で
あ
る
 

満
 と
し
 

進
め
た
 と

い
う
こ
と
を
認
 

と
す
る
見
解
は
 、
 

た
ぅ
 え
で
肯
定
す
 

も
の
で
あ
る
と
言
 

お
わ
り
に
 

 
 
 
 
 
 

え
る
で
あ
ろ
う
。
 

に
 現
れ
て
い
る
の
で
あ
 

て
基
本
的
に
は
否
定
的
 

り
も
さ
ら
に
、
行
為
を
 る

 。
そ
し
 

に
 評
価
さ
 

肯
定
す
る
 て

こ
の
 

れ
て
ぃ
 

方
向
へ
 知

識
を
行
為
 

た
 瞑
想
を
行
 

一
歩
歩
み
を
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不二一元論学派における 解脱への道 
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な セ 
内 ル 
実 （ 

  
い 旨 

る銭 o の 
  
， え 目 ㏄ 

ブよ、｜ ㏄の )( 

  
埋 め 
性 思 
の 想 

日出 のま f 、 
「 単 
敷 な 
居 る 

キ の哲 「 
学 リ 

者 ス 
」   

に 数 
終 的 
始 実 
し 存 
た 主 
  点 、 義 

  
キ と 
り か 

ス ラ   
教 ッ 

117   

ルの 哲学に 

ま ｜ 

じ 

め 
1 

  於げ る 「現存と距離の 共存」 

棚
次
 
正
和
 

 
 

 
 

捉
え
ら
れ
よ
 う
 。
彼
の
 

 
 

 
 

（
私
の
身
体
）
と
道
 

 
 

 
 

あ
る
。
実
存
自
体
が
 

 
 

 
 

と
 自
己
回
復
と
し
て
 

 
 

 
 

も
 、
前
述
の
逆
説
は
 

 
 

 
 

彼
の
哲
学
的
探
求
に
 

 
 

 
 

々
の
横
位
を
特
徴
 付
 

 
 

す
る
努
力
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
 

 
 

、
相
互
主
体
性
 

 
 

と
 距
離
の
共
存
」
 



ず 的 た れ 遍 か な 読 劇 こ 時 ん に 領 は に 
で 契 経 セこ 的 こ セ る の 性 と の だ 哲 、 域 思 対 

（
 
上
 
l
 ）
 

 
 

 
 

の
 実
存
主
義
者
と
 

 
 

 
 

げ
 で
な
く
て
他
の
 

 
 

 
 

「
哲
学
」
以
外
 

 
 

と
は
で
き
な
い
。
 

 
 

 
 

超
え
る
反
響
を
呼
 

 
 

 
 

の
 内
的
連
関
は
当
 

 
 

 
 

妙
な
影
を
落
と
す
 

 
 

 
 

 
 

に
あ
っ
た
魂
の
悲
 

 
 

 
 

し
て
は
、
楽
譜
 解
 

 
 

 
 

が
 融
合
し
た
稀
有
 

 
 

 
 

」
Ⅰ
㏄
㏄
 ロ
 と
 っ
 

か
 は
述
懐
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

隣
接
し
な
が
ら
 普
 

 
 

 
 

 
 

 
 

島
々
で
あ
る
 0
 こ
 

 
 

 
 

 
 

迷
 と
矛
盾
に
満
ち
 

 
 

 
 

「
反
省
」
（
哲
学
 

 
 

 
 

羅
針
盤
と
な
る
は
 

 
 

 
 

一
端
を
窺
 う
 こ
と
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に
し
た
い
。
 

 
 

 
 

上
の
理
由
で
非
戦
闘
 

 
 

 
 

容
 さ
れ
た
傷
病
兵
に
関
 

 
 

 
 

観
念
論
の
残
津
を
払
拭
 

 
 

 
 

 
 

い
た
。
ま
た
、
人
間
の
 

 
 

 
 

域
 に
関
心
を
向
け
さ
せ
 

 
 

 
 

し
た
こ
と
は
間
違
い
な
 

 
 

 
 

大
戦
中
の
こ
う
し
た
 一
 

 
 

 
 

観
念
（
存
在
論
的
要
求
、
相
 
 
 

 
 

存
 と
そ
の
対
象
化
と
い
う
 

異
、
 

、
、
 

 
 

 
 

 
 

学
の
本
質
的
浮
動
、
或
い
は
 

と
 

（
 
ニ
リ
 

）
 

 
 

 
 

ぅ
 逆
説
的
視
点
か
ら
捉
え
る
 

 
 

 
 

拾
 い
て
垣
間
見
よ
う
と
す
る
 

樗
 

も
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 
学
 
哲
 
 
 

一
具
体
哲
学
の
中
心
的
所
与
１
１
実
存
 

ノ
ン
 

 
 
ノ
ン
 

 
  

 

 
 

ぅ
 こ
と
、
こ
れ
が
 根
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哲
学
は
、
そ
の
傍
観
的
性
格
の
故
に
 

 
 

も
 、
懐
疑
自
体
が
不
信
の
念
に
よ
っ
 

 
 

る
こ
と
を
免
れ
え
ま
い
。
こ
の
 ょ
ぅ
 

 
 

歓
 び
に
溢
れ
た
無
邪
気
さ
が
あ
る
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
 

 
 

的
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
発
見
 

 
 

た
 体
系
構
築
で
は
あ
り
え
ず
、
現
実
 

 
 

な
る
。
こ
の
堀
り
下
げ
（
 h
O
q
p
 

㏄
の
）
 

 
 

験
 に
は
陰
に
陽
に
内
的
欠
如
や
不
満
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
は
、
機
能
主
義
・
技
術
主
義
で
 

 
 

す
ら
、
「
当
り
前
」
と
い
う
心
理
的
 

 
 

の
 死
は
「
無
用
に
な
る
こ
と
」
で
し
 

 
 

ぃ
 。
共
在
感
覚
が
喪
失
さ
れ
た
場
面
 

 
 

内
通
し
合
っ
た
事
態
を
、
匿
名
の
官
 

 
 

間
の
尊
厳
が
犯
さ
れ
絶
望
が
蔓
延
 

 
 

を
 、
「
存
在
論
的
感
覚
の
喪
失
 一
と
 

 
 

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
精
神
の
領
域
に
 あ

る
。
現
代
人
は
誕
生
・
 タ
 ・
 死
 と
い
う
よ
 

カ
テ
ゴ
リ
 一
 を
当
て
は
め
て
済
ま
し
て
し
ま
 

か
な
く
、
「
技
術
の
場
」
で
は
人
格
は
無
機
 

で
 科
学
技
術
と
国
家
統
制
力
が
提
携
を
結
ぶ
 

僚
 制
度
が
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
 う
し
 

る
の
は
必
至
で
あ
る
 0
 マ
ル
セ
ル
は
、
こ
の
 

呼
ん
で
警
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
。
彼
の
哲
学
的
 

、
生
命
を
蘇
ら
せ
る
よ
う
な
流
れ
を
生
み
出
 

現
実
生
活
に
有
効
な
指
針
を
提
供
し
え
な
 い
 

て
 生
じ
た
 魂
 内
部
の
亀
裂
部
に
起
こ
っ
た
 一
 

な
価
値
判
断
停
止
や
不
信
に
対
し
て
、
存
在
 

。
こ
の
種
の
崇
高
さ
，
敬
虔
さ
に
満
ち
た
 信
 

（
 
几
り
 

）
 

す
る
 歓
 び
に
導
か
れ
た
哲
学
的
探
求
は
 、
超
 

0
 具
体
的
経
験
の
忍
耐
強
い
堀
り
下
げ
で
あ
 

と
い
う
観
念
に
 、
 既
に
経
験
が
内
的
に
変
性
 

が
 付
き
ま
と
 う
 が
 、
 実
は
こ
う
し
た
不
協
和
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マルセルの哲学に 於ける「現存と 距離の共存」  
 

彼
の
哲
学
は
「
絶
望
の
悪
魔
払
 い
 」
乃
至
は
「
夜
警
」
 
の
 哲
学
の
趣
を
有
し
て
 

い
る
。
 

 
 

 
 

体
 哲
学
 は
 「
こ
こ
で
 

 
 

 
 

え
ら
れ
て
い
る
し
 こ
 

 
 

 
 

 
 

何
よ
り
も
実
存
的
現
実
 

 
 

る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ほ
当
り
前
の
事
柄
で
は
あ
る
。
 し
か
し
、
こ
の
当
り
前
 

 
 

 
 

わ
れ
る
の
は
、
「
世
界
 

 
 

 
 

正
 な
る
哲
学
の
出
立
点
 

 
 

 
 

件
 そ
の
も
の
の
崩
壊
を
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

す
る
こ
と
に
感
嘆
 す
 

 
 

 
 

の
メ
 
十
の
が
石
お
）
つ
ま
り
 

 
 

 
 

へ
の
 開
 げ
で
あ
る
が
、
 

 
 

 
 

区
別
が
意
味
を
失
 う
ょ
 

 
 

 
 

実
存
」
 ほ
 「
私
自
身
 へ
 

 
 

 
 

全
て
の
連
鎖
を
按
配
 す
 

 
 

 
 

不
可
分
な
全
体
を
形
成
 

 
 

 
 

マ
ル
セ
ル
が
「
私
の
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ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

我
々
の
経
験
的
事
実
が
単
に
そ
こ
に
あ
る
（
 音
 R
%
 
）
 

 
 

0
 コ
ロ
の
）
事
実
と
し
 

 
 

 
 

あ
る
。
事
実
が
我
々
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
「
私
の
身
体
」
 

 
 

、
ま
た
実
存
 と
 非
実
存
の
境
界
が
立
て
ら
れ
る
指
標
」
 

口
 
Ⅲ
目
口
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

0
 コ
コ
 
③
）
と
い
う
よ
 

も
 、
む
し
ろ
熊
手
（
 由
 0
 コ
コ
 
が
 コ
 （
）
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

g
U
 。
㈹
現
実
に
対
 

 
 

 
 

悟
性
の
観
念
は
否
定
 
 
 

 
 

規
定
さ
れ
、
位
置
付
 

 
 

 
 

事
物
と
の
合
一
」
と
 

 
 

 
 

否
 か
を
吟
味
す
る
 

 
 

 
 

す
こ
と
、
以
上
の
五
 

 
 

 
 

似
 問
題
と
し
て
 解
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
㈲
実
存
的
 

釈
 が
主
観
論
に
陥
ら
ぬ
こ
と
の
吟
味
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

は
 、
形
而
上
学
の
 

 
 

 
 

コ
ギ
ト
 に
対
立
す
る
 
も 中 解 消 息 こ が け さ す り 事 は の て 
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マルセルの哲学に 於ける「現存と 距離の共存」  
 

 
 

（
Ⅱ
の
 

コ
の
 
で
 か
 Ⅱ
の
 
コ
 （
の
）
で
あ
 

 
 

 
 

存
 曲
事
実
を
否
定
す
れ
 

 
 

 
 

汀
コ
 （
 匡
 ）
で
あ
る
。
 受
 

 
 

 
 

」
の
境
界
地
帯
で
あ
 

 
 

 
 

の
み
な
ら
ず
、
私
を
私
 

 
 

 
 

使
命
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

誰
で
も
な
い
、
こ
の
 

 
 

 
 

の
 
（
 
日
 。
二
）
と
い
う
 所
 

 
 

 
 

「
私
」
と
「
身
体
」
に
 

 
 

 
 

の
 出
来
事
を
情
報
と
し
 

 
 

 
 

こ
の
 ょ
う
 な
、
心
身
二
元
 

 
 

 
 

体
 」
の
感
覚
的
状
態
の
 

 
 

 
 

的
 錯
誤
が
あ
る
。
こ
れ
 

 
 

 
 

身
体
 ｜
 主
体
 
宋
 。
 も
 の
・
 

 
 

 
 

関
係
を
拒
む
「
媒
介
 不
 

可
能
な
直
接
性
」
で
あ
る
。
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と
の
動
的
交
錯
と
し
 

 
 

 
 

が
あ
る
。
 

 
 

 
 

解
 で
あ
る
。
し
か
 

 
 

 
 

る
 為
の
一
つ
の
 存
り
 

 
 

 
 

 
 

れ
る
。
即
ち
思
考
は
 

 
 

の
 為
に
、
抽
象
 し
ぅ
る
 特
権
を
享
受
す
る
」
 

血
巴
 も
の
と
な
る
。
こ
の
 思
 

 
 

 
 

 
 

と
 言
わ
れ
る
。
下
位
 実
 

 
 

 
 

げ
ら
れ
た
も
の
（
 0
 す
十
 

 
 

単
に
主
観
の
前
に
展
開
さ
れ
た
光
景
（
も
の
の
 
巨
 n
P
 

の
）
 

で
あ
る
こ
と
を
木
質
と
 

（
 
9
 ）
 

 
 

 
 

共
に
、
実
在
的
存
在
も
 

 
 

 
 

、
そ
こ
に
発
生
し
て
い
 

 
 

 
 

が
 形
成
す
る
三
極
関
係
 

 
 

 
 

わ
れ
た
外
部
か
ら
、
 
そ
 

 
 

"
 
て
し
て
、
「
対
象
。
 一
は
 名
前
に
代
置
さ
れ
、
「
記
号
」
 

に
 取
り
囲
ま
れ
て
 他
と
 

 
 

 
 

伴
 う
二
禧
 関
係
的
な
 認
 

二
 
実
存
と
反
省
 



マルセルの哲学に 於ける「現存と 距離の共存」  
 

 
 

ろ
 う
 。
 

 
 

 
 

一
 つ
は
 存
在
 

 
 

 
 

、
ム
フ
 
一
つ
 

 
 

 
 

連
鎖
の
矛
盾
で
あ
 

 
 

 
 

る
 転
換
が
必
要
と
 

た
ろ
 う
 。
 

 
 

 
 

ど
 自
家
撞
着
に
 

 
 

 
 

 
 

改
造
を
行
い
 う
る
 

 
 

 
 

で
あ
る
よ
う
な
「
 
 
 

 
 

田
コ
 
じ
 
と
す
れ
ば
 

 
 

 
 

 
 

し
て
の
第
二
次
 

 
 

 
 

具
体
的
に
は
他
者
 

 
 

 
 

、
自
己
分
裂
（
 他
 

 
 

 
 

ち
 
「
我
と
 
汝
 」
 の
 

 
 

 
 

種
の
反
省
の
交
錯
 

 
 

 
 

考
の
常
態
の
転
倒
 

 
 

相
応
し
い
 0
 こ
の
恩
寵
の
瞬
間
に
、
疎
遠
な
「
対
象
」
 

が
そ
れ
公
田
）
 
か
 

 
 

（
 
ヨ
 o
p
 
）
に
帰
り
、
「
我
と
 汝
 」
の
二
極
関
係
（
あ
 つ
 つ
 0
 Ⅱ
 ヰ
 生
せ
が
 
隼
 五
目
 の
 ）
 が ら を で 共 者 を 反   思 、 金 筈 
現 故 意 あ 在 批 裁 省 そ 考 弛 し なる る 。 （）を 対対 
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「
汝
は
誰
か
」
と
 呼
 

 
 

 
 

 
 

 
 

他
方
を
採
る
と
い
っ
た
 

に
 問
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ぎ
 相
補
的
な
性
格
の
も
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

的
 発
動
力
と
し
て
 湧
 

 
 

 
 

れ
る
こ
と
を
指
し
て
い
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
 止
ま
ら
ず
に
、
主
観
 

を
 超
え
た
価
値
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

る
か
ら
で
あ
る
。
 
一
 

 
 

 
 

と
い
う
疑
念
に
捕
え
 も
 

 
 

 
 

「
呼
び
か
け
」
（
正
確
 

 
 

 
 

実
性
が
一
体
と
な
り
、
 

 
 

り
 、
そ
の
 座
 と
な
る
。
 

 
 

 
 

「
問
題
本
来
の
所
 

 
 

 
 

題
 」
 
且
 町
口
を
指
す
 

 
 

 
 

往
 に
参
与
す
る
我
々
の
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マルセルの哲学に 於ける「現存と 距離の共存」 

アブ 

「
実
存
 

対
立
す
 

一
 一
 

」
と
「
 

る
も
の
 実

存
と
存
在
（
Ⅰ
）
 

存
在
。
 
一
は
 、
マ
ル
セ
 

と
し
て
主
題
化
さ
れ
 
たル もの   

1
 
存
在
と
所
有
の
境
界
地
帯
と
し
て
の
英
 

哲
学
的
探
求
に
 拾
 い
て
別
々
に
追
求
さ
れ
た
 

の
で
あ
り
、
「
存
在
」
は
機
能
主
義
が
濫
用
 存

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
「
実
存
」
 
は
 対
象
的
認
識
  
 1
2
 

さ
れ
て
い
る
現
代
社
会
に
対
す
る
警
鐘
と
し
て
 

実
存
に
受
胎
的
に
照
射
さ
れ
る
啓
示
で
あ
る
。
 っ
 

で
、
既
に
共
在
（
即
ち
 愛
 ）
の
関
係
の
中
に
置
か
 

省
 に
よ
り
愛
に
よ
っ
て
の
み
把
握
さ
れ
、
何
ら
か
 

変
身
す
る
時
、
我
々
の
 境
 位
も
認
識
論
的
地
平
 か
 

識
 様
式
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
共
在
を
実
現
す
 

ら
な
い
故
に
、
存
在
自
体
を
解
明
す
る
こ
と
は
 望
 

さ
て
、
批
判
的
分
解
の
能
力
と
し
て
の
第
一
次
 

そ
れ
は
、
い
わ
ば
試
練
を
経
た
後
の
、
従
来
と
は
 

面
へ
の
沈
潜
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
他
者
に
開
か
 

 
 

し
て
の
自
己
を
再
び
集
め
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
 

へ
の
和
ら
ぎ
」
や
「
…
…
へ
の
放
下
」
の
様
相
を
 

れ
て
自
失
す
る
直
観
と
違
っ
て
 、
 何
よ
り
も
自
己
 

る
 共
在
的
存
在
構
造
に
根
差
す
自
己
を
再
認
す
る
 

 
 

げ
に
応
答
す
る
と
い
う
仕
方
 

 
 

っ
て
、
そ
れ
は
「
第
二
次
 反
 

 
 

「
問
題
」
が
「
神
秘
」
へ
と
 

 
 

は
 存
在
の
共
在
に
参
与
す
る
 認
 

 
 

在
へ
の
参
与
の
様
式
に
他
 な
 

 
 

私
 な
の
で
あ
る
。
 

 
 

る
 自
己
は
如
何
な
る
も
の
か
。
 

 
 

す
る
自
己
に
の
み
、
却
っ
て
 内
 

へ
け
 
@
 
）
 

 
 

呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
統
一
態
と
 

 
 

潜
心
は
、
通
常
「
…
…
の
現
存
 

 
 

あ
り
、
ま
た
核
心
に
迫
る
に
つ
 

 
 

自
我
の
島
性
の
根
底
に
拡
が
 

自
己
で
あ
る
。
 



 
 

 
 

件
へ
の
顧
慮
に
よ
っ
て
 

 
 

 
 

永
 さ
れ
た
も
の
で
あ
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

的
 磁
場
全
体
の
中
心
 

 
 

 
 

「
私
の
身
体
」
を
 、
思
 

 
 

 
 

に
し
た
も
の
だ
が
、
お
 

 
 

離
の
否
定
）
に
よ
っ
て
木
質
的
に
挫
か
れ
て
し
ま
う
。
 感
覚
を
外
界
の
事
象
の
 

 
 

 
 

的
 観
点
か
ら
は
廃
棄
さ
 

 
 

 
 

れ
る
。
し
か
し
、
「
 受
 

 
 

 
 

あ
る
。
「
受
肉
」
に
 不
 

 
 

 
 

な
 「
身
体
 
｜
 主
体
」
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

的
に
限
定
さ
れ
た
 時
 

 
 

 
 

」
の
神
秘
の
現
存
に
 於
 

 
 

 
 

ぅ
 る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

は
な
く
て
、
生
け
る
 

 
 

 
 

び
 か
げ
と
し
て
蘇
生
し
 

 
 

 
 

（
記
録
）
の
貯
蔵
庫
で
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マルセルの哲学に 於ける「現存と 距離の共存」 
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回 接 近 ろ 路 す ね 身 

こ を の証 必 

の、 、 し   

    

  

侃 
Ⅰ 02     

換 代 に 況 現 の 。 程 
」 

を 
と 

し 
て   
位置 

入 せ っ こ と に 的 

付   
げ 状 機 枠 「 あ 実 「 復   
ら 。 の 八 案 約 、 を 下 
れ 
る 

  
の "     
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「
内
属
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 、
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い
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対
立
で
あ
る
 0
 戸
田
 は
 

 
 

 
 

私
自
身
に
他
な
ら
ず
、
 

 
 

 
 

体
を
持
っ
て
い
る
今
生
 
 
 

 
 

隠
す
こ
と
」
で
も
あ
る
 
 
 

 
 

者
か
ら
の
脅
威
と
世
界
 

 
 

 
 

方
で
所
有
す
る
こ
と
）
 

 
 

す
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

奴
の
弁
証
法
の
よ
う
 

 
 

 
 

か
ら
に
は
、
 p
 三
の
側
 

 
 

 
 

場
 ム
ロ
、
自
殺
と
い
う
 惨
 

 
 

 
 

。
反
対
に
由
 日
 Ⅰ
よ
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よ
っ
て
不
断
に
更
新
さ
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へ 枢 西 

  
か て 中 
ら い で 

  
  
  
室主 驚 
と り ら 

  
  
な 恭生 
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て の 
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人
 ）
 

 
 

他
者
 

漸
減
 を

 
前
に
し
て
 付
 げ
ら
れ
た
ア
ク
セ
ン
ト
 

の
よ
う
な
「
自
己
」
の
日
常
的
在
り
様
は
 

 
 

や
世
界
の
観
念
、
或
い
は
影
が
映
し
出
さ
 

す
る
同
心
円
的
領
域
に
応
じ
て
配
列
さ
れ
 

  

な
の
で
あ
る
 

、
世
界
へ
の
 

れ
る
。
そ
れ
 

た
精
神
空
間
  

 

 
 

 
 

識
 と
い
う
遮
蔽
嘉
に
 

 
 

、
執
着
と
関
心
が
 

 
 

を
 閉
じ
込
め
る
 殻
 

Ⅱ
℡
 棚
 U
 の
で
 占
か
 

り
る
。
 

 
 

 
 

が
 、
事
実
上
は
絶
え
 

ず
 
「
所
有
」
へ
の
傾
動
を
内
感
し
て
い
る
。
し
か
し
、
  

 

の
 身
体
を
持
っ
て
い
る
 

 
 

 
 

コ
ツ
 
の
 日
 。
臣
の
。
Ⅱ
 

づ
 ㏄
）
」
 

 
 

 
 

る
と
い
う
の
は
、
真
実
 

 
 

を
 示
す
に
止
ま
る
。
 

 
 

 
 

確
立
さ
れ
る
の
か
。
 

 
 

 
 

は
僕
だ
 ょ
 」
と
得
意
 然
 

 
 

 
 

誰
で
も
な
 い
 「
私
」
 だ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

斤
 さ
れ
る
べ
き
人
達
 と
 

 
 

 
 

己
 満
足
の
共
鳴
者
」
の
 

 
 

 
 

す
る
「
他
者
に
と
っ
て
 

 
 

 
 

或
る
部
分
に
他
者
（
 証
 

れ
て
行
く
素
材
と
な
り
、
 

 
 

華
し
 、
存
在
（
 か
 （
「
の
）
の
中
に
変
質
し
ょ
う
と
す
る
」
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い
る
は
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で
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さ
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た
一
種
の
表
現
」
 

 
 

 
 

ぃ
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か
 ）
」
と
呼
ば
れ
、
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現
存
と
自
己
執
着
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

念
の
皮
膜
を
突
 き
破
 

 
 

 
 

て
汝
 と
な
る
に
従
っ
 

 
 

 
 

で
 互
い
に
他
に
対
し
て
 

 
 

 
 

自
分
自
身
に
も
近
づ
く
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
 
毬
 ）
 

 
 

 
 

る
こ
と
を
再
認
す
る
 内
 

 
 

 
 

に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

世
界
で
は
な
い
。
 自
 

 
 

 
 

面
的
自
我
と
い
う
よ
り
 

 
 

 
 

れ
る
。
自
己
超
越
・
 現
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
は
な
い
道
程
的
性
格
 

 
 

 
 

え
る
だ
ろ
う
。
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上
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断
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て
 定
義
さ
せ
る
も
の
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し
 分
解
不
可
能
な
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何
処
ま
で
も
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「
存
在
」
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統
的
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理
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不
離
の
関
係
を
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っ
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

 
 性
は
、
 
我
々
の
「
実
存
」
の
 

。
 
口
と
マ
ル
セ
ル
の
言
 
は
も
は
や
実
存
し
な
い
」
は
で
き
な
い
」
 

コ
 

う
 
口
 
存
在
が
存
 

℡
 鵠
 

 
   

 
 

存
在
」
に
つ
い
て
 

語
 

 
 

性
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の
中
で
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場
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を
再
認
す
る
 

（
 
お
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o
 

コ
コ
ム
（
「
の
）
こ
と
で
も
あ
る
。
 

 
 

伴
い
な
が
ら
置
か
れ
た
立
場
を
感
謝
す
る
 

 
 

だ
け
で
、
「
真
理
」
を
養
育
し
充
実
さ
せ
る
 

 
 

 
 

 
 

す
 ）
」
Ⅱ
℡
 
め
 日
や
「
 叡
 

 
 

 
 

い
 て
で
あ
る
。
そ
の
返
照
 

 
 

 
 

あ
る
。
見
知
ら
ぬ
花
を
 

 
 

 
 

こ
の
も
の
」
と
指
示
し
 

 
 

 
 

境
 位
の
特
質
に
関
わ
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通
し
た
存
在
論
的
病
弊
 

 
 

治
癒
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 で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

る
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個
別
の
諸
存
在
 

 
 

 
 

学
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
 色
 

 
 

 
 

 
 

 
 

的
 衰
弱
に
よ
っ
て
の
み
 

し
て
自
分
自
身
を
扱
 

 
 

 
 

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
 
そ
 
 
 

 
 

や
 表
現
可
能
な
一
切
の
 
 
 

 
 

を
 呼
ぶ
こ
と
は
、
相
互
 

 
 

 
 

的
 認
識
場
面
を
、
そ
の
 

 
 

取
り
直
す
こ
と
に
手
掛
り
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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る
 。
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悪
の
根
源
と
目
 

 
 

 
 

働
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に
よ
っ
て
な
の
で
 

 
 

 
 

な
 Ⅱ
い
か
り
だ
よ
っ
て
三
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う
 

 
 

 
 

超
え
た
或
る
不
思
議
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的
確
信
に
基
づ
い
て
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か
な
結
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目
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探
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え
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な
ら
ぬ
 

 
 

 
 

探
求
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或
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し
た
 

 
 

 
 

を
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ま
せ
る
眩
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さ
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す
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と
し
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の
み
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初
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意
味
を
担
 う
時
 、
我
々
 

 
 

移
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

放
さ
れ
る
限
り
に
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我
々
は
自
己
を
内
面
に
向
け
る
潜
心
が
可
能
と
な
る
。
 こ
の
潜
心
は
確
か
に
 或
 

 
 

 
 

と
も
こ
の
人
生
に
 拾
 い
 

 
 

て
は
埋
め
る
こ
と
は
望
み
え
な
い
間
隙
が
常
に
あ
る
」
 

 
 

の
の
三
の
）
」
の
肯
定
は
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な
く
、
謙
譲
と
畏
敬
と
感
嘆
 と
 

 
 

や
か
れ
る
べ
き
で
 ハ
リ
 

士
 る
 。
」
 促
 解
 し
 

 
 

な
も
の
（
裏
切
り
を
含
む
）
で
 

為
 た
る
「
自
由
」
が
発
生
す
る
の
は
、
こ
の
「
実
存
」
 と
「
存
在
」
の
接
合
点
で
あ
る
。
 

 
 

い
ろ
。
し
か
し
、
自
由
な
存
在
だ
 

 
 

か
も
そ
の
自
由
な
自
己
は
自
ら
を
 

 
 

説
 が
生
ま
れ
る
の
は
、
こ
こ
で
あ
 

 
 

か
げ
に
対
す
る
「
応
答
の
自
由
 

 
 

る
 場
と
し
て
の
所
与
、
否
む
し
 

 
 

模
 で
の
破
局
的
状
況
（
技
術
化
 

 
 

観
者
的
な
悲
観
論
者
で
は
断
じ
 

 
 

こ
か
ら
直
ち
に
信
仰
へ
と
勇
躍
 

 
 

ら
か
の
断
定
を
下
し
 ぅ
る
 為
の
条
 

 
 

存
を
堀
り
下
げ
て
そ
の
受
肉
的
 

 
 

コ
 0
 仁
の
 

0
5
 

日
 8
 
（
我
等
在
り
）
 

快
 
確
か
に
見
届
け
ね
ば
な
る
ま
い
。
 

あ
る
。
自
己
自
身
に
よ
っ
て
自
己
創
造
す
る
 行
 

存
在
を
贈
与
と
し
て
受
け
取
る
か
、
そ
れ
を
 拒
 

げ
が
実
存
を
事
物
に
内
属
し
た
死
の
方
向
に
引
 

創
造
行
為
の
主
体
と
し
て
よ
り
も
却
っ
て
贈
与
 

る
 。
そ
れ
故
に
、
自
由
の
根
本
性
格
は
決
定
論
 

」
に
あ
る
。
我
々
の
存
在
条
件
で
あ
る
受
肉
 

ろ
 贈
与
な
の
で
あ
る
。
 

に
よ
 る
精
神
の
空
洞
化
）
の
到
来
の
可
能
性
を
 

て
な
 い
 0
 彼
は
「
最
後
の
言
葉
は
不
安
で
は
な
 

す
る
宗
教
者
な
の
で
も
な
い
。
彼
の
哲
学
的
態
 

件
を
自
ら
に
問
 う
 と
い
う
節
度
を
守
っ
て
 い
 

道
程
的
性
格
を
浮
彫
り
に
し
て
行
く
過
程
で
、
 

の
形
而
上
学
的
共
在
の
場
へ
と
超
脱
し
た
こ
と
 

が
 同
時
に
支
配
す
る
調
子
の
中
で
、
む
し
ろ
 眩
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目
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の
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存
在
」
の
充
溢
と
そ
れ
に
参
与
す
る
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実
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」
と
 
の
間
に
も
宿
っ
て
い
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。
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（
 
0
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の
 ヰ
コ
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二
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え
な
ん
だ
」
と
告
白
し
て
い
る
戸
田
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こ
の
逆
説
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体
が
有
す
る
意
味
を
 

 
 

の
 特
質
を
明
ら
か
に
す
る
作
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と
も
な
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だ
ろ
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。
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は
い
か
な
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主
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の
二
元
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上
に
捉
え
る
な
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い
る
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で
あ
り
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こ
 
う
 

 
 

 
 

ろ
 う
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る
 努
力
の
中
で
獲
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（
 
れ
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た
 世
界
を
直
視
す
る
 

 
 

 
 

を
 看
取
し
て
い
る
。
 
こ
 

 
 

 
 

与
す
る
場
と
通
底
し
て
 

終
り
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0
0
 円
 

岡
田
行
弘
 

瓜
生
 津
隆
 真
薯
 

書
評
と
紹
介
 

 
 

 
 

遺
産
 稔
 

 
 

マ
ー
ク
 人
 

 
 

の
ト
コ
ヰ
 
す
の
 

 
 

の
ヰ
 
E
 隼
 （
 
e
 Ⅰ
 

 
 

立
場
か
ら
 

 
 

目
差
し
て
 

 
 

哲
学
の
展
 

 
 

解
明
し
、
 

 
 

て
ら
れ
て
 

 
 

品
の
真
偽
 

 
 

作
品
が
下
 

 
 

意
欲
 作
で
 

あ
る
。
 

 
 

ん
で
 

 
 

龍
樹
論
 

 
 

シ
ュ
ナ
の
 

 
 

ぬ
柵
ヒ
 「
 臆
卸
 

 
 

、
わ
が
 国
 

 
 

歩
 を
築
 い
 

 
 

高
い
評
価
 

 
 

 
 

こ
に
、
 
ナ
 

 
 

 
 

て
 結
実
し
②
 

 
 

を
 こ
 う
 英
昭
 
 
 

約
し
て
い
る
。
 



 
 

一
章
で
 

 
 

の
 真
偽
性
 

 
 

菩
提
資
糧
 

 
 

・
一
致
 点
 

 
 

ナ
 ー
ガ
ー
 

 
 

。
特
に
三
 

 
 

定
 的
な
 鍵
 

 
 

が
 金
色
で
 

 
 

で
あ
り
、
 

 
 

）
が
天
ぎ
 

 
 

沙
論
 田
と
 

 
 

所
説
を
 

 
 

あ
る
 

 
 

有
王
 正
 

 
 

ル
ジ
ュ
 

 
 

菩
提
 資
 

 
 

研
究
さ
 

 
 

と
し
て
 

 
 

、
空
性
 

 
 

さ
と
 深
 

 
 

徹
底
し
 

 
 

き
 出
さ
 

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
」
 

 
 

ゾ
ュ
ナ
 の
 
 
 

 
 

。
幸
人
中
五
目
 

十
の
 
N
 

 
 

五
 %
m
 
ヒ
第
 

㈲
 

 
 
 
 

 
 

依
然
と
し
 

 
 

さ
れ
た
 原
 

 
 

の
 チ
ベ
ッ
 

 
 

る
が
、
今
 

 
 

と
っ
て
 大
 

変
 有
益
で
あ
る
。
 

 
 

ル
件
 
ぃ
口
帥
才
卜
 

 
 

チ
ベ
ッ
ト
 

訳
と
 、
著
者
が
そ
れ
か
ら
還
元
し
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
 

文
 を
並
記
し
て
 示
 

 
 

て
 チ
ャ
ン
 

 
 

な
 説
明
を
 

 
 

解
釈
す
る
 

 
 

の
た
め
に
 

 
 

ガ
一
ル
ジ
 

 
 

を
 深
め
る
 

 
 

｜
 ル
ジ
ュ
 

 
 

類
似
し
た
 

 
 

先
駆
的
 思
 

 
 

論
 ヒ
中
に
 

 
 

す
る
こ
と
 

 
 

い
ろ
。
 そ
 



 
 

平
等
性
」
 

 
 

「
十
地
 

 
 

い
る
。
 

 
 

ジ
ュ
ナ
 

 
 

般
若
経
 ヒ
 

 
 

確
立
し
た
 

 
 

に
 答
え
る
 

 
 

側
面
①
 空
 

 
 

空
性
の
立
 思
 

 
 

@
 ヴ
ァ
ヴ
 

 
 

、
空
性
 と
 

 
 

深
い
。
 い
 

 
 

に
 教
わ
れ
 

 
 

制
 し
て
、
 

 
 

、
あ
る
 ぃ
 

 
 

め
て
密
接
 

 
 

三
十
額
口
 

 
 

所
得
」
 

 
 

さ
れ
な
 

 
 

二
面
か
ら
 

 
 

い
る
。
以
上
の
 

 
 

ち
で
あ
る
。
 こ
 

 
 

幅
 
表
現
（
否
定
的
 

 
 

点
か
ら
 考
  
 

一
 視
す
べ
 

 
 

認
識
の
問
 

 
 

学
的
実
在
 

 
 

え
る
我
々
 

 
 

す
る
。
 

 
 

、
菩
薩
 

 
 

の
 思
想
に
 

 
 

著
者
は
、
 

 
 

ど
 う
 考
え
 

 
 

ュ
ナ
 の
 自
 

 
 

て
 、
そ
れ
 

 
 

し
 、
こ
の
 

 
 

、
と
説
明
 

 
 

の
 最
初
の
 

 
 

す
 。
こ
こ
 

 
 

へ
 導
く
 

 
 

ジ
ュ
ナ
 

 
 

の
と
は
 見
 

 
 

め
て
い
る
 

 
 

に
 関
し
 

 
 

菩
提
資
糧
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
1
4
5
 

 
  
 
 
  
 



 
 

で
あ
る
。
 

 
 

て
く
る
。
 

 
 

ル
ジ
ュ
 ナ
 

 
 

て
 圭
三
昧
 

に
 他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
 

 
 

る
立
尼
 

 
 

不
生
経
口
 

 
 

部
分
 非
存
 

 
 

が
 空
で
あ
 

 
 

が
あ
る
、
 

 
 

同
一
視
さ
 

 
 

 
 

 
 

取
り
上
げ
 

 
 

い
 る
が
、
 

 
 

し
 、
さ
ら
 

 
 

@
 
）
 
プ
甲
、
 
Ⅱ
 
1
 
ノ
し
 

 
 

と
が
明
快
 

に
 説
明
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

コ
メ
ン
 

 
 

る
も
の
で
 

 
 

る
 絶
対
 否
 

 
 

と
は
 と
か
 

 
 

、
 次
の
指
 

摘
を
我
々
は
常
に
亡
心
れ
て
は
な
ら
な
い
。
 

 
 

し
て
い
 

 
 

を
よ
 く
 解
 

 
 

、
実
践
の
 

 
 

か
ら
議
論
 

 
 

を
 明
確
に
 

 
 

の
 全
体
像
 

 
 

ヒ
 に
つ
い
 

 
 

「
千
住
 

 
 

と
は
、
 極
 

 
 

ュ
ナ
 あ
る
 

 
 

心
を
寄
せ
 

6
 人
に
と
っ
て
見
過
す
こ
と
の
で
き
な
い
好
著
で
あ
る
。
 

 
 

の
の
 

 
 

 
 

大
切
で
Ⅱ
 

 
 

惟
 の
 論
 

⑧
 
 
 
 
 

 
 

れ
ら
が
 

 
 

定
 を
通
 

 
 

原
理
に
 

 
 

お
い
て
 

 
 

理
的
思
 

 
 

に
す
る
 

 
 

わ
 け
 で
 

は
な
い
。
」
 



書評と紹介 

 
 

っ
て
今
日
 

校
長
 有
 愛
著
 

 
 

称
す
る
。
 

 
 

の
で
あ
 

必
由
教
 
・
コ
ス
モ
ス
と
マ
ン
ダ
ラ
 

 
 

イ
ン
ド
の
 

日
本
放
送
出
版
協
会
一
九
八
五
年
九
月
二
十
日
刊
 

 
 

倫
を
害
す
 

B
6
 判
 二
 二
四
頁
（
 N
H
K
 
ブ
ッ
ク
ス
 4
8
6
 ）
七
五
 0
 円
 

 
 

ら
な
か
っ
 

干
潟
 
龍
祥
 

 
 

ツ
ト
 密
教
 

 
 

の
派
 と
な
 

 
 

主
に
な
っ
 

っ
て
い
る
。
 

 
 

あ
ろ
う
。
 

 
 

願
 の
 日
 

 
 

等
と
し
た
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

教
の
中
 

 
 

に
し
た
。
 

 
 

 
 

は
人
間
な
る
，
 以
 ロ
コ
ス
 

 
 

 
 

取
り
入
れ
る
こ
と
な
り
と
 

 
 

 
 

q
p
 
）
 o
 の
 曲
 ）
（
十
八
道
、
金
 

 
 

 
 

頂
を
 受
け
て
悉
地
成
就
 

 
 

 
 

法
濯
 頂
を
恵
果
よ
り
支
げ
 

 
 

 
 

わ
を
終
っ
て
伝
法
権
原
 を
 

 
 

 
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

こ
れ
は
行
者
が
生
来
 持
 

 
 

 
 

と
を
目
的
と
し
た
戒
で
あ
 

 
 

て
 伝
え
ら
る
。
 

 
 

二
つ
の
 

 
 

ム
ロ
 
密
と
云
 

 
 

 
 

と
と
の
っ
て
い
な
い
た
め
 

147 (289) 



 
 

聞
 さ
れ
て
 

 
 

る
の
で
あ
 

 
 

密
を
二
種
 

 
 

い
て
で
あ
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

如
来
 

 
 

品
皿
 
（
 
2
%
 

 
 

）
 ｜
 不
空
 

 
 

記
伝
の
方
 

 
 

か
ヨ
 
甘
の
）
 

、
 

 
 

睡
 る
除
 

 
 

金
剛
 薩
睡
 

 
 

 
 

げ
て
ぃ
 

る
 。
 

 
 

づ
 初
め
 

 
 

表
現
し
、
 

 
 

義
 だ
と
い
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

ど
の
意
に
 

 
 

な
も
の
 

 
 

ダ
ラ
 で
あ
 

る
と
す
る
。
 

 
 

種
 マ
ン
  
 

 
 

 
 

を
 三
昧
耶
Ⅱ
 

 
 

字
 で
表
⑨
 

 
 

界
 の
 し
 
は
㏄
 

 
 

わ
 す
を
 法
 

 
 

Ⅱ
 
ョ
 さ
具
 

 
 

し
て
両
部
 

 
 

上
人
の
請
 

 
 

ぅ
 は
空
海
 

 
 

わ
れ
る
 様
 

 
 

い
て
お
こ
 

 
 

来
し
 善
血
 

 
 

本
に
は
 伝
 

 
 

院
の
壁
画
 

 
 

ダ
ラ
 の
 研
 

 
 

時
 国
史
学
 

 
 

受
賞
著
書
）
 

を
 参
照
。
 

 
 

チ
ベ
 

 
 

と
 何
等
 か
 

 
 

と
 せ
ら
れ
 

 
 

気
記
 」
に
 

 
 

表
 わ
れ
て
 

 
 

摩
 マ
ン
ダ
 



書評と紹介 

    
  

  

  
て 
  

る 。 

法 
身 
  
法 

そ 
の   

も 

の 

は 
営，   
149 (29 Ⅰ ) 



 
 

（
釈
尊
の
 

 
 

っ
た
 時
の
 

 
 

の
二
 一
仏
身
 

 
 

る
 釈
尊
が
 

 
 

動
な
ど
し
 

 
 

法
身
の
説
 

 
 

て
 来
た
。
 

 
 

よ
っ
て
 新
 

 
 

と
す
る
。
 

 
 

法
身
が
生
 

 
 

化
す
る
の
 

 
 

る
と
の
 説
 

 
 

は
 自
覚
 と
 

 
 

が
 覚
り
を
 

 
 

の
間
に
 梵
 

 
 

法
 に
重
み
 

 
 

て
 初
め
て
 

 
 

は
ず
。
 仏
 

 
 

慈
悲
 も
 の
 

 
 

）
。
そ
の
 
如
 

 
 

活
動
を
せ
 

 
 

（
そ
れ
で
 

 
 

な
い
（
 こ
 

 
 

此
処
に
は
 

う
 。
 

 
 

1
5
5
 

 
 

広
め
 三 で 

触
れ
て
い
な
い
。
 

 
 

そ
の
 
一
 

 
 

に
し
て
お
 

 
 

わ
ら
ず
こ
 

 
 

だ
 、
と
す
 

 
 

に
よ
っ
て
 

 
 

の
だ
と
す
 

る
 。
 

 
 

現
在
世
 

 
 

こ
う
い
っ
 

 
 

る
こ
と
が
 

 
 

身
仏
 と
い
 

 
 

が
 、
現
在
 

 
 

 
 

即
身
成
仏
 

 
 

と
を
自
覚
 

 
 

特
色
と
な
 

 
 

問
 修
行
す
 

 
 

て
 ぎ
て
い
 

 
 

魅
せ
ら
れ
 

 
 

は
 精
神
楽
 

 
 

上
人
は
云
 

(292) 150 



身
 と
は
異
な
り
）
で
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
法
身
と
見
 

る
の
で
あ
る
（
何
れ
奥
義
を
現
実
社
会
に
あ
て
 は
め
て
総
括
し
た
も
の
で
、
特
に
云
 
う
 べ
 き
 も
 

も
 大
日
如
来
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
。
）
に
つ
い
て
 解
 諒
 す
る
。
そ
の
典
拠
の
は
な
い
。
 

と
し
て
不
空
調
 め
 「
分
別
 聖
 位
法
門
」
と
「
金
剛
 
頂
愉
伽
径
 十
八
金
指
 

帰
 」
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
等
 
流
身
 」
 こ
 そ
は
 密
教
特
有
の
仏
 

鼻
 で
あ
る
と
す
る
。
（
こ
れ
は
六
道
の
衆
生
に
等
し
 

く
 流
れ
た
身
、
例
 
へ
 

ぱ
 地
獄
の
衆
生
を
救
 う
 に
は
自
ら
地
獄
の
衆
生
と
 
等
 し
い
身
と
な
っ
て
 、
 

そ
の
地
獄
の
衆
生
を
救
 
う
 の
で
あ
る
。
餓
鬼
を
救
 
う
 に
は
自
ら
餓
鬼
の
身
 

と
な
っ
て
餓
鬼
を
救
 う
 …
…
の
如
く
）
 

P
.
 

珊
で
三
輪
 

身
 
（
自
性
 輪
 ・
正
法
輪
・
教
令
 輪
 ）
 を
 挙
げ
る
が
、
 そ
 

の
輪
 
（
の
㏄
 
ァ
あ
 ）
と
は
説
法
の
道
具
の
こ
と
で
、
 
自
 性
輪
身
 と
は
仏
陀
 身
 

を
 以
て
説
法
す
る
こ
と
、
正
法
輪
 
身
 と
は
仏
の
正
法
 を
 説
法
の
道
具
と
す
 

る
の
で
、
こ
れ
は
菩
薩
を
指
す
。
教
令
 
輪
鼻
 と
は
 仏
 の
 教
令
を
説
法
の
道
 

具
 と
す
る
身
で
、
こ
れ
は
明
王
（
不
動
明
王
の
如
 
き
 ）
を
指
す
。
こ
れ
は
 

難
化
の
衆
生
を
縛
 縄
 で
し
ば
り
つ
げ
剣
を
持
っ
て
 
威
 嚇
す
る
な
ど
し
て
 
説
 

法
を
聴
か
 含
 め
る
身
で
あ
る
。
こ
の
教
令
 
輪
身
 は
そ
 の
形
 相
は
 イ
ン
ド
教
 

の
シ
ヴ
 
（
の
 
守
ゅ
 ）
神
の
如
ぎ
が
仏
教
の
中
に
移
っ
て
 
来
て
密
教
の
明
王
 

（
仏
の
智
志
（
 明
 ）
を
待
ち
な
が
ら
威
力
あ
る
王
者
の
 
相
 な
し
て
い
る
）
 

と
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の
教
令
 
輪
 身
は
密
教
特
有
の
 仏
身
で
あ
る
。
 

P
.
 

珊
で
仏
と
人
間
と
は
木
質
的
に
一
つ
で
あ
る
、
 

、
 
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
 

と
 マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
は
一
体
で
あ
る
こ
と
を
 
愉
伽
の
 体
験
で
確
認
す
る
、
 

介
 

こ
れ
が
即
身
成
仏
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
 
を
 有
名
な
偶
で
 頚
 し
て
い
 

万
目
 

 
 

酪
る
 「
六
大
無
碍
 常
輸
伽
 
・
四
種
 曇
茶
 各
不
離
・
 三
密
加
持
 速
 涙
顔
重
々
 帝
 

P
.
 礫
 以
下
五
、
社
会
と
個
人
の
標
題
で
従
来
 述
 べ
来
 っ
た
密
教
の
 

151@ (293) 



昨
年
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論
調
査
機
関
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
・
 
ポ
一
 
ル
社
が
 、
 

「
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
正
 
0
 年
 

一
九
三
五
 ｜
 一
九
八
 五
 
（
 
勾
缶
は
 
w
o
 
コ
田
コ
 

ト
 日
の
Ⅰ
 
ロ
 
c
a
 
 

印
 。
お
 曲
お
 -
 
あ
の
 
で
ぢ
ざ
 ）
 
目
 と
い
う
五
六
 頁
の
小
冊
子
を
発
行
 

し
た
。
宗
教
に
関
す
る
様
々
な
世
論
調
査
を
墓
に
 
、
 五
 0
 年
間
の
占
ホ
教
の
 

変
動
を
統
計
か
ら
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
試
み
で
 
あ
る
。
 

こ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
過
去
半
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
 
の
 宗
教
的
特
徴
を
 

最
も
適
切
に
昌
二
戸
 

ぃ
 表
す
言
葉
は
「
安
定
（
 降
 き
ま
 せ
 ）
」
で
あ
る
と
い
う
。
 

宗
教
の
動
向
を
概
観
す
る
と
、
 五
 0
 年
前
と
際
立
っ
 た
 変
動
を
見
出
だ
 す
 

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
変
化
 
が
な
 い
わ
 げ
で
は
な
 

ぃ
 。
第
二
次
大
戦
後
は
教
会
会
員
や
出
席
率
が
上
昇
 
し
 、
建
築
や
寄
付
が
 

増
大
す
る
な
ど
、
急
速
に
宗
教
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
 
た
 。
こ
う
し
た
傾
向
 

は
太
 0
 年
代
前
半
ま
で
続
く
が
、
漸
次
衰
退
し
て
い
 
く
 。
一
九
五
 セ
 年
に
 

は
 六
九
バ
 一
 セ
ン
ト
の
人
々
が
、
「
宗
教
は
社
会
に
対
 
す
る
影
響
力
を
増
 

大
し
つ
つ
あ
る
」
と
し
た
の
に
対
し
て
（
「
失
い
つ
 
っ
 あ
る
」
一
四
パ
 一
 

セ
ン
ト
）
、
一
九
七
 
0
 年
に
は
わ
ず
か
に
一
四
パ
ー
セ
 ン
ト
 の
人
々
が
 

「
増
大
し
つ
つ
あ
る
」
と
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
（
「
 

失
 い
っ
 っ
 あ
る
」
 セ
 

五
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
し
か
し
以
後
宗
教
に
対
す
る
信
頼
 

感
は
増
し
、
 八
 0
 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗
教
テ
レ
ビ
の
 現
状
 

石
井
研
 士
 

展
望
 

年
代
の
潮
流
は
 、
 明
ら
か
に
宗
教
の
復
興
を
示
し
て
 
い
る
。
 

2
 

し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
宗
派
、
教
団
も
一
律
に
復
興
 

0
 兆
し
を
見
せ
て
 

蝸
 

 
 

  

せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
エ
ヴ
ァ
ン
 
ジ
ヱ
リ
 力
ル
 の
伸
長
を
背
景
 

に
し
て
、
 セ
 0
 年
代
か
ら
勢
力
を
拡
大
し
て
き
た
の
 
が
 、
テ
レ
ビ
を
重
要
 

な
 布
教
手
段
と
す
る
 
ェ
 レ
ク
ト
ワ
ニ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
 
チ
 で
あ
る
。
一
九
八
 

0
 年
 、
一
九
八
四
年
の
大
統
領
選
挙
で
一
躍
注
目
を
 

集
め
た
モ
ラ
ル
・
 
マ
 

ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
は
、
テ
レ
ヴ
ァ
 
ソ
ジ
ヱ
 リ
ス
ト
（
 テ
 レ
ビ
と
ヱ
 グ
ア
ノ
イ
ン
 

ヱ
 リ
ス
ト
の
合
成
語
）
の
一
人
、
バ
 
l
 ジ
ニ
ア
州
 リ
 ソ
チ
バ
ー
グ
の
ト
一
 

マ
ス
・
 

p
l
 

ド
・
 

パ
 プ
テ
ィ
ス
ト
教
会
の
牧
師
、
 
ジ
 ェ
 リ
 l
 ・
 フ
オ
 l
 ウ
 

ヱ
ル
が
設
立
し
た
フ
ァ
ソ
ダ
メ
ン
タ
ル
 
な
 政
治
団
体
 で
あ
る
。
彼
は
「
 オ
 

一
 ル
ド
・
タ
イ
ム
・
ゴ
ス
ペ
ル
 
ア
ワ
一
 」
と
い
う
 放
 送
 番
組
を
制
作
し
 、
 

現
在
三
 セ
 四
の
テ
レ
ビ
局
と
三
 0
0
 輪
の
ラ
ジ
オ
局
 を
 通
し
て
放
映
し
て
 

い
る
。
モ
ラ
ル
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
 
@
 は
、
一
九
八
 0
 年
の
選
挙
に
お
い
 

て
、
 新
た
に
四
万
人
の
フ
ァ
ソ
 
ダ
メ
ソ
 タ
リ
ス
ト
を
 選
挙
人
登
録
し
、
 対
 

立
候
補
を
下
ろ
す
 
キ
ャ
ソ
ペ
一
ソ
 な
ど
を
積
極
的
に
 展
開
し
た
。
当
時
の
 

新
聞
は
、
選
挙
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
 
一
ド
を
 握
る
 の
は
 テ
レ
ヴ
ァ
ン
 ジ
 

ヱ
 リ
ス
ト
で
あ
る
と
書
き
立
て
た
。
 

テ
レ
ビ
に
よ
る
宗
教
番
組
は
け
っ
し
て
新
し
い
現
象
 

弔
 
し
け
は
な
Ⅱ
Ⅵ
。
七
本
 

教
 

番
組
は
、
す
で
に
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始
当
初
か
ら
 

番
 組
 の
一
部
と
し
て
 存
 

在
し
た
。
し
か
し
当
時
の
宗
教
番
組
は
、
放
送
局
側
 

が
 奇
跡
や
 ヒ
 ー
リ
ン
 

グ
を
 説
く
宗
教
教
団
を
避
け
る
た
め
に
、
カ
ト
リ
ッ
 

ク
 、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
 

ト
 、
ユ
ダ
ヤ
教
と
い
っ
た
主
流
教
団
に
限
定
さ
れ
て
 

し
 
t
 
@
 
-
 

V
 
ヰ
ハ
 

Ⅰ
。
 



一
九
六
 
0
 年
代
に
な
っ
て
宗
教
テ
レ
ビ
の
構
造
に
変
 

化
が
生
じ
た
。
 
そ
 

れ
ま
で
の
番
組
が
無
料
の
公
共
放
送
時
間
に
放
送
さ
 

れ
て
い
た
の
に
対
し
 

て
 、
有
料
時
間
を
購
入
し
、
独
自
に
番
組
を
放
送
す
 

る
 福
音
番
組
の
量
 
と
 

数
が
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
 

セ
 0
 年
代
に
な
る
 
と
こ
の
傾
向
は
著
し
 

い
も
 か
り
 

と
な
り
、
「
 ヱ
レ
ク
 
@
r
p
 
二
ッ
方
ノ
 
・
 羊
ノ
ャ
 
ー
 チ
 」
と
い
う
言
葉
 
さ
 

え
 生
ま
れ
る
よ
 
う
 に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
 

一
プ
 は
 、
大
教
団
の
よ
う
 

に
 無
料
放
送
時
間
と
い
う
特
権
も
財
力
も
な
か
っ
た
 

た
め
に
、
テ
レ
ビ
 
界
 

に
 生
き
残
っ
た
も
の
は
非
常
に
戦
闘
的
で
あ
っ
た
り
 

、
テ
レ
ヴ
ァ
ン
 
ジ
ヱ
 

リ
ス
ト
が
カ
リ
ス
マ
を
備
え
る
な
ど
し
、
ま
た
、
 

資
 金
的
支
援
を
視
聴
者
 

か
ら
引
き
出
す
た
め
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
電
話
 

に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
 

 
 

l
.
 フ
ォ
ー
 ク
ヱ
ル
 

最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
こ
う
し
た
 

ェ
 レ
ク
ト
ロ
ニ
 
ッ
 ク
ス
・
チ
ヤ
 
l
 

チ
 に
関
す
る
調
査
研
究
が
現
れ
は
じ
め
た
。
以
下
、
 

，
 
」
 
A
@
>
 

し
た
調
査
か
ら
 

概
要
を
述
べ
て
み
よ
う
。
一
九
八
五
年
の
 

ニ
 一
ル
 セ
 ン
の
 調
査
に
よ
る
 

と
 、
上
位
六
人
の
テ
レ
ヴ
ァ
ン
 

ジ
ヱ
 リ
ス
ト
の
視
聴
 
世
帯
数
は
、
パ
ッ
ト
 

｜
ト
ソ
ソ
 （
毎
日
）
 
一
 Ⅰ
ハ
五
一
 

0
 万
人
、
 ジ
、
、
、
 

｜
 ・
 ス
 フ
ガ
ー
ト
 

（
一
週
一
回
）
九
二
一
 

0
 万
人
、
 p
 バ
ー
ト
・
シ
ュ
 
上
 フ
 ー
（
一
週
一
回
）
 

七
六
 0
 万
人
、
ジ
ム
・
バ
ッ
カ
ー
（
毎
日
）
五
八
 

0
 
 
 

（
一
週
一
回
）
五
六
 

0
 万
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
 
一
九
八
 
0
 年
の
二
 

 
 ル
セ
ン
の
調
査
に
 
よ
 る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
放
送
局
 

数
 
 
 

望
 
。
 
ハ
一
 ト
ソ
ン
一
二
三
局
、
ジ
ミ
ー
・
 

ス
 フ
ガ
ー
ト
 二
 0
 セ
局
、
ロ
 
。
ハ
ー
ト
 

・
シ
ュ
ー
ラ
ー
一
六
一
局
、
ジ
ム
・
バ
ッ
カ
 

ー
 一
匹
 
 
 

展
 
p
 バ
ー
ツ
 一
セ
 
七
局
、
ジ
ェ
リ
ー
・
フ
ォ
ー
 

ク
ヱ
 ル
一
 
一
四
四
局
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ら
に
、
サ
ン
ク
ス
・
ギ
ビ
ン
グ
 

や
 イ
ー
ス
タ
 
l
 、
 あ
 る
い
は
ク
リ
ス
マ
ス
 

い
ノ
ワ
 

。
 

放
送
時
間
は
、
パ
ッ
ト
・
 
p
 バ
一
 ト
ソ
ン
の
よ
う
に
 
毎
日
放
送
す
る
 
場
 

含
 も
あ
る
が
、
圧
倒
的
に
日
曜
日
の
早
朝
に
限
定
さ
 

れ
て
い
る
。
し
か
し
 

な
が
ら
、
日
曜
の
朝
に
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
の
で
き
 

る
 人
の
数
が
 、
 逆
に
 

自
分
の
放
送
を
見
る
と
の
で
き
る
人
間
を
制
限
す
る
 

こ
と
に
も
な
る
。
 
こ
 

ぅ
 し
た
制
約
に
は
二
つ
の
例
外
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
 

、
ゴ
 @
 ル
デ
ン
・
 
ア
 

ヮ
 町
も
し
く
は
そ
の
付
近
の
時
間
帯
に
、
と
く
に
 独
立
の
 U
H
F
 局
で
 

放
送
さ
れ
る
臨
時
特
別
番
組
で
あ
る
。
 

合
 ひ
と
っ
は
 
、
放
送
者
や
そ
の
 
宗
 

教
 集
団
が
サ
テ
ラ
イ
ト
を
有
し
、
放
送
局
や
ネ
ッ
ト
 

・
ワ
ー
ク
を
所
有
し
 

て
い
る
場
合
で
あ
る
。
 

視
聴
者
に
関
し
て
は
、
調
査
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
 

は
あ
る
も
の
の
、
 

概
要
は
同
じ
で
あ
る
。
性
別
に
関
し
て
い
え
ば
、
 

男
 性
よ
 り
は
は
る
か
に
 

女
性
が
多
い
。
年
齢
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
視
聴
 

率
は
高
く
な
る
。
 
職
 

業
 階
層
で
は
、
ブ
ル
ー
・
 
ヵ
ラ
 七
人
種
で
い
 ，
ぇ
 
・
 
は
 黒
人
の
方
が
視
聴
率
 

は
 高
い
。
ま
た
、
ミ
ド
レ
・
 

ノ
 
タ
ウ
ン
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
短
期
滞
在
者
 

よ
り
は
長
期
間
居
住
者
の
方
が
視
聴
率
は
高
い
。
 

地
 域
 的
に
は
、
フ
ァ
ン
 

タ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
の
多
い
南
西
部
に
集
中
し
て
い
る
 

。
収
入
と
教
育
に
つ
 

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果
が
出
て
い
る
が
、
 

大
方
の
と
こ
ろ
は
、
 め
 

 
 

低
所
得
者
の
方
が
見
る
割
ム
ロ
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
 

教
育
に
つ
い
て
も
、
㏄
 

教
育
程
度
の
低
い
方
が
若
干
視
聴
率
が
高
い
。
し
か
 

し
 、
現
在
ま
で
の
と
 1
 
穏
 

こ
ろ
明
確
な
相
関
関
係
を
見
出
す
ま
で
に
は
到
っ
て
 

い
な
い
。
 



テ
レ
ヴ
ァ
 ソ
ジ
ヱ
 リ
ス
ト
た
ち
は
テ
レ
ビ
を
布
教
 手
 段
 と
し
て
、
リ
ベ
 

ラ
か
 な
 政
芯
 
㌍
 ト
 強
い
反
意
を
表
明
し
た
。
キ
リ
ス
ト
 教
 ニ
ュ
 l
 ・
 ユ
 
ノ
イ
ト
 

の
 一
翼
を
担
っ
た
彼
等
は
、
宗
教
は
積
極
的
に
公
的
 
役
割
を
果
た
す
べ
き
 

た
と
考
え
、
ま
さ
し
く
政
治
的
行
為
に
よ
っ
て
 
ア
メ
 リ
力
 を
キ
リ
ス
ト
教
 

化
を
進
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
 
妊
娠
中
絶
の
反
対
、
 

黒
人
・
白
人
共
学
の
た
め
の
バ
ス
通
学
の
廃
止
、
公
 
立
 学
校
で
の
礼
拝
の
 

支
持
、
ホ
モ
・
レ
ス
ビ
ア
ン
な
ど
同
姓
愛
の
罪
の
悪
 
視
、
ポ
ル
ノ
の
追
放
 

を
 主
張
し
、
レ
ー
ガ
 ソ
 大
統
領
が
男
女
平
等
権
を
憲
 法
 修
正
条
法
に
明
記
 

す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
堕
落
を
嘆
 
き
 、
軍
備
の
拡
張
を
含
 

む
 強
い
ア
メ
リ
カ
の
復
活
を
叫
ん
だ
。
 
戻
 道
徳
的
行
 為
を
許
す
こ
と
な
 

く
 、
伝
統
的
道
徳
に
従
 う
 こ
と
こ
そ
が
個
人
の
生
活
 を
 充
実
さ
せ
、
ひ
い
 

て
は
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
家
の
力
を
も
上
昇
さ
せ
る
 
と
 主
張
し
た
の
で
あ
 

る
 。
彼
等
は
積
極
的
に
政
治
に
関
与
し
、
教
会
は
政
 
治
 活
動
を
行
 う
 こ
と
 

に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
を
変
革
す
る
役
割
、
義
務
を
背
 
負
っ
て
い
る
と
述
べ
 

た
 し
か
し
な
が
ら
、
テ
レ
ヴ
ァ
ン
 ジ
ヱ
 リ
ス
ト
の
テ
レ
 。
 
ヒ
 で
の
派
手
な
 ゼ
 

ス
チ
ャ
ー
や
政
治
的
発
言
、
そ
し
て
そ
う
し
た
行
動
 
を
 セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
 

ル
に
 報
道
す
る
新
聞
や
雑
誌
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
 
ね
 た
イ
メ
ー
ジ
と
、
 

実
際
の
姿
に
は
ず
れ
が
あ
る
 よ
う
 で
あ
る
。
宗
教
 テ
 レ
ビ
 の
視
聴
率
に
関
 

し
て
も
、
一
九
 セ
 七
年
を
ピ
ー
ク
に
大
半
の
番
組
は
 下
降
を
た
ど
っ
て
 い
 

る
 。
一
九
八
 0
 年
に
は
 二
 0
 九
の
局
か
ら
放
送
し
て
 い
た
レ
ッ
ク
ス
・
 

ン
 。
ハ
ー
ド
も
次
第
に
規
模
を
縮
小
し
、
現
在
は
わ
ず
 

か
に
 C
A
T
V
 で
 放
 

速
 し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
 

と
く
に
最
近
で
は
、
テ
レ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
が
 
大
 統
領
選
挙
に
与
え
 

た
 影
響
 肛
 つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
疑
問
が
も
た
れ
て
い
 
る
 。
大
統
領
選
挙
を
 

4
 

左
右
す
る
と
舌
口
わ
れ
た
モ
ラ
ル
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
 で
あ
る
が
、
一
九
八
帖
 

五
年
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
・
 
ボ
一
か
め
 調
査
結
果
に
よ
れ
   

 
 

ョ
 リ
テ
ィ
ー
に
賛
同
し
た
の
は
、
比
較
的
モ
ラ
ル
・
 

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
に
 

つ
い
て
知
識
を
持
っ
て
い
た
 
人
 
（
全
体
の
四
 0
 パ
｜
 セ
ン
ト
）
の
わ
ず
か
 

に
 八
パ
ー
セ
ン
ト
（
全
体
の
三
二
一
バ
ー
 
セ
ソ
ト
 ）
 に
 過
ぎ
な
い
。
選
挙
 

の
 投
票
行
動
に
関
す
る
調
査
報
告
も
、
テ
レ
ヴ
ァ
ン
 

ジ
ヱ
 リ
ス
ト
は
一
九
 

八
 0
 年
 お
よ
び
一
九
八
四
年
の
大
統
領
選
挙
の
投
票
 
に
 際
し
て
影
響
力
を
 

持
た
な
か
っ
た
と
複
数
の
論
文
が
結
論
し
て
い
る
。
 

文
化
の
再
建
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
建
直
し
を
主
張
し
 

た
 テ
レ
グ
 ァ
ソ
ジ
 

ヱ
 リ
ス
ト
も
、
具
体
的
政
策
に
関
し
て
は
ま
だ
成
果
 

を
上
げ
て
い
な
い
。
 

彼
等
が
唱
え
た
「
学
校
に
祈
り
の
復
活
」
の
主
張
は
 

、
昨
年
米
連
邦
最
高
 

裁
 に
よ
っ
て
違
憲
判
決
が
下
さ
れ
、
ジ
ェ
リ
ー
・
 

フ
 オ
 ー
ウ
ェ
ル
の
南
ア
 

政
府
支
援
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
非
難
を
あ
び
て
い
る
 

0
 彼
等
の
唯
一
の
 政
 

治
 的
成
果
は
、
 E
R
A
 
（
門
戸
岸
田
「
 

帝
 ま
リ
ョ
日
省
句
 3
0
%
 ）
の
批
准
阻
止
 

で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
実
体
が
次
第
に
解
明
さ
れ
て
い
き
、
 

ブ
ー
ム
自
体
が
 陰
 

り
を
見
せ
始
め
た
中
で
、
注
目
す
べ
き
出
来
事
が
生
 

じ
た
。
テ
レ
ヴ
ァ
ン
 

ジ
ヱ
 リ
ス
ト
の
一
人
、
パ
ッ
ト
・
 
p
 バ
 l
 ト
ソ
ン
が
 
一
九
八
八
年
の
大
統
 

領
 選
挙
に
共
和
党
か
ら
出
馬
す
る
意
向
を
固
め
た
と
 

い
う
の
で
あ
る
。
 今
 

年
 二
月
一
 セ
 日
号
の
日
タ
イ
ム
ヒ
や
七
月
二
八
日
ロ
 ぢ
 ハ
ワ
ニ
 
ニ
ュ
ー
Ⅰ
八
十
 

ノ
ィ
 

｜
 ク
日
に
 ょ
 れ
ば
、
彼
は
出
馬
す
る
か
ど
う
か
神
の
 
声
を
待
っ
て
い
る
と
 

い
 う
 が
、
す
で
に
資
金
調
達
の
た
め
の
組
織
作
り
に
 
着
手
し
て
い
る
と
い
 

う
 。
 七
 0
 年
代
に
急
成
長
し
た
 
ェ
 レ
ク
ト
 コ
 ニ
ッ
ク
 ス
 ・
チ
ャ
 一
チ
は
、
 



八
 0
 年
代
に
入
っ
て
再
編
成
の
時
期
を
迎
え
た
と
い
 

え
る
が
、
バ
ッ
ト
・
 

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
出
馬
も
こ
う
し
た
再
編
成
の
一
方
 
何
 と
考
え
る
こ
と
が
 

で
き
る
。
 

テ
レ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
の
特
徴
は
、
テ
レ
ビ
 
と
い
 ラ
メ
デ
ィ
ア
を
 積
 

極
 的
に
利
用
し
て
、
宗
教
的
理
念
に
基
づ
く
ア
メ
リ
 

力
 文
化
の
再
建
を
主
 

張
 し
た
点
と
、
そ
う
し
た
文
化
の
再
建
が
と
り
も
な
 

お
 さ
ず
政
治
的
行
為
 

に
よ
っ
て
可
能
だ
と
し
、
結
果
は
ど
 
う
 あ
れ
、
内
外
 
の
 政
治
政
策
に
関
し
 

て
 実
際
に
行
動
を
起
し
た
点
に
あ
る
。
宗
教
が
再
び
 

政
治
と
の
結
び
付
き
 

を
 強
め
、
社
会
に
対
す
る
影
響
力
を
増
す
可
能
性
を
 

こ
こ
に
見
る
こ
と
が
 

で
き
る
。
 

ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
独
自
の
サ
テ
ラ
イ
ト
や
 
C
A
 T
V
 

を
持
ち
、
 

あ
 

る
い
は
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
教
会
問
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
 

シ
ョ
ン
に
積
極
的
に
 

利
用
す
る
な
ど
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
組
む
 

様
 々

 な
 試
み
が
な
さ
れ
 

て
い
る
。
い
っ
ぱ
 う
 日
本
に
お
い
て
は
、
ま
だ
行
政
 
等
の
環
境
が
整
備
さ
 

れ
て
お
ら
ず
、
宗
教
教
団
側
も
積
極
的
な
姿
勢
を
見
 

せ
て
い
な
い
。
し
か
 

し
な
が
ら
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
に
と
も
な
い
、
様
々
 

な
形
で
宗
教
は
新
し
 

い
 メ
デ
ィ
ア
に
乗
り
、
流
れ
て
い
く
に
ち
が
い
な
い
 

。
そ
う
し
た
メ
デ
ィ
 

ア
 に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
宗
教
と
は
ど
う
い
う
も
の
 

か
、
 新
し
い
メ
デ
ィ
 

ァ
に
 適
合
し
た
形
態
・
内
容
を
備
え
た
宗
教
教
団
が
 

登
場
す
る
可
能
性
は
 

あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
う
し
た
宗
教
団
体
や
宗
教
 

運
 勤
 は
ど
の
よ
う
な
 社
 

 
 

後
日
本
に
お
い
て
も
新
た
 

展
 

主
要
参
考
文
献
 

阿
部
美
哉
「
保
守
主
義
の
潮
流
を
牽
引
す
る
宗
教
 

右
 翼
 た
ち
」
㍉
知
識
」
 

一
九
八
六
年
五
月
 

レ
ヴ
 匹
ヨ
 が
ロ
 
・
 力
 0
 ヴ
笘
 （
が
コ
 
%
 
 
三
の
目
当
年
 
0
 宙
 ，
 木
 「
 
ヨ
汗
 「
 乞
 -
 由
 0
 圭
勾
 の
の
 
ざ
 u
s
 

あ
力
也
 @
 
的
 o
 屈
の
 づ
 の
下
く
 
乙
 -
0
 
コ
 
㌧
㍉
 
0
 幅
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選
挙
管
理
委
員
会
 

日
時
昭
和
六
一
年
五
月
二
四
日
（
土
）
午
後
一
 
時
半
ち
 

場
所
談
話
 室
 滝
沢
（
池
袋
西
口
別
館
）
 

出
席
者
 

井
門
富
 二
夫
、
植
田
重
雄
、
金
井
新
三
、
 
桜
井
秀
雄
、
高
崎
 

直
道
、
田
丸
 徳
善
 、
平
井
直
属
、
藤
田
富
雄
、
前
田
 
専
掌
、
 

柳
川
啓
一
 

議
題
 

一
 、
昭
和
六
一
年
度
日
本
宗
教
学
会
会
長
選
挙
第
一
次
 

ぽ
票
 有
権
者
 

資
格
認
定
に
つ
い
て
、
有
権
者
一
八
五
名
（
評
議
員
 

の
 九
二
 %
 ）
 

を
 一
括
承
認
し
た
。
 

選
挙
管
理
委
貝
 金
 

日
時
昭
和
一
八
一
年
六
月
二
八
日
（
土
）
午
後
一
 時
半
）
 

場
所
神
田
学
士
会
館
 三
 0
 八
号
室
 

出
席
者
 

井
 市
富
二
夫
、
石
田
慶
和
、
植
田
重
雄
、
 
金
井
新
 三
 、
高
崎
 

直
道
、
田
丸
独
善
、
中
川
秀
 
恭
 、
平
井
直
 房
 、
藤
田
 富
雄
、
 

柳
川
啓
一
、
脇
本
平
他
 

議
題
 

一
 、
会
長
選
挙
第
一
次
投
票
開
票
 

開
票
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
 

有
権
者
数
一
八
五
名
 

投
票
者
数
八
一
名
（
投
票
率
四
三
・
 セ
 八
 %
 ）
 

O O 

会
報
 

投
票
総
数
二
四
三
票
 

有
効
投
票
 

二
 二
九
票
 

白
票
 
一
 0
 
票
 

無
効
 票
 

四
票
 

有
効
投
票
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

脇
本
甲
 也
 
四
九
票
 

藤
田
富
雄
二
六
票
 

柳
川
啓
一
二
三
票
 

上
田
 閑
 無
二
 0 
票
 
（
次
点
）
 

以
下
略
 

こ
の
結
果
、
藤
田
富
雄
、
柳
川
啓
一
、
脇
本
平
他
（
 
五
 土
音
 順
 ）
 

の
三
 氏
を
第
二
次
投
票
の
候
補
者
と
す
る
こ
と
が
 
決
 冠
 し
た
。
 

選
挙
管
理
委
員
長
の
柳
川
啓
一
氏
が
会
長
候
補
者
に
 

な
っ
た
た
 

め
、
 新
た
に
植
田
重
雄
氏
を
選
挙
管
理
委
員
長
に
選
 

出
し
た
。
 

一
 、
会
長
選
挙
第
二
次
投
票
有
権
者
資
格
認
定
 

一
 三
七
八
名
が
有
権
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
 

0
 「
宗
教
研
究
 ヒ
 編
集
委
員
会
 

日
時
昭
和
六
一
年
 セ
月
 九
日
（
水
）
六
時
 5
 

場
所
学
士
会
館
本
郷
分
館
一
号
室
 

出
席
者
井
上
順
孝
、
今
西
 
順
吉
 、
江
島
忠
致
、
金
 
井
 新
三
、
鶴
岡
 賀
 

雄
 、
保
坂
 幸
博
 

 
 
 
 
 
  
 

議
題
 

 
 
7
 

一
 、
三
八
八
号
（
一
八
 0
 
晋
一
軸
）
刊
行
報
告
 

5
O
 

 
 

一
、
二
一
八
九
号
（
一
八
 
0
 
養
二
鞘
）
二
セ
 0
 
号
ハ
上
八
 
0
 
養
三
韓
）
の
 内
 



容
 に
つ
い
て
 

一
 、
次
回
編
集
委
員
会
の
日
程
に
つ
い
て
 

0
 理
事
会
 

日
時
昭
和
六
一
年
八
月
四
日
（
月
）
午
後
一
時
 
半
 

場
所
学
士
会
館
本
郷
分
館
八
号
室
 

出
席
者
赤
池
憲
昭
、
安
斉
 
伸
 、
池
田
昭
、
石
田
 慶
 和
 、
上
田
賢
治
、
 

植
田
重
雄
、
上
田
 閑
照
 、
小
野
泰
博
、
金
井
新
三
、
 
楠
山
 春
 

樹
 、
窪
 徳
忠
 、
後
藤
光
一
郎
、
小
山
雷
丸
、
佐
 
木
秋
 夫
 、
桜
 

坤
徳
太
郎
、
田
中
英
三
、
田
丸
 
徳
善
 、
平
井
直
 房
 、
 藤
田
富
 

雄
 、
松
最
有
 慶
 、
前
田
専
 畢
 、
柳
川
啓
一
、
山
折
 
哲
 雄
 、
脇
 

水
平
他
 

議
題
 

一
 、
新
入
会
員
の
承
認
 

新
入
学
会
員
と
し
て
別
記
 
三
 二
名
の
入
会
を
認
め
た
  
 

一
 、
第
四
五
回
学
術
大
会
発
表
者
の
承
認
 

二
九
 0
 名
の
発
表
者
が
承
認
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
原
案
が
検
討
 

さ
れ
た
。
 

0
 学
会
賞
委
員
会
 

日
時
昭
和
六
一
年
八
月
四
日
（
月
）
午
後
六
時
 

場
所
学
士
会
館
本
郷
分
館
八
号
室
 

出
席
者
赤
池
憲
昭
、
上
田
賢
治
、
金
井
新
 三
 、
長
 谷
 正
当
、
前
田
専
 

睾
 、
山
折
哲
雄
 

 
 
一
 、
審
査
委
員
長
に
赤
池
憲
昭
氏
が
選
出
さ
れ
 

珪
 

0
 新
人
会
員
（
八
・
四
承
認
 
分
 ）
 

浅
野
博
之
東
北
大
学
大
学
院
 
糊
 
仙
台
市
八
 幡
一
｜
三
 ー
 三
 一
 

１
羽
①
五
号
 

石
倉
順
一
京
都
大
学
大
学
院
㎝
長
岡
京
市
 友
岡
四
 l
 五
 l
 一
 

一
 、
候
補
作
の
審
査
分
担
が
決
定
さ
れ
た
。
 

0
 選
挙
管
理
委
員
会
 

日
時
昭
和
六
一
年
八
月
二
三
日
（
日
）
午
後
五
 
時
 

場
所
学
士
会
館
本
郷
分
館
一
号
室
 

出
席
者
 

井
門
富
 二
夫
、
金
井
新
 三
 、
後
藤
光
一
郎
 、
桜
井
秀
雄
、
田
 

九
徳
 善
 、
平
井
直
属
、
藤
田
富
雄
、
柳
川
啓
一
、
脇
 
水
平
他
 

選
挙
管
理
委
員
長
の
植
田
重
雄
氏
が
欠
席
の
た
め
、
 

田
丸
 徳
善
 会
長
 

が
 代
理
で
開
催
し
、
本
日
よ
り
植
田
氏
に
か
わ
り
 

井
 門
 古
生
一
夫
氏
を
選
 

挙
 管
理
委
員
長
に
選
出
し
た
。
 

議
題
会
長
選
挙
第
二
次
投
票
開
票
 

開
票
結
果
 

有
権
者
一
、
三
七
三
名
 

投
票
総
数
四
三
二
票
（
投
票
率
三
一
・
五
 
%
 ）
 

有
効
投
票
四
二
八
票
 

一
一
百
ホ
 

無
効
投
票
 

白
票
 

一
一
一
百
万
 

有
効
投
票
の
内
訳
は
、
脇
本
手
 
也
 

一
七
六
票
、
柳
 川
 啓
一
一
二
 

九
票
、
藤
田
富
雄
一
二
二
票
と
な
り
、
脇
本
手
池
 氏
 が
会
長
当
選
者
 

と
な
っ
た
。
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二
 

コ
ー
ポ
ラ
ス
中
野
一
一
 0
 

石
田
法
雄
鹿
 各
 大
学
非
常
勤
講
師
 

肥
 
枚
方
 市
岡
山
手
打
一
一
 

｜
 八
八
ト
一
 0
 九
 

一
色
義
子
思
東
女
学
園
講
師
朋
世
田
谷
区
 経堂
 ニ
 ー
二
九
 ｜
 

上
 
-
 

岩
井
洋
上
智
大
学
大
学
院
 
騰
 
江
東
区
 越
 中
島
一
 l
 三
 l
 
一
 

エ
ハ
 
｜
一
 0
 七
 

遠
藤
信
一
東
洋
大
学
大
学
院
㎝
足
立
区
大
 谷
田
 ニ
 ー
 ニ
 l
 匹
 

第
一
大
漸
コ
ー
ポ
 
一
 0
 二
号
 

大
久
保
 良
峻
 
早
稲
田
大
学
大
学
院
 

棚
｜
は
平
 塚
 市
南
金
目
八
九
 

口
入
 

 
 

小
野
寺
 

郷
 
筑
波
大
学
大
学
院
 

棚
 
横
浜
市
金
 沢
区
 金
利
谷
町
二
 

い
 し
二
二
二
 

勝
又
正
直
東
京
大
学
大
学
院
Ⅲ
三
鷹
市
下
 連
雀
 ニ
 ー
 三
 一
 ｜
 

大
井
 2 頭
 寮
 

加
那
辺
正
純
同
朋
大
学
非
常
勤
講
師
Ⅲ
 l は
 
安
城
市
城
 ケ
 八
町
 

新
井
一
五
二
 

窪
寺
洋
子
清
泉
文
学
院
短
大
講
師
 
甜
 
長
野
 市
上
野
 ニ
ー
 一
二
 

0
 ｜
凡
 

聖
心
髄
 

熊
本
英
人
駒
沢
大
学
大
学
院
Ⅲ
世
田
谷
区
 駒
沢
五
 l
 セ
ー
一
 

三
宮
田
修
子
方
 

報
 

澤
田
隆
車
道
都
大
学
講
師
℡
紋
別
 
市
 本
町
 七
 l
 
一
｜
三
 一
 ｜
 

五
 ①
五
号
 

ム
ム
 

臼
 Ⅱ
 刃
 0
 円
 0
 ま
お
 が
の
ド
 ン
 Z
 乙
 Ⅰ
 か
 安
上
智
大
学
 非
常
勤
講
師
℡
 

千
代
田
区
紀
尾
井
町
セ
 
ー
一
 

S
.
J
.
 

ハ
ウ
ス
 

ヨ
馬
 

春
菜
大
正
大
学
大
学
院
㎜
武
蔵
野
市
 
関
前
二
ー
二
七
 ｜
 

一
一
一
一
一
 

清
水
良
行
曹
洞
宗
教
化
研
修
所
研
究
員
 
瑚
 

目
黒
区
東
 ケ
正
 
一
 

｜
 三
三
 ｜
 
一
七
鈴
木
克
二
 F
 

杉
井
純
一
駒
沢
大
学
大
学
院
 
粉
 

茅
ケ
崎
市
 

香
川
八
一
四
 

竹
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"The Coexistence of Presence and 

Distance" in Marcel's Philosophy 

Masakazu Tanatsugu 

ABSTRACT: The oscillation of Gabriel Marcel's philosophy can be 
grasped from the paradoxical expression the "coexistence of presence 
and distance." Marcel's concrete philosophy proceeds from the dyna- 
mic interaction of the existential "here and now" with the reflective 
"to philosophize," but existence is probed from the two viewpoints 
of incarnation (my body) and itinerary. For cogito, incarnation is 
an opaque given, but existentially, it admits of no doubt. Existence 
itself is tinged with this kind of ambiguity, and even the reflection 
which delves into existential reality finds itself split between the 
primary reflection which is the ability to critically analyze, and the 
secondary reflection which is recovery of the self. Not only this, but 
the aforementioned paradox also appears in the relationship between 
the mystery of "being" and the "existence" participating in it. 

The "existence" which denies objective cognition, and the "being" 
which is ontologically demanded as a warning to the misappropriation 
of functionalism, were in no time blended in Marcel's philosophical 
inquiry, resulting in the development of an inter-subjective presence 
from the foundation of ontology. Marcel's philosophy can be called 
the attempt to grasp the strange ness of the "coexistence of presence 
and distance" which characterizes the status of each one of us. 



The Path Toward Release 

in the Advaita Vedanta School 

-Ritual, Meditation and Knowledge in the Bhiimati of Vacaspati- 

Iwao Shima 

ABSTRACT: What place did the three media of salvation-ritual, 
meditation and knowledge, concepts which were central to the tra- 
dition of Brahmanism-have in the path to release as  taught by the 
Advaita Vedanta school, the school believed to be the most faithful 
to the traditions of the Upanisads? This essay expmines this problem 
by tracing the change in the place of these elements from S a ~ k a r a  
to the Bhiimatz, thus attempting to determine the place of the path 
to release in the Bhiimati within the conceptual development of the 
Advaita Vedanta school. 

As a result of this consideration, the following points are clarified: 
(1)From the time of sankara's direct disciples, the issue regarding 
the place of ritual and meditation-elements which safikara himself 
had basically rejected as being in conflict with knowledge-was raised; 
and (2) although the Bhiimati had considered fifteen steps as  stages 
on the way to salvation, the originality of the Bhamati can be seen 
only in the concept that enlightenment is a transformation of the 
internal organ, and with respect to the others, they basically follow 
the lead of previous figures such as  Mandanamigra, Sankara, Sured- 
vara, and Padmapada. 



Das Problem der Freiheit bei Kierkegaard 

-Eine Betrachtung uber "Der Begriff Angst7'- 

ABSTRACT: In dieser Abhandlung betrachten wir, von dem As- 
pekt der Freiheit her gesehen, das Problem des existentiellen Wer- 
dens bei Kierkegaard, das meines Erachtens in "Der Begriff Angst" 
behandelt ist. Kierkegaard sagt, der Mensch sei frei in der Be- 
wegung des existentiellen Werdens. Diese Freiheit heil3t die zum 
Selbst; die als die Handlung, da13 der Mensch entschlossen "das 
Sich-selbst" wahlt. Die Freiheit aber ist auch die zum Zustand, 
worin sich das eigentliche Selbst verwirklicht, das heifit, sie ist die 
zur "Wirklichkeit der Freiheit". Die Existenz hat die Freiheit im 
eigentlichen Selbst als die Moglichkeit. Das existentielle Werden 
kann also als die Bewegung von der "Moglichkeit der Freiheit" zur 
"Wirklichkeit der Freiheit" bezeichnet werden. Und jene "Moglich- 
keit der Freiheit" kann zugleich den Zustand, worin die Existenz 
die Freiheit noch nicht verwirklicht, kurz, die "Wirklichkeit der 
Unfreiheit" bedeuten. Diese "Wirlichkeit der Unfreiheit" ist, als 
der Verlust der Unschuld durch die Freiheit qua Handlung, die 
Schuld und die Sunde. Kierkegaardt Definition nach heifit die 
"Moglichkeit der Freiheit" die Angst. Er  sagt, "Die Angst ist die 
Moglichkeit der Freiheit". Solange sich die "Wirklichkeit der Frei- 
heit" nicht in die Wirklichkeit setzt, ist die Angst gegenwartig. 
Inmitten dieser Angst hat die Existenz die Aufgabe, das eigentliche 
Selbst zu wieder-holen. Wir durfen also sagen, da13 in "Der Beg- 
riff Angst" Kierkegaard die Bewegung des existentiellen Werdens 

als das Problem der Freiheit erhellt hat. 



Der Begriff des Dinges an sich bei I. Kant 

Katsuhiko Kimura 

ABSTRACT: Kant entwirft den Plan, die "praktisch-dogmatische" 
Metaphysik, die auf die Begriffen der Freiheit und des Dinges an sich 

beruht, als die Wissenschaft aufzustellen. Die vorliegende Abhandlung 
verfolgt das Ziel, den Begriff des Dinges an sich, besonders im Blick 
auf das Problem des "Affizierens", zu erlautern. 

Die kritische Philosophie Kants ist eine Propadeutik der Metaphysik 
und erreicht im transzendentalen Idealismus ihr erstes Ergebnis. Der 
transzendentale Idealismus ist die Lehre, die unterscheidet zwischen 
dem Gegenstand als Ding an sich und Erscheinung, und von dieser 
Unterscheidung aus schreitet Kants Denken Schritt urn Schritt 
voran. Dabei setzt Kant voraus, da unsere Sinne von dem 
auljerhalb von uns liegenden Ding an sich affiziert werden. Dieser 
Begriff des Dinges an sich ist ein Hauptmotiv, das seine Wurzeln in 
der vorkritischen Weltanschauung hat und das die vorkritischen und 
kritischen Gedanken Kants miteinander verbindet. Einerseits beruht 
der transzendentale Idealismus auf der Voraussetzung, dalj das Ding 
an sich affiziert und auf das menschliche Empfinden wirkt, doch wider- 
spricht andererseits dies zugleich Kants Erkenntnistheorie. Wenn e r  
also das Ding an sich voraussetzt, hebt er  damit zugleich seine Erkennt- 
nistheorie auf. 

Viele Interpreten haben darum versucht, den Begriff des Dinges an 
sich bei Kant auszuschliel3en. Doch dies ist falsch, weil man dabei 
Kants eigentliche Absicht im Blick auf seine Metaphysik ubersieht. 
Wir mussen der Konsequenz von Kants Problembewuljtsein folgen, daB 
der transzendentale Idealismus "den Standpunkt des Menschen" fiir eine 
neue Metaphysik aufstellt, um dann im weiteren den ~be r sch r i t t  zum 
~bersinnlichen als Freiheitslehre darauf aufzubauen. 



The Nyaya Theory of God (dvara) 

-Centering on Proofs for Its Existence- 

Michiko Ishitobi 

ABSTRACT: Revolving around the one and only description of God 
in the Nyiiyasiitra, later commentators made various attempts a t  a 
theory of God. First, Vatsyayana used the view of God advanced by 
the Yoga School in order to  tell a humanistic God with the practical 
characteristics of Yoga. While it  is true that his view of God was 
almost totally based on Yoga thought, i t  is possible that his con- 
cept of intelligence (buddhi) was influenced by the VaiBegika School. 

Next, Aviddhakarqa made the first attempt a t  a proof for the ex- 
istence of God, transmitting that concept to Uddyotakara. Aviddha- 
karqa's proofs are considered proofs of the kiiryatype based on the 
Samkhya concept of Pu rqa ,  and they are formally incomplete. 
Uddyotakara proclaimed an acetana type of proof and thus logically 
established the existence of God, depending on Samkhya thought tho- 
roughly. 

God was equivalent to  Puru~a ,  and could n i t  be an efficient cause. 
On the other hand, Uddyotakara also described God with theoretical 
characteristics based not on Yoga, but VaiSe~ika philosophy, thus 
developing a view of God as  an efficient cause based on an inter- 
pretation of the Nyiiyasiitra. 



The Attributes of God According to Spinoza 

-Knowledge (Objective Cognition) and Nature - 

Takanori Annaka 

ABSTRACT: As can be seen from the statement "God or Nature," 
Spinoza's concept of the attributes of God involve the issue of nat- 
ural cognition. The  present essay is an attempt to interpret this 
structure of multiple attributes as the problem of cognition begin- 
ning with God (=unitary substance). 

In order to approach the problem of cognition in Spinoza's sys- 
tem, I place importance on the concepts of idea and object. With 
regard to  the identification of multiple attributes, and based on this 
understanding of cognition, I suggest a hypothesis regarding the role 
of numberless attributes and the system, attempting to consider the 
attributes in that context. 

In section 1, I raise the issue regarding the activity of the ideation 
(intellect) which proceeds to communicate with the object, and based 
on this concept I attempt a hypothesis regarding the intention of the 
attributes. In section 2, I present Spinoza's comments to the effect 
that the revelation of the Bible can be taken as  natural knowledge, 
thus moving the point of discussion to the motifs of religion and 
philosophy (the freedom of cognition). I then consider Spinoza's 
concept that objective cognition pertains to  substance. 

In section 3, I discuss the formation of intellect, considering the 
unification in cognition and the multiple structures of the attributes. 
In the last section, I consider the beginning and meaning of cognition 
in Spinoza's system, thus returning to the essay's original subject 
of the attributes. 




